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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　ボクが編入生を受け入れるコトになったワケ









「ごめんなさい！　許してください！　リック学院長！　セリカ様ッ！」

　アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院学院長室にて。

　呼び出されて学院長室にやってきたグレンは、部屋に入るなり、いきなり見事なムーンサルト・ジャンピング土下座を決めていた。

　それを目まの当たりにしたセリカとリック学院長は、目を点にして硬こう直ちよくするしかない。

「おい、グレン。なんなんだ？　いきなり」

「ちょっとした手て違ちがい……ほんのちょっとした手違いだったんですぅうううッ!?　お二方がお怒いかりになるのはごもっとも！　平に、平にぃ～ッ！」

　きょとん、と顔を見合わせるセリカとリックを前に、グレンが粛しゆく々しゆくと告解していく。

「薬草菜園で栽さい培ばいされてたキハレトの花、与あたえる魔術肥料の種類を間違えて全部枯からしちゃって、ホントに申し訳ありませんでした──ッ！」

　やたら恐きよう縮しゆくするグレンに、リック学院長は穏おだやかに話しかける。

「ははは、グレン君。顔を上げたまえ。勘かん違ちがいをされては困るよ。今日、我々が君を呼び出したのは、そのことについてではない。もっと別の用件なのだよ」

「あ、なーんだ、そうだったんですか。あっはっは、脅おどかさんでくださいよ！」

　グレンは安あん堵どしたように息をついて、立ち上がった。

「ですよねー？　だって、あの事件、証しよう拠こは完全に隠いん滅めつしたはずだったんですもの。なーんでバレたのかなぁーって不思議だったんですよ、あっはっは！」

　そして、朗ほがらかに笑う。

「ふぉっふぉっふぉっ、グレン君はうっかりさんだのう」

　学院長も朗らかに笑う。

「あっはっは」

「ふぉっふぉっふぉっ」

　そして、互たがいにひとしきり笑い合って……

「それはそうとグレン君、きみ、減給な」

「ぎゃああああああああああああああ──ッ!?　ですよねぇえええ──ッ!?」

　学院長は朗らかに裁定を下し、グレンは頭をかかえて悲鳴を上げた。

「うぅ、ちくしょう……これ以上、減給されたら、そのうち俺が学院に給料支し払はらう羽目になるんですけど……」

　あまりにも妥だ当とうかつ無む慈じ悲ひな現実に、グレンはさめざめと涙なみだを流すしかない。

「あぁ……せめて先月にあった魔術競技祭のハー……なんとか先せん輩ぱいとの賭かけの勝ち分があったらなぁ……てか、見み栄え張って生徒達に奢おごるんじゃなかった……ッ！　ええい！　俺の馬ば鹿か馬ば鹿か！」

「みっともなさ過ぎる……お前、自分自身が悲しくならないか？」

　壁かべ際ぎわで、ずぅーんと暗くうな垂れるグレンへ、セリカは呆あきれたような視線を向ける。

「そもそもだ。いちいち減給されたことを嘆なげくくらいなら、ちょっとは勤務態度を改めたらどうなんだ？　授業自体はそれなりに真ま面じ目めにやってるからいいとしても、お前はそれ以外がザル過ぎる。ちょっとは魔術師としての自覚をもってだな……」

「ちっ……うっせーなぁ。はいはいはいはい、聞こえなーい」

「もしくはやらかすなら、決して表おもて沙ざ汰たにならないようにもっと完かん璧ぺきにやれ……この私のようにな。お前は昔からどうにも詰つめが甘い」

「わかりました！　我が生しよう涯がいをかけて敬意を払はらうべき偉い大だいなる師し匠しよう！」

　がしっと、グレンはセリカの手を両手で取り、感服と尊敬の目でセリカを見つめ──

「わしって、どうしてこんな連中雇やとってるんじゃろうな……」

　美しい師弟愛の光景を前に、リック学院長は遠い目で窓の外を眺ながめた。

　そこには、いつものように自然溢あふれる学院敷しき地ち内の庭園光景と、鉄てつ柵さくを挟はさんでその外側に広がるフェジテの古風な町並み──そして、その遥はるかなる上空に浮うかぶ雄ゆう大だいな蜃しん気き楼ろうの城──メルガリウスの天空城があった。

「ところで話を戻もどすが、グレン君。君に話というのは、編入生についてなのだよ」

「……編入生、ですか？」

「うむ。明日あしたからこの学院に編入される新しい生徒を、グレン君のクラスで受け入れてくれないかね？」

「明日から？　またそれは随ずい分ぶんと急な話っすね……それにこんな中ちゆう途と半はん端ぱな時期に編入されるってのも妙みようだ」

「……もっとも、君に拒きよ否ひ権はないのじゃが」

　学院長は執しつ務む机を滑すべらせて、手にしていたものをグレンの方へと送る。

　それは一本の筒つつ型封ふう筒とうだ。すでに蓋ふたの封ふう蠟ろうは解かれている。見ればその筒型封筒には住所などが記き載さいされていない。筒の装丁に使用されている革の高級さも考こう慮りよすれば、きっとこれは送り主が郵政機関を通さず、信しん頼らいできる筋の人間を使って直接学院に運ばせたものだろう。

（それにこの封蠟痕あと……帝国軍で使われている封蠟か？）

　グレンはその筒を手に取って蓋を開け、筒の中から綺き麗れいに丸められた一枚の羊皮紙を取り出し、それを広げた。その羊皮紙には細かい文字で要よう項こうがびっしりと書かれ、最後に鷹たかの紋もん章しようが金で箔はく押おしされている。

「鷹の紋？　つまり、女王陛下公こう認にんの帝国政府公文書……しかも設定されている秘ひ匿とく等級がやけに高い……って、ちょ!?　これ、軍の人事異動に関する最重要機密文書じゃないっすか!?」

　グレンが驚きよう愕がくに目を見開いて、その羊皮紙を凝ぎよう視しする。

「うむ。平たく言えば、今回の編入生をグレン君の担当するクラスへ、名指しで編入するよう指示する旨むねが書かれておる。女王陛下勅ちよつ許きよ、帝国政府直じき々じきの指令をもってな」

「……っ、まさか」

　不自然な時期の、唐とう突とつな編入生。わざわざ自分のクラスへの編入指定。

「学院長。その編入生ってのは……」

「恐おそらく君が察したとおりじゃ。その編入生はルミア君の身辺警護として派は遣けんされることになった帝国宮きゆう廷てい魔導士団の魔導士じゃよ。彼女と同じクラスの学友になれば、護衛も容易たやすいだろう──政府と軍はそう判断したのじゃ」

「……ッ！」

　ルミア＝ティンジェル。

　グレンの担当するクラスの女子生徒だ。座学は優ゆう秀しゆうだが、白魔術以外の魔術の実じつ践せんはやや苦手とするため、総合的な成績は平均的。その卓たく越えつした容姿を除けば、特筆することなどない平へい凡ぼんな生徒のように思える少女である。

　だが、実は彼女には様々な秘密がある。

　まず一つ、彼女はアルザーノ帝国王室直系の血を引く、れっきとした王女であること。

　そして二つ、彼女は王女であると同時に、この世界では未いまだ悪魔の生まれ変わりや落とし子と固く信じられている『異能者』であり、それゆえに彼女は様々な政治的理由から帝国王位継けい承しよう権第二位という地位を剝はく奪だつされ、王家を追放されてしまっていること。

　さらに三つ、彼女は不可解なことに『天の智ち慧え研究会』という魔術結社──常に歴史の裏側で暗あん躍やくし、政府と血みどろの抗こう争そうを繰くり広げてきた最悪のテロリスト集団──に狙ねらわれている、ということだ。

　ルミアの『異能』は『感応増ぞう幅ふく者しや』と呼ばれる能力である。触ふれた相手の行使する魔術と魔力を増幅強化する力だ。

　確かに珍めずらしい、破格の力である。だが、『天の智慧研究会』ほどの魔術結社が今さら欲ほしがるほどの力でもないはずなのだ。単に魔術と魔力を強化するだけなら、現在の魔導技術を駆く使しすれば、他にいくらでも方法があるのだから。

　ありえそうなのは、ルミアの元・王女という立場をなんらかの形で政治的に利用することくらいなのだが、件くだんの組織の二度目の仕し掛かけはルミアの生死を問わないものだった。政治利用の線は非常に薄うすい。

　一体、ルミアに何があるのか？『天の智慧研究会』は一体、何を目的にルミアを狙っているのか？　謎なぞは深まるばかりである。

　だが、その目的は不明だとしても、帝国政府としては、みすみすルミアを『天の智慧研究会』に渡わたすわけにはいかないという結論に達したらしい。もし、ルミアが件の組織の手に落ちれば、ろくなことが起きないだろうことは容易に予想がつく。

　かと言って、元・王女であるルミアをあまりにも特別に扱あつかえば、否いや応おうなく彼女に注目が集まり、国内外に余計な混乱をもたらす危険性がある。神聖なる王家出身の『異能者』とは、この国の根底を破は壊かいしかねない爆ばく弾だんのような存在なのだ。

　そこで下された苦肉の策が、帝国宮廷魔導士団から派遣した精せい鋭えいの魔導士を学院に紛まぎれ込ませ、密ひそかにルミアの身辺警護を行う……というものなのだろう。

「それは……心強いな」

　グレンは素す直なおにそう思った。

　グレンもかつてその一員だったからよくわかる。帝国宮廷魔ま導どう士し団は、帝国最強クラスの魔導士達が集まる精鋭部隊である。所属する魔導士達は、まさに一いつ騎き当とう千せんという言葉が相応ふさわしい。どうして自分のような三流魔術師がそんな連中の中に混ぜられていたのかが不思議なくらい、次元の違ちがう化け物集団だ。

　ルミアが明確に『天の智慧研究会』に狙われていると知って以来、グレンはルミアの身辺に気を遣つかう毎日だった。だが、宮廷魔導士団から護衛が派遣されると知って、肩かたの荷にが物もの凄すごく軽くなったような気分である。

「グレン君のクラスは、二年次生の必修講座の一つ、『遠えん征せい学修』が目前に控ひかえていることもある。グレン君にとって今回の編入生は心強い助けになるのではないかね？」

　確かにリックの言うとおりだった。それはもう否定のしようもない。

「わかりました。今度の編入生、喜んでうちのクラスに受け入れさせてもらいます」

「おお、そうか。それは良かった」

　グレンの返答に、リックは満足そうに頷うなずいた。

「そうそう、編入生の詳しよう細さいはその書類に書いてあるから、参考にしてくれ」

「了りよう解かいっす。えーと……？」

　グレンは手元の公文書に、ざっと目を通していく。

（帝国宮廷魔導士団からの派遣……とはいっても特とく殊しゆな任務だからな。恐らく、派遣されるのは特務分室の連中だろう）

　帝国軍における魔導戦力の主格かつ象しよう徴ちようたる帝国宮廷魔導士団。その中でも魔術絡がらみの案件・事件を専門に処理する秘匿性の高い特殊部隊──それが、かつてのグレンも所属していた『特務分室』と呼ばれる部署である。

（すると、護衛という任務に適した魔術が得意で、編入生として違い和わ感のない世代のやつは……『法皇』のクリストフか？　あいつが来てくれるなら、俺も少しは……）

　編入生として派遣される人物候補をかなり確信しながら書類を流し読みしていると。

　リィエル＝レイフォード。

　編入生名の項こう目もく欄らんに、そんな名前が記載されているのが目に入った……気がした。

「……やれやれ」

　グレンは大おお仰ぎような動作で文章から視線を外し、ごしごしと目を擦こすった。

「ははっ……どうやら、俺、結構疲つかれてるみたいだ……なんか、もっともありえない名前が見えたような気がしちまった……」

　もう一度見る。

　リィエル＝レイフォード。

　やっぱり、そんな名前が記載されている気がした。

「やべぇ……なんか本格的に幻げん覚かくが見える。もしくは深刻な目の障害か……あるいは俺が狂くるったか」

　もう一度見る。

　リィエル＝レイフォード。

「……おいおい、グレン、落ち着け、冷静になれよ。リィエル？　あの『戦車』のリィエルだって？　……そんな馬ば鹿かな。あの暴走脳筋イノシシ娘むすめ、ナチュラルボーン破壊神、がっかり斬ざん殺さつ天使、一いつ緒しよに任務に就つきたくない同どう僚りようランキング万年ぶっちぎりナンバーワンのリィエル？　連れん携けい作戦を台無しにすることに定評があり、作戦なんて立てる意味ないだろう、だってリィエルがいるから、と各軍ぐん閥ばつから太たい鼓こ判ばんのあのリィエル？」

　グレンは脂あぶら汗あせをだらだら垂らしながら肩を竦すくめた。

「ははっ、ナイス・ジョーク。護衛って結構、デリケートな任務だよな？　こんな高度な状じよう況きよう判断能力を要求される特殊任務にリィエルを寄よ越こすと申されるか？　んなわきゃねーだろ、あっはっは！　特務分室もそこまで馬鹿じゃないし、深刻な人材不足じゃ……」

　ちらり。グレンは薄うす目めで恐る恐る、慎しん重ちように、一字一句確かめるように見る。

　リィエル＝レイフォード。

　どう見ても、何度見ても、リィエル＝レイフォードと読める文字の羅ら列れつ。

　これが何かのアナグラムであることも疑って、スペリングの分解再構築を行っても、どうもうまくいかない。ならば炙あぶり出しかと思って、オイルライターの火で炙っても、紙面に変化は何も起こらない。

「…………」

　グレンはたっぷりと数秒間沈ちん黙もくしながら、羊皮紙に記載されたその名前を見つめて……

　その揺ゆるぎない、無む慈じ悲ひで残ざん酷こくな現実に。

「ちょぉおっと待てぇえええええええええええええええ────ッ!?」

　学院長室に、グレンの叫さけびが響ひびき渡るのであった……。








第一章　嵐あらしと共にやってきた編入生









　……私の中には白い記き憶おくがある。

　網もう膜まくが焼けつくような白──あのときのことは、今でもよく覚えている。

　極北の氷湖に住まう魚が、ゆっくりと氷ひよう塊かいの棺ひつぎの中へ埋まい葬そうされていくように。

　その日、その時──私は、心も、身体からだも、緩かん慢まんに死にかけていた。

「はぁ──はぁ──はぁ……」

　そこは針葉樹が疎まばらに乱立する、どこかの林だったかのように記憶している。

　思い出すのは、寒さ。吐と息いきさえ凍こおる、刺さすような寒気。肌はだが痺しびれるような、骨から凍いてつく極ごつ寒かんの凍気。あらゆる生命を否定する氷点下の世界。

　印象的だったのは、白さ。潔けつ癖ぺきの純白。樹木の梢こずえも、下生えも、地肌も、目が眩くらまんばかりの白い沫あわ雪ゆきに化け粧しようされた、冷れい酷こくに美しき白銀の世界。

　しんしんと舞まうように降りしきる雪花が、私の視界に淡あわく細やかな白のノイズを施ほどこし、私の世界を白く、冷たく、染め上げている。

「……はぁ……ぁ……はぁ──」

　私は膝ひざ下したまで柔やわらかく積もった雪を搔かき分けながら、あてもなく歩いている。

　一歩……また、一歩。ゆっくり。……ゆっくりと。

　鉛なまりのように鈍どん重じゆうな体を引きずって。頭や肩に積もった雪を払はらう気力もなく。

　一片の穢けがれなき純白の雪原を、緋ひ色いろで穢しながら歩いている。

　私の体から、絶えず流れ落ちていく血潮。

　白い世界を鮮せん明めいなる赤が極ごく彩さいに飾かざるつど、私の命は砂時計のように零こぼれ落ちていく。

「げほ……はぁ──はぁ──ぁ……ぁあ……」

　耳を刺すような静せい寂じやくが響いている。ただ、雪を踏ふみしめる音と、炎ほのおのような息いき遣づかいだけが木霊こだまし、すぐに深雪の静せい謐ひつへ溶とけ消え、熱を失って霧む散さんする。

　すでに手足の感覚はない。この身に深く刻まれた傷の痛みすらほとんど感じない。

　命が燃え尽つきかけているのをひしひしと感じている。

　──そもそも。

　どうして、私は、こうして生き足あ搔がいているのだろうか。

　どうして、もうじき死ぬとわかってなお、雪を搔き分けて歩み続けるのだろうか。

「ごほっ……私には……もう……なにも……ない……のに……」

　そう、私には何もない。生きる理由も。生きる目的も。生きる資格さえも。

　私はとある魔術結社の『掃そう除じ屋』……有あり体ていに言えば殺し屋だった。組織に兄を人ひと質じちにとられ、私は兄の命の保証と引き替かえに、組織に命じられるまま『掃除屋』として組織に敵対する人達を殺し続けてきた。

　他に身寄りのない私にとって、優やさしかった兄は唯ゆい一いつの肉親であり、私の全すべて。

　その兄のためならば──この手がどんなに赤く染まろうとも、私は──

　…………。

　……だが、私の全てだった兄は死んだ。□□□□に殺された。

　兄はもういない。

　ならば、兄のために人を殺し続けてきた自分は消えるべきではないのか？

　兄のために、この手を血で汚けがすことを肯こう定ていし続けていた私は──生きていてはならないのではないか？

　でも、歩みは止まらない。避さけえぬ死に向かうとわかって、無む駄だと知ってなお、なんらかの奇き跡せきを期待して、足を動かし続ける。

　ああ、なんという欺ぎ瞞まん、なんという偽ぎ善ぜん。

　結局、兄のためになどと言って……私は、ただ自分が可愛かわいかっただけ。兄をダシに、罪深い自分を自己弁護し続けてきただけ。

　そんな偽善者に神が奇跡を賜たまうはずもなく──

「ぅ……ッ!?　……ぁっ」

　気付けば、私は冷たい雪の上に倒たおれこんでいた。もう、体に力が入らなかった。

　起き上がろうともがいても、手が無様に雪をかくだけで、私の体は言うことを聞かない。

　……限界だった。

　最初に□□□□に致ち命めい的な傷を負わされ、その後もここに至るまでの逃とう走そう劇で組織の追っ手と何度も交戦を繰くり返し、私の体には数え切れないほどの傷が刻まれている。むしろここまで動けたことのほうが奇跡の賜たま物ものだろう。

　そして、冷たい雪の上に倒れこむことで、私の体は劇的に終しゆう焉えんへと向かっていく。

　熱が──身体から抜ぬけていく。

　命が、身体から物凄い勢いで零れ落ちていき、雪原にさらなる血ち華ばなを咲さかせていく。

「ぁ……あ……私……は……」

　辛かろうじて仰あお向むけになった私は左手を……伸のばす。

　空を摑つかむように。無意識に。……無意味に。

　震ふるえる左手首には腕うで輪わ。いつか、どこかで兄から貰もらった、兄とのお揃そろいの品。

『ねぇ、□□□□。いつか一緒にこの組織を抜け出して……そして二人で静かに暮らそう』

　ふと、懐なつかしい兄の言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。今となってはあまりにも淡く遠く儚はかない夢。

「……助け……て……兄……さん……私……」

　溢あふれる涙なみだで視界が歪ゆがんだ──その時だった。

「そこにいるのは誰だれだ!?」

「……え？」

　突とつ如じよ、ざくざくと駆かけ足で雪を踏みしめる音が近づいてくる。

　程ほどなくして、木々の奥から男の人が姿を現した。

「……ッ！　お前は……ッ!?」

　私を発見し、私を驚きよう愕がくの表情で見下ろすその人は、長身瘦そう軀く、黒くろ髪かみ黒こく瞳どう、黒の外がい套とうに身を包む男の人だった。私より幾いくばくか年上。右手のパーカッション式回転弾倉拳銃リボルバーをこちらに向けて構えている。

　だが、そんなことよりも私はその人の姿に釘くぎ付づけだった。

　その容姿は……背格好は……誰かに似ているような気がした。

「……兄……さん……？」

　違ちがう。すごく似ているけど、違う。そもそも兄はもう死んだ。

「……すまない。辛つらかっただろう」

　兄に似たその男の人は、私の姿を確かく認にんすると銃じゆうを下ろし、謝罪の言葉を口にした。

「せめて、もう少し早く俺が駆けつけていれば……な」

　しばらくの沈黙の後、その人は不意に私へ問いを投げかける。

「なぁ、お前。……名前は？」

「わ……私の名前は──□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□




□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□と厄やつ介かいなモノを拾ってきたものだな、グレン。その女は天の智ち慧え研究会が『□＝□□□』で□□させた例の□□□□だろう？　……馬鹿な事をしたものだ」

　ふと、意識が覚かく醒せいする。

「しょ、しょうがねーだろ……あいつに頼たのまれちまったんだ……」

「お前がその頼みを聞く義理はない筈はずだが？」

「確かにそうだけど……でも……あいつは……ッ！」

「ふん。また例によって例の如ごとく『正義の魔ま法ほう使つかい』ごっこか？　相変わらず救いようがないな、貴様は」

　わたしは目を開いた。もう雪景色はどこにもない。寒くもない。暖かい。

　ここはどこかの部屋らしい。清潔な白い部屋。消毒液のにおい。

　白いベッドに寝ねかされて、わたしは、生きている。

　ベッドの傍そばには二人の男。一人は雪の世界で会ったあの人。もう一人は知らない人。

「お、眠ねむり姫ひめ様がようやくお目覚めだ。おい、アルベルト。説教は後にしてくれ」

「ちっ……好きにしろ。今度という今度こそ、俺はお前に愛あい想そが尽きた」

「ははっ、お前に愛想尽かされるのもこれで十回目だな、アルちゃんのツンデレめ……ごめんなさい、どうかボクの眉み間けんを狙ねらうその指を下ろしてください、そんなゴミを見るような目で睨にらまないで、まじで怖こわいから」

「……ふん」

　知らない人は不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らすと部屋を出て行った。

　すると、その瞬しゆん間かん、雪の世界で会ったその人は、今までの賑にぎやかな調子はどこへやら。

「……くそ」

　途と端たんに重苦しくため息を吐ついて、苦しそうに顔を歪めていた。

「……誰も彼も等しく救える……絵本の中の『正義の魔法使い』……わかってる……そんなもの、まやかしだってな……だが、俺は……」

「…………………………」

　やがて。わたしがじっと見ていることに気付いたのだろう。

　その人は気まずそうに頭を搔いて嘆たん息そくをすると、わたしを見下ろした。

「よう、また会ったな。いや……初めまして、の方がいいのか？　こういう場合は」

「あなたは……あの雪の世界で……わたしを助けてくれたの……？」

　なぜだろう。その一瞬、その人の顔は愁うれいに彩いろどられた。そのどこかに後ろめたさを隠かくしているような相そう貌ぼうは……やっぱり、どこか兄の面おも影かげがあるような気がした。

「あ……」

　ふと、わたしは気付く。左手に違い和わ感があった。

　わたしはかけられた毛布から左手を抜き出して、まじまじとその手首を見つめる。

「どうかしたか？」

「ない……腕輪……わたしの……」

「すまん。あれは……その……」

　その人は、なぜか一瞬口ごもって。

「……そう、没ぼつ収しゆうだ。あれは俺達、帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団が管理することになったんだ」

「……返して……くれないの？」

「無理だ。事情も説明できない。……悪いが諦あきらめてくれ」

　それを聞いて、まるで身体からだの一部が欠けてしまったような喪そう失しつ感があった。あの腕輪は兄から貰ったもの。辛い時も、苦しい時も、兄の存在を感じていられた……そんな一品。

「……すまない」

　その人は再び謝罪の言葉を口にした。

　初めて会ったときも、今も。

　どうして、このどこか兄に似た人は、わたしに対して謝ってばかりなのだろう。

　わたしが、ただじっとその人を見つめていると。

「俺は、グレンって言うんだ」

　不意にその人が名乗った。当然、兄とは違う名前だ。

「お前は？　改めて聞かせてくれないか？」

　名前。わたしの名前。

　この人には以前、名乗ったような気がする。

　だけど、なんだろう。もう一度名乗らなければならないような……そんな気がする。

　だから、わたしは自分の名前を、グレンと名乗った人に伝えた。

「リィエル。……わたしの名前はリィエル」

「そう……か。リィエル、か」

　ぽん、と。

　その人──グレンは、わたしの頭に手を載のせ、切なげな笑えみを浮うかべて言った。

「……よろしくな。リィエル」

　これが──兄によく似た人……グレンと、わたしの出会いだった──




　…………。

　……。

　……ゆさゆさ。……ゆさゆさゆさ。

　揺ゆれを感じる。

「お嬢じようちゃん……おーい、お嬢ちゃん、着きましたぜ？」

　どこか遠い所から呼びかけられているのを感じる。

「…………ん」

　過去の在りし日を彷徨さまよっていた胡う乱ろんな意識が、ゆっくりと現在に戻もどってくる。

「お疲つかれなのはわかりますが、起きてくれませんかねぇ、お嬢ちゃーん？」

　わたしは、ゆっくりと、目を開く。

　ここは、わたしが乗車していた駅馬車──小型のコーチ馬車の車内。

　向かい合った二つの革製座席の片側の上で、わたしは毛布に包くるまり、丸まって眠り込んでいたらしい。

「……？」

　むくり、と身を起こす。少し疲れを感じるが気分は悪くない。

「やぁ、起きた。お早う、お嬢ちゃん」

　すると、この馬車を運転していた御ぎよ者しやの姿が、開け放たれたドアの向こうに見えた。

「いやぁ、帝都オルランドからこの学究都市フェジテまで、遠路はるばるごくろうさん、お嬢ちゃん」

　ここまでの旅程において、旅の友でもあった御者が笑いながら手を差し伸べてくる。

　わたしは黙だまってその手を取り、親切な御者のエスコートで馬車の車内から外へ出た。

　馬車の外は、うっすらと朝あさ霧ぎりが漂ただよう時間帯だった。

　辺りはまだ薄うす暗ぐらい。

　このフェジテ町外れにある馬車駅周辺はもちろん、遠くに見える鋭えい角かくの屋根の建物が並ぶフェジテの町も、未いまだ眠りについたままだ。

「お嬢ちゃん、その制服……アルザーノ帝国魔術学院の制服だろう？　なるほど、お嬢ちゃんも、これからあの学院に通うんだな？」

　気安げに話しながら、御者は車内に積んであったわたしの旅行鞄かばんを取り出して、わたしに差し出してくれる。

　こくり、と。

　一つ頷うなずいて、わたしはそれを受け取った。

「あっはっは、お勉強、頑がん張ばれよ？　お嬢ちゃん」

　激げき励れいの言葉をわたしにかけつつ、御者は馬車の御者台へと再び上がった。

「さて、本日は当社の駅馬車のご利用、まことにありがとうございました。またのご利用をお待ちしております……後、食事はちゃんと取りなよ？　……じゃあな」

　冗じよう談だんめかした営業トークで挨あい拶さつしつつハットを傾かたむけると、御者は馬の手た綱づなを操あやつって駅の近くにある馬車小屋へと馬車を移動させていく。

　わたしは、しばらくそれをぼけっと見送り、そしてフェジテの町へと目を向けた。

　この町にはこの間、来たばかりだけど、なんだか久しぶりに帰ってきた気分になる。

　多分、グレンがいるからだ。

「…………」

　目を閉じる。

　この間の魔術競技祭の一件で、一年ぶりに見たグレンの姿を思い浮かべる。

　すると、ほんの少しだけ気分が高こう揚ようしていくのが、自分でもわかる。

　今回の任務……内容はよくわかんないけど、とにかくグレンの近くにいられるのだ。

　それはとてもいいことなのだと思う。

　一年前、突とつ然ぜんグレンがわたしのそばからいなくなって以来、わたしはなんだかずっと不安だった。理由のわからない不快感が常に胸の内にあった。

　でも、この間、偶ぐう然ぜんグレンと再会して、ずっと感じていた不安と不快感が一気に吹ふき飛んだのを覚えている。

（また、しばらく、グレンと一いつ緒しよにいられる……）

　そう思うだけで、ざらついていた心が、とても落ち着くのがわかる。

　やっぱり理由はわからないけど、心地ここち好よい感覚が胸の中に満ちていくのがわかる。

「……ん」

　早く、会いたい。

　目を開き、わたしはフェジテの市街へ向かって歩き始めた。

　フェジテの市内地図なんか持ってくるの忘れたし、この間やってきたときに頭に入れたフェジテの町構造もすでに記き憶おくにまったくないけど。

　……まぁ、なんとかなるだろう。……勘かんで。




　…………。

　……。

　アルザーノ帝国魔術学院の生徒、システィーナ＝フィーベルには、最近ちょっとした秘密ができた。

　それはシスティーナにとって、あまり人に明かせない……いや、明かしたくない秘密。

　そして、今日もその秘密の一いつ時ときが始まろうとしている。

「……ぅ……ん」

　まだ、薄うす闇やみのヴェールも満足に晴れやまぬ夜明け前。

　システィーナは自室のベッドでふと、目を覚ます。

　システィーナは朝に強い性質たちだ。就しゆう寝しん前に明日あしたは早く起きると強く意識すれば、自然と目が覚めるタイプであった。この特技は、今、システィーナが抱かかえた秘密を守るのにとても役に立つ。

　目を覚ましたシスティーナは寝ね起おきの少し胡乱な頭で、ゆっくりと部屋内を見回す。造りこそ高貴な趣おもむきある部屋だが、調度品の類たぐいはあまりない。目立つのは魔ま術じゆつや考古学関連の書しよ籍せきが詰つまった大きな本ほん棚だな、椅い子すと机、暖だん炉ろなど、実用的なものばかりで、年とし頃ごろの少女が住まう部屋としてはいささか殺風景だ。ルミアの部屋──廊ろう下かを挟はさんだ向かいに構えられた、いかにも女の子らしい部屋──とは大おお違ちがいである。

　高級官僚として魔導省に勤める両親をもつシスティーナが住むこのフィーベル邸ていは、築半世紀を経て、なお風格と威い厳げんを兼かね備えた、立派な貴族屋や敷しきだ。

　余談だが、システィーナの両親は仕事の関係上、しょっちゅう帝都へと出張し、家を空けていることが多い。よってフィーベル邸での生活は、基本的にシスティーナとルミアの二人暮らしであり、広大な屋敷の維い持じや管理、警備、家事の類は、この屋敷に召しよう喚かんされて住み着いたお手伝い妖よう精せい達が力を貸してくれている。

「……よし」

　システィーナは静かにベッドから抜ぬけ出し、クローゼットへと向かうと、早さつ速そく身み支じ度たくを始めた。寝間着として着用していた薄うす絹ぎぬのネグリジュを肌はだを滑すべらせて脱ぬぎ、動きやすい衣服を身に着け、外がい套とうを羽織る。左手にいつも使っている愛用の手て袋ぶくろを嵌はめる。

　準備を整えたシスティーナは扉とびらを開き、自室を出る。

　廊下を挟んだ向かいの部屋は、ルミアの部屋だ。ルミアは恐おそらく何も知らないまま、未だ夢の中であろう。ルミアは朝に格別に弱く、滅めつ多たなことでは目を覚まさない。

「……ごめんね」

　いつものように、扉越ごしにぽつりと小さく呟つぶやくように謝って、システィーナはそっと屋敷を後にした。




　まだ薄暗い時分、密ひそかにフィーベル邸を後にしたシスティーナは、いつものように約束の場所へと足早に向かう。

　向かう先はフェジテのあちこちに点在する自然公園の一つだ。北地区学生街の一画に敷しき地ちを構えるその自然公園は、北地区に住まう人々が日中、森林浴と散策を楽しむ憩いこいの場となっている。

　だが、今は早朝も早朝ゆえに、公園には人っ子一人おらず、閑かん散さんとしている。しんと静まり返る静けさを打ち破るかのように、さくさく落ち葉の絨じゆう毯たんを踏ふみ鳴らしながら、システィーナは疎まばらに立ち並ぶ木々の間を縫ぬうように歩き、その場所に辿たどり着く。

　秘密の待ち合わせ場所にしている、一ひと際きわ大きなブナの木のふもと。

　待ち人の姿がすでにそこにあった。

「……今日は少し遅おそかったな。らしくもない」

　待ち人──グレンが少し不ふ機き嫌げんそうに、システィーナに声をかけてくる。

「う……その、ごめんなさい……昨夜寝ねる時……今日、先生と会うことを考えてたら、その……なんだか緊きん張ちようして、眠ねむれなくなっちゃって……」

　微かすかに頰ほおを赤らめ、システィーナは気まずそうに視線を外した。

「……はは、期待してたってやつか？　とんだマゾヒストだな、お前」

「ば、馬ば鹿か！　そ、そんなんじゃないわよ……ッ！」

　底意地の悪い笑えみを浮かべるグレンに、システィーナは慌あわてて否定の言葉を返すが、その言こと葉ば尻じりにはどうにも力がない。

「しっかし、お前も悪い奴やつだな、白しろ猫ねこ。まだ嫁よめ入いり前のお前が両親にも黙って、俺と毎日こんなことをしてるなんてな……親おや御ごさん、知ったら泣くぞ？」

「そ、そんなこと……だって仕方ないじゃない……私は……その……」

「まぁ、いい。生あい憎にく、ここなら誰だれもいない。誰にはばかることなく、心置きなくできる。さっそく始めるぞ」
















　しびれを切らしたように、グレンがシスティーナに詰め寄ってくる。

「……ま、待って……私……まだ、心の準備が……ッ！」

　システィーナはグレンから逃にげるように、後ずさりする。

　だが、本気で逃げる気はないのか、その動きは緩かん慢まんで小刻みなものだった。

「悪いな。俺はせっかちなんだ」

　グレンがどんどん歩み寄ってくる。

　……近寄ってくる。

「あ……あぅ……」

　やがてシスティーナは観念したように足を止めた。

　緊張に震ふるえる肩かたを抱だき、俯うつむき気味に、ぼそぼそと呟く。

「その……痛くしないで……なるべく優やさしくして……」

「保証しかねるな」

　にやり、と。グレンはどこか嗜し虐ぎやく的に笑った。

「なんつーか、お前、イジメ甲が斐いあるしな」

「うぅ……この鬼おに……」

　そして。

　誰もいない、たった二人だけの世界で。

　今日も誰にも言えない、二人だけの秘ひめ事が始まる。




　…………。

　……どれくらい時間が経過しただろうか。

「はぁー……はぁー……はぁ……」

　薄闇が、ようやく白み始める頃ころ。

　木の葉の絨毯の上に、力なく、ぐったりと横たわったシスティーナの姿があった。

　衣服は激しく着き崩くずれ、頰は真っ赤に上気し、珠たまの汗あせが全身に浮うかんでいる。瞳ひとみは焦しよう点てんを結んでいないのかやや虚うつろで、熱を帯びた切なげな吐と息いきが、ほっそりとした喉のど奥から休む間もなく零こぼれていた。

「ごめんなさい……もう許して、先生……わ、私……もう……駄だ目め……腰こしが……」

　うわ言のように呟くシスティーナを、グレンが緩ゆるみきった胸むな元もとのクラバットを締しめ直しながら、呆あきれたように見下ろす。

「なんだ、だらしない。……まぁ、箱入りお嬢じよう様さまのお前が、こんなことする機会なんてなかっただろうしな。慣れないうちはそんなもんか」

「……な、慣れるって……これ、慣れるものなの……？」

　なんとか身を起こしたシスティーナは熱っぽく潤うるんだ瞳で、グレンを見上げた。

　頭の奥が痺しびれたようにぼんやりする。視界はまるで霧きりがかかったようで、まともな思考が紡つむげない。身体からだの芯しんは熱く疼うずき、ずっと負ふ荷かがかかっていた腰はもう砕くだけっぱなし、激しい運動で疲ひ労ろうしきった肢し体たいは、まるでふわふわと虚こ空くうに浮いているかのようだ。

　こんなこと……これから何度繰くり返したところで到とう底てい慣れるとは思えない。

「あぁ、慣れるさ。実際、初めての頃と比べたら大分、良くなってきてるぞ、お前」

「良くなってるなんて、そんな……私、先生にずっといいように弄もてあそばれっぱなしで……」

「ばーか。コレで俺を手玉に取ろうなど百年早い」

「……経験豊富なんですね」

　どこか不機嫌そうな、不満そうな表情でグレンを睨にらむシスティーナに。

「ほら、身体冷えるぞ。気をつけろ。お前も一応、女の子だしな」

「……あ」

　グレンは羽織っていたローブを、システィーナの両りよう肩かたにかけた。

　このふと見せる優しさに、システィーナはどうにも弱い。手玉に取られてしまってるな……と強く感じさせられてしまう。

（……う……先生の匂においがする……）

　ローブに包くるまったシスティーナは、妙みような気き恥はずかしさと共に息が整うのを待ち続けた。

　疲労が心地ここち好よい。朝の冷たい空気がとても清すが々すがしい。

　ずっと、このまま余よ韻いんに浸ひたっていたい気分である。

　──だが。

「ねぇ、先生……前から不思議に思ってたんだけど……」

　どうしても解げせないことが一つあり、システィーナは立ち上がって、問いを投げた。

「魔術戦を教えてって言ってるのに……なんで拳けん闘とうの訓練になるんですか……？」

「まぁ、そろそろそんなツッコミが来るだろうとは思っていた」

　そう、魔術戦の早朝特別訓練。

　これが最近できた、二人だけの秘密だった。

　システィーナはルミアの事情を知る数少ない人間の一人だ。だが、今のシスティーナにはグレンのように、ルミアを守れる力などない。魔術の素質は優すぐれているが、誰かを守って戦うには、システィーナはまだ、あらゆる意味で未熟なのである。

　だからこそ、いざという時に自分もルミアを守って戦えるように、システィーナはグレンに魔術戦の手て解ほどきを求めたのだ。

　当初、グレンはシスティーナに請こわれても魔術戦の指南をすることを渋しぶっていた。

　だが、システィーナが熱心に頼たのみ込むうちに、グレンはとうとう折れ、システィーナを早朝に一対一で指導することになった。

　しかし……その日以来、早朝訓練でやっていることといえば、拳闘の組み手ばかりだ。

　簡単に拳闘の技わざと型を確かく認にんした後、互たがいに怪け我がしないように両手に拳闘用の革製手袋を嵌め、グレンはシスティーナに対しては寸止めで触ふれるだけ、システィーナはグレンに当てるつもりで全力で、というルールで延々と拳闘の組み手をする毎日。

　そして、システィーナの拳こぶしはグレンに一発たりとも掠かすりもせず、グレンの拳はぺちぺちぺちぺちシスティーナを小こ突づきまくるのである。

　普ふ段だん、ぼけっとしている時のグレンには、システィーナの拳も蹴けりもよく当たるのに、いったんグレンが『その気』で拳闘の構えを取ると、システィーナの攻こう撃げきは不思議なくらいに当たらない。グレンの軽快なフットワークの前に虚むなしく空から振ぶりを繰り返すだけだ。

　やがてシスティーナは自身の動作だけで力ちから尽つき、最後には地に転がることになる毎日である。慣れない拳闘の動きのためか、最近、肩やら腰やらが筋肉痛で物もの凄すごく痛い。

　無論、システィーナとて基き礎そ的な訓練から始まるであろうことは覚かく悟ごしていた。だが、それは魔力を高める訓練だの、新しい呪じゆ文もんの習得だの、呪文を短く切り詰つめる練習だの、てっきりそういう類たぐいのものだと思っていた。

　なのにフタを開ければ、よりにもよってコレである。なんだかとても納なつ得とくいかない。

「同じなんだよ、拳闘も魔術戦も根っこの部分はな」

　だが、グレンはそんなシスティーナの不満に先んじるように言った。

「拳を相手に当てるには幾いくつかのパターンがあるのはわかるな？　相手に速度で上回る、相手の虚きよをつく、フェイントで揺ゆさぶって隙すきを作る、相手の動作の起もしくは終を狙ねらう、相手の攻撃に対しカウンターを取る、などなどだ。ほら、魔術戦とそっくりだろ」

「それは……そうかもしれませんけど」

「拳闘をもっと複雑で難しくしたのが、魔術戦と言ってもいい。何はともあれ、拳闘の練習をすれば、魔術戦の基礎が身につくっつーか、攻こう守しゆの感覚が磨みがかれるってわけだ」

　本当に効果あるのだろうか。魔術の訓練に拳闘をやるなんて聞いたことがない。

「対人武術なら、別に剣けん術じゆつでもなんでもいいんだが……ま、俺、拳闘の方が得意だし」

「うー……なんか、騙だまされているような気がする……日ごろの説教の鬱うつ憤ぷんをここぞとばかりに晴らされているだけのような……」

「当然、それもある」

「あるんですか!?」

　ふかーっ！　と猫が威い嚇かくするようにシスティーナがグレンへ食ってかかった。

「どうどう怒おこるな、怒るな。拳闘が魔術戦における攻守の機を読む感覚向上に役立つのは本当さ。セリカ直じき伝でんの修練法だしな。俺もガキの頃、よくやらされたもんさ」

　空を軽く見上げ、昔を懐なつかしむように、グレンが言う。

　その普段見せない穏おだやかな横顔からは、噓うそを言っているようにはとても見えない。

「むぅー……」

　どうにも納得いかないシスティーナだが、この件に関してはグレンについていくと覚悟したのだ。ならばグレンの修練法を黙だまって受け入れるしかない。

「しかし……お前、本当にいいのか？　良家のお嬢様が、こんな野や蛮ばんなことやってて。いやまぁ、拳闘は一応、剣術と並んで貴族や紳しん士しの嗜たしなみってことになってるが」

「それは何度も言ったわ。いいんです、この間の一件みたいに……いざという時に、あの子の……ルミアの力になれないのが嫌いやなんです」

「あぁ、そうだったな。でも、なんで俺なんだ？　お前、俺のこと嫌きらいなんじゃなかったか？　お前の人脈ならもっと良い師し匠しようが学院内外問わず、いっぱいいるだろうに」

「そ、……それは……その……」

　思わず口ごもってしまう。確かにルミアを守りたい。ルミアのために強くなりたい。そう思ったのは噓うそ偽いつわりない事実だ。その一念を抱いてグレンに頭を下げたのも、噓偽りない事実。だが、その相手がグレンだったのは……なぜだろうか。

　確かにグレンは魔ま術じゆつ師しとしては三流だが……魔導士としては一流だ。戦い方を教えてもらう相手としては申し分ない。だが、それだけだろうか？

「まぁ、いい。嫌いな俺にわざわざ頭下げるくらいだ。よっぽど、ルミアのことが大事なんだろうよ。大体、ルミアの事情知ってるやつの方が話が早いしな」

「そ、そうよ！　それよ、それ！　先生以外だと話がややこしくなるの！」

　自分で言って、何か違い和わ感をシスティーナは覚えていた。そもそも、グレンが自分に嫌われている、という旨むねの発言をするたび、なぜか胸がちくちく痛む。

　それに、どうしてルミアのために訓練をしているのに、ルミアに対してこんなに後ろめたい気持ちになるのだろうか。別に何もやましいことはしていないはずなのに。

　この違和感と痛みの正体がなんなのか……ぼんやりと一人思し索さくに耽ふけっていると。

「まぁ、当面は拳闘の訓練を中心にやって、体力と勝負勘かんを鍛きたえる方向でやる。これがある程度できてきたら、そのうち軍用魔術と、その使い方を教えてやるさ」

「ぐ、軍用……魔術」

　グレンの申し出にシスティーナは背筋が冷える感覚と共に、ごくりと息を吞のんだ。

　軍用魔術は文字通り戦争用の強力な呪文──純じゆん粋すいに人を殺傷するための魔術だ。学院で手習う汎はん用よう魔術とは威い力りよくに桁けた違ちがいの差がある。システィーナも以前、軍用魔術を目まの当たりにしたことがあるが……今、思い出してもあの凶きよう悪あくさには震えが走る。

「怖こわいか？　だが、もし、お前が『いざという時』に、本当にルミアを守りたいなら……やっぱり『力』は必要だ。それが甘えの許されない現実だ。お前が俺に戦い方を教えてくれと頼み込んできたあの日、お前のルミアに対する思いが本物だと思ったから、俺はそれに応こたえることにしたんだ。軍用魔術と聞いて怖さを感じることができるお前なら……魔術の暗黒面に振ふり回されず、正しく『力』を振るえると信じてな」

「せ、先生……」

「まぁ、お前がその『力』を振るわなければならない『いざという時』……そんな時なんて来ないのが一番いいんだがな」

　背中を向けるグレンが今、どういう表情をしているのかシスティーナにはわからない。

　だが、システィーナが今、その背中に抱いだいた感情は……まぎれもなく敬意だった。

「これからも……ご指導ご鞭べん撻たつのほど、よろしくお願いします。先生」

　ぺこり、と。

　システィーナは背筋を正し、その背中に向かって自然に頭を下げていた。




　早朝訓練が終わると、システィーナはこっそりとフィーベル邸ていへと戻もどる。洗面所で汗に塗まみれた服を脱ぬぎ、洗面所から続く浴室で軽く湯浴みをする。貯水槽そうからパイプで引いた水を石炭燃料で加熱したシャワーの湯加減はちょうど良い具合で、汗と共に疲労もさっぱりと洗い流してくれる。

　湯浴みを終えて爽そう快かいとなった気分もそこそこに、システィーナは予あらかじめ用意していた学院の制服を着込み、そのまま台所へ。両親不在時のフィーベル邸では、ルミアは朝に弱いので朝食の準備はシスティーナが、夜はシスティーナが魔術の勉強で忙いそがしいので夕食の準備はルミアが、と自然に役割分担されている。よって、その分担に従い、システィーナはお手伝い妖よう精せい達と一いつ緒しよに手早く朝食の準備を済ませる。

　朝食の準備を終えたシスティーナは自室に戻り、ルミアを起こしにかかった。

「ほらー、ルミアー？　もう七時過ぎだよー？　そろそろ起きないとー」

「……む、むにゃ……？」

　寝ねぼけ眼まなこのルミアと共に朝食を済ませ、学院へ登校する準備を整える。

　その日、フィーベル邸を出発したのは八時前。大体、いつもどおり。

　今日も今日とて、他愛たわいもない会話に興じながら、二人仲良く学院へ続く歩道を行く。

　以前までなら、学院に到とう着ちやくするまでルミアとシスティーナの二人きりなのだが……

「あ、先生！　おはようございます！」

「……むむ。今日も連続遅ち刻こくしない記録が更こう新しんされるわね」

　向こうに見えてきた十字路に、見慣れた人物が待ち構えていた。

　グレンである。

「……おはようさん、お二方」

　二人が近づくと、グレンはいかにも「俺、スゲェ眠ねむいです」と言わんばかりの仏ぶつ頂ちよう面づらで挨あい拶さつを投げてくる。

「あはは、もう、先生ったら……私のことなんか気にしないで、朝はもっとゆっくりしててもいいんですよ？」

「……別に。俺、朝の散歩が好きなだけだし。たまたま、お前らと通学に使う道が一緒な上に、偶ぐう然ぜん、お前らの通学時間帯と被かぶるだけだし」

　グレンは並んで歩くルミアとシスティーナの二人の数歩後ろについて、二人と共に歩き始めた。

　ルミアが『天の智ち慧え研究会』に本格的に狙われていると判明して以来、グレンは極力、ルミアの登下校に護衛としてついてくるようになった。

　だが、グレンは講師で、ルミアは生徒である。学院内では事情を知らない講師、生徒達から、ルミアに対してやたら必要以上に干かん渉しようしているように見えるグレンへ、ストーカーだの、生徒に色目を使うクズ講師だの、様々な心ない中傷が飛び交かうようになった。元々、グレンは好すく人には好かれるが、嫌う人にはとことん嫌われるタイプの人間だ。グレンを疎うとましく思う者達にとっては、絶好の攻撃ポイントだった。

　それにルミアは飛びきりの器量好よしであり、美人だがやや性格が尖とがっているシスティーナとは異なり、物もの腰ごし柔やわらかく、誰だれに対しても分け隔へだてなく優しく接する少女だ。そのためルミアは学院内の男子生徒達からの人気も非常に高い。そんなルミアがグレンの過干渉に満まん更ざらでない様子も、グレンに対するやっかみに、さらに拍はく車しやをかける。

　グレンが担当する二組のクラスの生徒達こそ、グレンに助けられ、グレンのことをよく知っているため、そういうことはないが、グレンは図はからずとも学院内の男子生徒の多くを敵に回してしまっているのである。

　だが、そんな誹ひ謗ぼう中傷や悪意など、なんのその。

　グレンは何一つ弁解も反論もせず、こうして淡たん々たんと、己おのが為なすべきことだと判断したことを行い続ける。その図太さ、ある種、信しん仰こうに殉じゆんずる聖者にも似たその一いち途ずさには、ルミアも、傍そばから見ているシスティーナも素す直なおに敬意を払はらわざるを得ない。

　自分のせいでグレンに非難が集まってしまうのを心苦しく思うが、その行こう為いを止めてくださいとは、ルミアにはとても言えない。それはグレンの信念を蔑ないがしろにする行為だ。

「じゃあ、今日もよろしくお願いしますね。いつもありがとうございます、先生」

　だから、ルミアはいつもどおり、きちんと感謝を表明するだけだ。

「あっはっは。なーんのことだか、俺にはサッパリ」

　おどけて応じるグレンもいつもどおり。

　そしてやはり、いつもどおり三人で学院へ向かっていく──

「あ、そういえば、先生。今日、編入生が来るんですよね？」

「ああ、そうだ。仲良くしてやってくれよ？」

「でも珍めずらしいですよね？　こんな時期にやってくるなんて……」

　他愛のない会話を交えながら登校する、見慣れた光景。

　だが。

　その日は、そんな光景に異物が紛まぎれ込んでいた。

「……あれ？」

　ふと、システィーナが気付く。

　学院正門へと続く上り坂の麓ふもとに、学院の制服に身を包んだ小こ柄がらな少女が背を向けて佇たたずんでいた。その少女についてまず特筆すべき点は、遠目にもわかるその鮮あざやかな淡うす青あお色の髪かみだ。帝てい国こくでは非常に珍しい色合いの髪で、学院にこんな髪の生徒がいた記き憶おくはない。

（ひょっとして、あの子が編入生……？　制服着てるし……）

　システィーナがその少女に対し、そんな推測を立てた……その時だった。

　こちらの気配を感じたらしく、その青い髪の少女がくるりとこちらを振り向くや否いなや。

　少女は、何事かを呟つぶやきながら石いし畳だたみに手をつき、引き上げた。

（……え？）

　システィーナの意識が凍こおりつく。

　引き上げられた少女の手には、いきなり十字架型の大剣クロス・クレイモアが出現していた。

　大剣を手に取った少女の視線は間違いなく、こちらをしっかりと捉とらえていて──

　次の瞬しゆん間かん、剣を振りかざし、地を蹴けり、少女が駆かけ出す。

　こちらに向かって一直線、空間をすっ飛ばすような物もの凄すごい速度で駆け寄ってくる──

　この突とつ然ぜんの事態に、システィーナの頭は真っ白になった。

（ま、まさか、あの子は──）

　白昼堂々、襲おそい掛かかってくる連中の心当たりは、システィーナには一つしかない。

　謎なぞの魔術結社──天の智慧研究会。

　あの少女は天の智慧研究会が放った刺し客かくなのか──？

（いけない……ルミアを……ルミアを守らないと──）

　システィーナは覚かく悟ごしたのだ。そのために、グレンに戦い方を教わろうとしたのだ。

（私が……ルミアを……ッ！）

　だが、身体からだが動かない。時間が止まってしまったかのように動けない。

　突然やってきた敵の存在に。その少女が振りかざす大剣の凶悪な輝かがやきに。

　システィーナは一歩たりとも動くことができずに──

「システィ！」

　動けないシスティーナを庇かばうようにルミアが一歩前に出た──その瞬間。

　向かって来る青い髪の少女が、だんっと一ひと際きわ強く地面を蹴って、空高く跳ちよう躍やくした。

「……え!?」

　そのまま少女はルミアとシスティーナの頭上を大きく飛び越こえて、後方へ。

　そして。

「どぉおわぁああああああああああああ──ッ!?」

　素すっ頓とん狂きようなその悲鳴で、ようやく我に返ったシスティーナが背後を振り返ると。

　そこには、躊躇ためらいなく振り下ろされた少女の大剣を、辛かろうじて頭上で白しら刃は取りすることに成功したグレンの姿があった。

「な、な、何しやがんだテメェええええええ──ッ!?　殺す気か!?」

　グレンは顔色を真っ青にし、涙なみだ目めでガクブル震ふるえながら、自分に剣を振り下ろしてきた少女に吠ほえかかっている。

　刺客が襲い掛かってきたにしては、どうにも様子がおかしい。

「……会いたかった。グレン」

　ぼそりと。

　剣を振り下ろした少女は、眠たげに細められた目で、無感情にそんなことを告げる。

「やかましい！　質問に答えやがれ、リィエル！　こりゃ一体、何のつもりだ!?」

　吠えながら、グレンは大剣から手を離はなし、その場から素早く飛び下がる。

「挨拶」

「挨拶だとぉ!?　てめぇ、挨拶という言葉を辞書で百万回くらい調べてきやがれ!?」

　すると、少女がほんの少しだけ、不思議そうに表情を揺ゆらす。

「……違ちがうの？」

「違うに決まってる！」

「でも、アルベルトがそうって言った。久々に会う戦友に対する挨拶はこうだって」

「んなわけあるかッ!?　てか、アイツの仕し業わざかッ!?　くっそぉアルベルトのやつ、そんなに俺が嫌きらいか!?　覚えてやがれ！　ちっくしょーッ！」

「……痛い。やめて」

　グレンは喚わめきながら少女の頭にヘッドロックをめりめりと極きめている。

　なんだかとても、刺客とか戦いとか、そういう雰ふん囲い気きではなさそうだった。

「あの……先生？　その子は……？」

　ルミアが曖あい昧まいな笑えみを浮うかべながら、グレンに問いかける。

「あれ？　そう言えば、その子、この間の魔ま術じゆつ競技祭の時の……」

　ルミアはふと、今グレンに捕つかまっている少女に見覚えがあることに気付いた。

「あぁ、そうだ、覚えていてくれたか。ところで、お前ら。俺が昔、帝国軍の宮きゆう廷てい魔導士団に所属していた時期があったってのは話したっけな？」

「いえ、私は……でも、なんとなくそうなんだろうな……とは思ってましたけど……」

　システィーナはどう反応したらよいのかわからず、ぼそぼそと応じる。

「そうか。まぁ、いい。それで、リィエル……こいつはその俺の魔導士時代の同どう僚りようだ。ルミアは直接会ったし、白猫も顔くらいは知っているよな？　まぁ、お前が会ったのは、ルミアが変身していたやつだが」

　システィーナは落ち着いて、じっくりと青い髪の少女……リィエルを見る。

　言われてみれば、確かに見覚えがある。

「な……なんだぁ……刺客じゃなかったのね……よ、よかった……」

　気が抜ぬけたのか、システィーナはがっくりとその場に膝ひざをついて、安あん堵どの息を吐はいた。

「で、だ。……もう薄うす々うす感づいていると思うが、こいつが噂うわさの編入生だ。表向きはな」

「……表向き、ですか？」

　ルミアが首をかしげる。

「ああ。なんでも帝国政府がルミアを正式に警護することを決定したらしくてな。で、一応、帝てい国こく宮廷魔導士団に所属する魔導士のこいつが派は遣けんされたらしい」

「そ、そうだったんですか……それにしてもこの子が魔導士……凄すごいなぁ……」

　システィーナは目を丸くしてリィエルを見つめていた。帝国宮廷魔導士団といえば帝国最高クラスの魔導士達が集まる精せい鋭えい集団だ。見た目は自分達と同い年くらいなのに、リィエルはすでにそんな集団の一員なのである。

　そう思うと、この素っ気ない小柄な少女が、とても頼たのもしく見えてくる。

「リィエル……だよね？　久しぶり……になるのかな？」

　早さつ速そく、ルミアが挨あい拶さつしようと、リィエルに向き合った。

「ん」

「改めて自己紹しよう介かいしますね？　私がルミア、ルミア＝ティンジェルです。で、この子が私の友達のシスティ……システィーナ。帝国宮廷魔導士団の方が来てくれるなんてとても心強いです。これからよろしくお願いしますね？」

「……ん。任せて」

　すると、リィエルはほんの少しだけ胸を張って、やっぱり無表情にこう言った。

「大だい丈じよう夫ぶ。グレンは私が守るから」

「え？」

「……は？」

　あまりにも意味不明なことを、さも当然のように言うリィエルを前に、ルミアもシスティーナも目を点にして硬こう直ちよくせざるを得ず……

「俺じゃねぇええええええええ──ッ!?　俺を守ってどうすんだ、このアホ!?」

　ぐりぐりぐりっと、グレンはリィエルのこめかみを両手の拳こぶしで挟はさんで抉えぐった。

「痛い。やめて」

「あのなぁ──ッ!?　リィエル、お前、任務を理解してるか!?　お前が守るのはこいつだ、こいつ！　この金きん髪ぱつの可愛かわいい可愛いルミアちゃんな!?　オーケイ!?」
















「……？　なんで？」

「なんで？　じゃねえよッ!?　お前、作戦説明、受けなかったのか!?」

「……よくわからないけど。わたしはルミアより、グレンを守りたい」

「黙だまれ、やっかましい！　そんなわけわからん要望通るか、アホ!?」

　グレンが頭をがりがり搔かき毟むしりながら嘆なげき叫さけぶ。

「つーか、本当に、なんでよりにもよってリィエルなんだよ!?　はいはい、どこをどう考えても人選ミスですッ！　本当にありがとうございましたッ！　特務分室の連中、マジで何考えてやがんだ、狂くるってんのか!?」

　ぽかんとした表情のルミアとシスティーナの目の前で、眠ねむたげな無表情のリィエルに対し、グレンが一方的にぎゃんぎゃん騒さわぎ立てる光景が延々と展開されていく。

（……大丈夫……なのかなぁ……？）

　流石さすがのルミアもその光景を前に、一いち抹まつの不安を覚えざるをえなかった。




「と、言うわけで……だ」

　所変わって。

　アルザーノ帝国魔術学院、二年次生二組の教室にて。

「本日から、新しくお前らの学友となるリィエル＝レイフォードだ。まぁ、仲良くしてやってくれ」

　グレンがリィエルを連れて教室に姿を現すと、おお、と生徒達の声が上がった。クラスの生徒達──特に男子生徒──は教きよう壇だんの横に立った新しい仲間の姿に色めき立つ。

「おぉ……」

「……か、可か憐れんだ」

「うわぁ、綺き麗れいな髪……」

「なんだかお人形さんみたいな子ね……」

　お人形。確かにそれはリィエルの容姿を的確に表しているかもしれない。

　リィエルは肉体年ねん齢れい的にはこのクラスの生徒達とほぼ同い年なのだが、どうにも年齢以上に童顔で、しかも小柄なので年齢より幼く見える。髪の色は非常に珍めずらしい淡青色、その瑠る璃り色の瞳ひとみは常に眠たげに細められており、感情の色をまったく見せない。だが、その相そう貌ぼうは実に端たん麗れいであり、無む駄だな身じろぎ一つない、まるで彫ちよう像ぞうのように静せい謐ひつなその佇まいは確かに人形という評価が妥だ当とうだ。

　ただ、当の本人は自分の卓たく越えつした容姿になど、まったく興味がないのだろう。伸のび放題の髪には櫛くしすら通されておらず、うなじのあたりで一部を適当な紐ひもで括くくって背中に垂らしているだけ。誰だれもが羨うらやむような、その蒼あおく美しい髪の扱あつかいは酷ひどく雑だった。

　だが、それを差し引いても──

「め、滅め茶ちや苦く茶ちや可愛い子だよなぁ、リィエルちゃんって……」

「つーか、このクラスの女子、全体的にレベル高過ぎだろ……」

「決めた。俺、無派は閥ばつだったけどリィエルちゃん派になるぜ……カイ、お前もどうだ？」

「あぁ、そうだなロッド……俺もリィエルちゃん派になるわ……」

「ふん……俺はウェンディ様以外眼中にないぜ！　依い然ぜん、変わりなくッ！」

「そこ！　男子うるさい！」

　案の定と言えば案の定だが、新しい編入生──しかも容姿が人並み外れて優すぐれている少女──を前に、教室内は男子生徒を中心に、ざわざわと騒がしくなりつつあった。

（やれやれ。このままじゃ収拾がつかなくなりそうだな……）

　グレンは内心ため息を吐ついた。

　まぁ、騒ぐ連中の気持ちはわからなくもない。口を開かず黙って佇たたずんでいる限り、リィエルは文句なしの美少女だからだ……あくまで口を開かず黙って佇んでいる限り。年とし頃ごろの男子なら浮かれずにはいられないだろう。

「あー、まぁ、とにかくだ」

　グレンはざわめくクラスの生徒達の注意を強ごう引いんに集めた。

「お前らも新しい仲間のことは気になるだろうし、まずはリィエルに自己紹介でもしてもらおうか。つーわけで、リィエル」

　すると、クラス中が静まり返り、注目がリィエルに一いつ斉せいに集まった。

　そして、リィエルの言葉に傾けい聴ちようしようとする。

　……のだが。

「………………………………………………………………………………………………」

　…………沈ちん黙もく。

　クラス中の視線が集まっているというのに、リィエルは眠たげな無表情を一片たりとも揺らすことなく、じっと押し黙っている。

　次し第だいに気まずい沈黙がクラスを支配していく。

「……って、おい」

　その気まずさに耐たえられなくなったグレンがリィエルの頭を横から指で小こ突づく。

「聞こえなかったのか？　それともわざとか？」

「……？」

　ほんの少しだけ、不思議そうにリィエルがちらりとグレンを流し見た。

「あの……頼むから自己紹介してくれませんかね？　間が持たないんですけど？」

「……なんで？　わたしのことを紹介してどうするの？」

「いいからやれ！　頼むから！　お決まりっつーか、定番っつーか、そういうもんなんだよ！　こういう場合！」

「……そう。わかった」

　微かすかに頷うなずき、リィエルが一歩前に出る。

　そして。

「……リィエル＝レイフォード」

　ぽつりと呟つぶやいて、ほんの少しだけ頭を下げた。

「………………………………………………………………………………………………」

　…………沈黙。

「……おい、続きは？」

「……もう終わった」

　さらに数秒間の沈黙。

　そして。

「名前しか紹介してねえだろぉがッ!?　てか、名前の紹介は最初に俺がやったっつーの!?　ふざけてんのか!?　どんな思春期真っ最中で『斜しやに構えまくったクールなオレかっけー』的なガキでも、もうちょっとマシな自己紹介するわ──ッ!?」

　がくがくがくっ！　と、グレンはリィエルの頭を両手で鷲わし摑づかんで前後にシェイクする。

　クラスの生徒達は呆あつ気けに取られてその意味不明漫まん才ざいを見守っている。

「でも、グレン。何を言えばいいかわからない」

「なんでもいいんだよ、趣しゆ味みでも特技でも！　とにかく皆みながお前のことを知れるように、お前自身のことを適当に話せるだけ話しときゃいいんだよ！」

「……そう。わかった」

　微かに頷き、リィエルは改めて一歩前に出る。

「……リィエル＝レイフォード。帝国軍が一いち翼よく、帝国宮廷魔導士団、特務分室所属。軍階は従騎き士し長。コードネームは『戦車』、今回の任務は…………」

「だあぁあああああああああ──ッ！　あぁああああああああああああ──ッ！」

　突とつ如じよ、グレンが奇き声せいを上げてリィエルを横よこ抱だきにかっさらい、猛もう速度で教室の外へ飛び出していった。

「えーと、リィエルちゃん。今、なんて……？」

「うーん、よく聞こえなかったけど……帝国軍がどう、とか……？」

　グレンの変な叫び声のせいで、生徒達は小声のリィエルが何を言っていたか、さっぱり聞き取れなかったようだ。

　そんな生徒達を他所よそに、教室の外からは「このアホ！」だの、「お前何考えてやがんだ!?」だの、グレンの怒ど声せいが聞こえてくる。

　そして、たっぷり数分後。

　教室の外で何やら言い合いっこしていた二人がようやく戻もどってきて……

「……将来、帝国軍への入隊を目指し、魔ま術じゆつを学ぶためにこの学院にやってきた、ということになった。出身地は……ええと、イテリア地方……？　年齢は多分、十五。趣味は……確か……読書。特技は……ええと、なんて言えばいいんだっけ？　グレン」

「俺に聞くな」

　ぴきぴき、とグレンがこめかみを震ふるわせながら呻うめいていた。

　この半はん端ぱないやっつけ取り繕つくろい感に、クラスの生徒達は啞あ然ぜんとしている。

　そんな中、グレンは困こん惑わく渦うず巻まくクラスの空気を強ごう引いんに無視し、話を進めようとする。

「とまぁ、リィエル＝レイフォードさんでした！　あはは、いやぁ、実にどこにでもいるごくごく普ふ通つうの生徒だよなぁ！　お前ら、この平へい凡ぼんでごくごく普通極きわまりない、むしろ普通過ぎてつまんないリィエルとこれから仲良くしろよ？　では、早さつ速そく今日の授業を……」

「一つだけ、よろしいでしょうか？」

　生徒達の一人が手を挙げる。ツインテールのお嬢じよう様さま、ウェンディだ。

「私わたくし、リィエルさんについて一つ疑問が御ご座ざいますわ。質問よろしくって？」

「あー、ここに来るまでの長旅でリィエルは疲つかれているはずだ。疲れているよな？　疲れているに決まっている。うん。だから、そういうことはまた今度にしてやって……」

　露ろ骨こつに嫌いやそうな顔して、グレンが流そうとするが……

「……ん。なんでも聞いて」

「お前はね！　ちょっとは空気読んでくれませんかねぇ!?　それとも何か!?　俺に恨うらみでもあんの!?」

　即そく座ざに肯こう定ていしたリィエルに、グレンは頭を搔き毟って天てん井じようを仰あおいだ。

「差し障さわりなければ教えていただきたいのですけど。貴女あなた、イテリア地方から来たって仰おつしやりましたが、貴女のご家族の方はどうされているんですの？」

「！」

「……家族？」

　その問いに、グレンが微かに目を見開き、リィエルがほんの少し眉まゆを動かす。

「……兄が……いた……けど」

「そう、お兄様がいらっしゃるの。ふふっ、なんていう御お方かたですか？　今、どこにいらっしゃるんですの？　何をされている方なのでしょうか？」

　ウェンディの質問は別段不自然なものではない。

　家族に関する質問は、自己紹しよう介かいをすれば普通に出てくる定番の質問だ。

　だが、なぜかリィエルは、その問いに虚きよを突つかれたように硬こう直ちよくし……

「兄の……名前は……」

　少し眉まゆ根ねを寄せ、こめかみに手を当ててリィエルが答えようとして……

　微かに震える唇くちびるを動かし、迷ったように言葉を紡つむごうとして……

「名前、は…………名前…………な、まえ…………」

　それでもなぜか、リィエルが名前を言い淀よどんでいた。

　眉み間けんにしわを寄せて俯うつむくリィエルのその相貌は、どこか苦しげで……

「すまん。家族に関する質問だけは避さけてやってくれ」

　珍しく深刻な表情をしたグレンが、割って入った。

「実は、こいつには今、身寄りはいない。……それで察してやってくれないか？」

「えっ!?　そんな……でも、確かに『いる』じゃなく『いた』と……も、申し訳御座いませんわ、リィエルさん。私わたくしったら何も知らなくて……決してそんなつもりでは……」

　たちまち恐きよう縮しゆくしたように目を伏ふせ、ウェンディがリィエルに謝罪する。

「……大だい丈じよう夫ぶ。問題ない」

　ぽつりと呟くように応じるリィエル。どこか納なつ得とくいかないような、戸と惑まどっているような表情が、珍めずらしくその能面に見え隠かくれしていた。

「じゃ、じゃあさ！」

　そんな、どこかぎこちなくなったクラスの空気を吹ふき飛ばさんと、勇者が手を挙げる。クラスの兄貴分役、カッシュだ。

「リィエルちゃんとグレン先生って、どういう関係なんですか？　なんかその、知り合いっぽいし、すげえ親しそうだし、ここは一つ、是ぜ非ひとも教えて欲しいなぁー？」

　カッシュの質問は、今、このクラス全員の胸中（特に男子）を代弁したものだった。

「あ、そうそう、それそれ。それは私わたくしも気になっていましたわ！」

「やっぱそうだよなぁ？　ここはキッチリ聞かせていただかねーとなぁ？」

「さっきから、どう見てもただの知り合いとかじゃなさそうだし……」

　そんなカッシュの振ふりにクラスも努めて乗ったのだろう。

　再び、クラスが喧けん騒そうに包まれ始める。

「……わたしと、グレンの関係？」

「……う。……そ、それはだな……」

　なんて言ったらいいものか。

　仕方ない、何のひねりもない定番だが『遠い親しん戚せき』で押し通すか？

　グレンが一いつ瞬しゆんだけ迷いに言葉を詰つまらせて……

「グレンはわたしのすべて。わたしはグレンのために生きると決めた」

　その一瞬で、グレンはバッサリと致ち命めい傷しようを負わされた。

「ちょ──ッ!?　リィエル、おま──」

　ぎょっとしたグレンが否定する暇ひまもなく──

「きゃああああああ──ッ！　大だい胆たん～ッ！　情熱的～ッ！」

「ぐわぁあああッ！　出会って一目で恋こいに落ちて、もう失しつ恋れんだぁああああ──ッ!?」

　上がる女子生徒の黄色い声と、男子生徒の悲鳴で教室は大混乱に陥おちいった。

「禁断の関係！　先生と生徒の禁断の関係よ～ッ！　きゃーっ！　きゃーっ！」

「……先生と生徒がデキているのは、倫りん理り的な問題としていかがなものかと」

「へぇ、やるなぁー、先生！」

「な、何を仰ってるの、カッシュさんッ!?　これは問題！　問題ですわ──ッ！」

「ちくしょう、先生よぉ……アンタのことはなんだかんだで尊敬してたが……キレちまったよ……久々になぁ……表出ろやぁああああ──ッ!?（号泣）」

「夜道、背中に気をつけろやぁああああ──ッ!?（号泣）」

　禁断の恋れん愛あいに盛り上がる女子生徒達。禁断の恋愛を問題視する優等生陣じん。リィエルとお近づきになりたかった大半の男子の怨えん嗟さの渦うず。生徒達は、それぞれが想像力の翼つばさが羽ばたくままにグレンとリィエルの爛ただれた関係を邪じや推すいし、言いたい放題の大おお騒さわぎだ。

　そして──

「やかましいぞ、グレン＝レーダスッ！　貴様、何、バカ騒ぎさせておるかッ!?　私の授業の妨ぼう害がいのつもりか!?　おのれぇ、貴様、どこまで私をぉおおおおお──ッ!?」

　隣となりのクラス、一組の担当講師ハーレイまでが血相を変えて駆かけ込んできて──

　……もう、とても収拾はつきそうになかった。

「だぁああああああッ!?　もう！　どうしてこうなるんだぁあああああ──ッ!?」

　グレンの魂たましいの叫さけびが学院内に響ひびき渡わたる。

　そして、その阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずの中、ただ一人。

「……？」

　リィエルだけが不思議そうに、その様子をぼんやり眺ながめていた。








第二章　混こん沌とんとしていく日常









「ああ、くそ……ったく、なーんで俺がこんな目に……」

　決けつ闘とうを申し込もうと息巻くハーなんとか先せん輩ぱいをなんとか口八丁で丸め込み、リィエルとの関係についての誤解を舌先三寸なんとか解いた（と思い込みたい）グレン。

　一連の騒そう動どうで思わぬ時間を浪ろう費ひし、本日の授業予定が大おお幅はばに狂くるってしまった。

　仕方なく、グレンは予定を変へん更こうし、魔術の実じつ践せん授業を急きゆう遽きよ行うことにした。

　外に出て、皆と一いつ緒しよに身体からだを動かすことでリィエルが早くクラスの皆に受け入れてもらえるようにと、グレンなりに配はい慮りよした結果でもある。クラスに上手うまく馴な染じめれば、ルミアの護衛もやりやすくなるだろう。

　というわけで、グレンのクラスの生徒達は学院の魔術競技場にやってきていた。

　幸い、今の時間帯はどこのクラスも使用していない。

　ここなら思う存分、魔術が撃うてるというものである。

「《雷らい精せいの紫し電でんよ》──ッ！」

　広々と広がる競技場に、システィーナの凜りんと通る呪じゆ文もんが響いた。

　勢いよく身体を開いて前方に伸のばされた左手の指先から、一条の紫電が[image: 迸]ほとばしる。

　システィーナの放った雷らい閃せんは約二百メトラの距きよ離りを飛ひ翔しようし、その先に据すえられた人型のブロンズ製ゴーレムへと真まっ直すぐに迫せまった。

　そのゴーレムには、頭、胸、両足、両りよう腕うでの六ヶ所に円形の的が設置されている。

　そして、システィーナの雷閃は正確無比にゴーレムの頭の的を射い貫ぬき──その的に小さなコインのような穴を綺き麗れいに空けた。

「やったわ！」

　思わず小さくガッツポーズをするシスティーナ。

　おおお、とシスティーナの実技を見守っていた生徒達から感かん嘆たんの声が上がる。

「スゲェ……さすがシスティーナ……」

「やっぱ、名門のお嬢様は違ちがうわ……」

　賞賛の視線と言葉を背中で受け流しながら、システィーナはルミアのもとへと戻った。

「凄すごい、システィ！　六発撃って、全部の的に当たったね！」

　システィーナを迎むかえたルミアは、まるで自分のことのように、嬉うれしそうに言った。

　ちなみにルミアの成績は六分の三。取った的は、右手と胸の的、そして狙ねらいが外れて偶ぐう然ぜん当たった左足の的の三つである。

「ほう、やるな、白しろ猫ねこ。この距離で六発全ぜん弾だん命中は普ふ通つうにすげぇぞ」

　グレンが感心したように手元のボードに結果を書き込んでいく。

　システィーナはグレンの褒ほめ言葉に一瞬、嬉しそうに表情を輝かがやかせ、その後すぐに不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向いた。その頰ほおには心なしか赤みが差していた。

「くぅううう……こ、これで勝ったと思わないことですわ！　システィーナ！」

　ウェンディが悔くやしそうにハンカチを嚙かみながらシスティーナを睨にらみつける。

　ちなみにウェンディの成績は六分の五。調子良く次々と的に当てていったのだが、最後一発、撃つ瞬間にくしゃみをしてしまったのだ。

「納得いきませんッ！　あんなの納得いきませんわ！　先生、やり直しを要求します！　私わたくしが本来の実力を出し切ればシスティーナに負けるはずがありませんわッ！」

「はいはい、わかったわかった……順番が詰まってるから後でな、ドジっ娘こ」

「きぃいいいい──っ！」

　ヒステリーを起こしたウェンディを適当に宥なだめながら、次々と実技を進めていく。

「ほら、次。カッシュの番だぜ？」

「お、おす！」

　最も早はや、生徒達の意識に、グレンとリィエルの浮ういた話のことなどないようである。

　自由に魔ま術じゆつの腕うでを競きそえる場においては、そんなものは二の次、皆みな、夢中で魔術狙そ撃げきの腕前を振るっていた。

「えーと……六分のゼロ……どれも惜おしいんだけどなぁ……おい、カッシュ、お前、ちょっと集中足りねーんじゃねーのかぁ……？」

「あ、あれぇ……？　おかしいなぁ……？」

　実技を終えて、結果の振るわなかったカッシュがすごすごと引き下がっていく。

「まぁ、あんだけ寄せられるだけセンスは悪くないから、これからの練習次し第だいだな」

　一応、フォローを入れながら、グレンは手元のボードに結果を書き込んでいく。

「う……精しよう進じんします……」

　この間の魔術競技祭で、決闘戦では大活かつ躍やくした剛ごう毅きで大おお柄がらな少年が、柄がらにもなくしょげている様子が微笑ほほえましくて、くすくすとクラス中から笑いが零こぼれる。

「やっぱり、雑な性格の君には、こういう繊せん細さいな魔術実技は荷が重かったかな？」

「う、うるせー、ほっとけ！　喧けん嘩か売ってんのかテメェ!?」

　眼鏡めがねを押し上げるギイブルの冷れい笑しように、カッシュが不ふ貞て腐くされたように怒ど鳴なりかかる。

「か、カッシュ、落ち着いて!?　ギイブルもそんな言い方は……」

　その間に挟はさまれた女顔の小こ柄がらな少年セシルがおろおろとしていた。

　一いつ匹ぴき狼おおかみなギイブルと、社交性の高いカッシュ。まるで対照的な二人のこんな喧嘩のようなやりとりは、クラスでは日常茶さ飯はん事じだ。

　が、カッシュ自身にはそんなギイブルを心底疎うとましがっているような雰ふん囲い気きはない。仲が良いんだか、悪いんだか、いまいちよくわからない二人なのであった。

「……ったく、そういうお前はどうなんだ、ギイブル？　ん？　そういうからには自信あるんだろうな？」

「ふん。まぁ、黙だまって見ていればいいさ」

「おーい、次、ギイブル。お前だ、行け」

　ちょうどグレンに呼ばれて、ギイブルが狙そ撃げきの定位置へ悠ゆう然ぜんと歩いていった。

　…………。

　……そして。

「くそ、ギイブルのやつ、六分の六かよ……相変わらず憎にくたらしいほど良い腕前だぜ」

「システィーナに次ぐ成績第二位は伊達だてじゃないね……」

　悔しげにカッシュがぼやき、セシルが感心したように応じる。

　この程度は当然だろう？

　そんな感情が透すけて見える表情を浮かべながら、ギイブルが競技を終えていた。

「ふむ……」

　そして、グレンはギイブルの結果を手元のボードに記録しながら、今までの生徒達の成績をざっと再確かく認にんする。

　システィーナやギイブルは流石さすがだと言っていい。

　一発外したがウェンディも優ゆう秀しゆうだ。今回の結果のように、ウェンディはどこか要所で抜ぬけていて、どん臭くさいが、普ふ段だんどおりにやれば前者二人に並んだはずである。

　グレンのクラスは、この三人が総合成績的にも特に突とつ出しゆつしている傾けい向こうがある。

　後は、ほぼどんぐりの背比べと言っていい。その他の生徒は大体、六分の三が平均的な領域といったところだ。ルミアもこの領域に入っている。彼女は白魔術──特に法医呪文ヒーラー・スペル系を得意としているが、それ以外は無難なレベル、といったところである。

　意外だったのはセシルで、六分の五。基本的に座学は優秀だが、魔術の実践は苦手とする生徒だったのだが、この間の魔術競技祭の一件以来、魔術狙撃に関してだけはめきめきと実力をつけている。読書に発揮する高い集中力が利きいているのだろう。

　問題は、セシルと同じく実践を苦手とするリンで、六分の一。撃つ瞬間に目を瞑つぶってしまっていては当たるものも当たらないだろう。カッシュは荒あら削けずりだが、非ひ凡ぼんなセンスを感じさせるので、さほど心配はしていないが、リンには少し個別指導が必要かもしれない。

「さて……と」

　記録を終えて、これから生徒達にどういう指導をしようか、ざっと考えをまとめたところで、グレンは次の順番の生徒に目を向けた。

　それにつられて、クラス中の生徒達がその生徒に視線を向けた。

　いよいよ、この実技の目玉生徒の登場である。

　遠くでは、的の交こう換かん役の生徒がゴーレムに取り付けられた的の交換を終えたらしく、手を振ふり上げて合図をしていた。

　その合図を見て取ったグレンが、最後の生徒に言葉をかける。

「よし、リィエル。お前の番だ。やれ」

「……ん」

「いいか？　同じ的を狙ったらダメだぞ？　一つの的につき、狙っていいのは一回だけ、とりあえず今回はそういうルールだ。わかってるな？」

「ん、わかった。攻性呪文アサルト・スペルであの的を壊こわせばいい。そうでしょ？」

「おう、そうだ」

「任せて」

　グレンの促うながしを受けて、リィエルが定位置に立った。

「さて……お手並み拝見としますかね」

「リィエルちゃんはどのくらい当たるかな……？」

「いや、案外、物もの凄すごい使い手かもよ？　あの子、常にクールで集中力高そうだし……」

「そう言えば、帝てい国こく軍への入隊を目指しているとか言ってたな……」

　リィエルの立ち振る舞まいを、クラス中が見守っている。

　当然と言えば、当然だ。やって来た新しい仲間が、いかなる実力を持っているのか……気にならないはずがない。

　クラス中の注目を一心に集めながら、リィエルは遥はるか二百メトラ先に設置されたゴーレムを、やはり眠ねむたげに見み据すえて──

「《雷精よ・紫電の衝しよう撃げき以もつて・撃ち倒たおせ》」

　ぼそぼそと呪文を唱え、棒立ちのまま、どうにも杓しやく子し定じよう規ぎな動きで前方を指差し──

　紫電が二百メトラの空間を走る。

　だが、その紫電は的どころか、ゴーレムそのものを大きく右に外して飛んでいった。

「「「「……………………」」」」

　微び妙みような沈ちん黙もくが、クラス中を包みこんでいった。

（いや……確かにリィエルがまともに黒魔術系の攻性呪文アサルト・スペルを使ったところ、軍時代にも見たことなかったが……まさか、ここまで下手くそだとは……）

　この予想外の結果に、グレンも額に脂あぶら汗あせを浮かべて呆ぼう然ぜんとするしかない。

　もう、この一射を見ただけでわかる。リィエルの魔術狙撃の技量は、このクラスの中ではぶっちぎりでワースト一位だ。

「《雷らい精せいよ・紫し電でんの衝撃以て・撃うち倒せ》」

　クラスに漂ただようそんな微妙な空気にもめげず、リィエルは淡たん々たんと呪文を唱える。

　今度はゴーレムの左側を大きく外れて、雷閃が飛んでいく。

　掠かする気配どころか、的に寄る気配すらない。

　途と端たんに、クラス中の視線が値ね踏ぶみするような視線から、小さな子供を見守るような優やさしい視線になった。

「リィエルちゃん、リラックス、リラックス！」

「ちょっと固くなり過ぎですわ。もっとこう、しなやかに腕を伸ばして……」

「頑がん張ばれー、まだ、四回残ってるぞー」

「ははっ、良かったね、カッシュ。君とタメを張れるのが出るかもよ？」

「……お前、そんなに俺が嫌きらいか？　ギイブル……」

　リィエルのチャレンジは続く。

　だが、結果はどうにも振るわない。

　空に飛んでいったり、地面に刺ささったり……クラスの生徒達のアドバイスを受けても、リィエルの【ショック・ボルト】の呪じゆ文もんはゴーレムに掠る気配すら見せない。

　そして、とうとう残すは六回目──最後の一射になってしまった。

「……おい、リィエル。お前、そんなんでよく今まで生き残れたな……？」

　呆あきれたようにグレンが呟つぶやいた、その時である。

「ん？」

　グレンはふと、気付く。

　ほんの僅わずかだが、リィエルは、どこか納得いかなさそうに首をかしげているようだ。

「どうした？　リィエル」

「ん、ちょっと……」

　くるっと、リィエルがグレンに振り返り、ぼそぼそと呟いた。

「ねぇ、グレン。これって【ショック・ボルト】じゃないと駄だ目めなの？」

「駄目とは言わねーが……この距きよ離りじゃ、他の攻性呪文アサルト・スペルだとマトモに届かねーぞ？」

　よくわからない質問をしてくるリィエルを訝いぶかしむように見ながら、グレンが答えた。

「【ショック・ボルト】じゃないと駄目だというより、この長ちよう距きよ離りを効果的に狙ねらえる学生用の呪文は【ショック・ボルト】くらいしかないっつーのが理由だ」

「つまり、呪文自体はなんでもいい？」

「まぁ、一応、そうだが……」

「わかった。なら、わたしの得意な呪文でやる」

「……は？　おい、言っておくが、軍用魔術は禁止だからな？」

「大だい丈じよう夫ぶ。問題ない」

　リィエルが二百メトラ先のゴーレムに対し、再び向き直る。

「頑張れー、まだ最後一発があるぞー」

「最後まで諦あきらめるなよー」

　クラス中の生温かい声せい援えんを受けながら、リィエルは呪文を唱えた。

「《万ばん象しように希こいねがう・我が腕かいな手でに・十字の剣つるぎを》」

　ばちん、と。リィエルが身を屈かがめて触ふれた地面に紫電が走る。

　次の瞬しゆん間かん──

「「「「な、なんだぁああああああ──ッ!?」」」」

　リィエルの両手に長大な十字架型の大剣クロス・クレイモアが出現し──その足元には十字架型の窪くぼみが出来上がっていた。
















　錬れん金きん術じゆつによる高速錬成で、競技場の地面の土から鋼はがねの大剣を瞬時に作り出したのである。

「お、おい……リィエル、お前、一体、何を……？」

　頰ほおを引きつらせたグレンの言葉も虚むなしく──

　リィエルは大剣を頭上に大きく振りかぶって──

「いいいいいやぁあああああ──ッ！」

　乾けん坤こん一いつ擲てきの気合と共に、たんっ、と地面を蹴けって──

　リィエルは身の丈たけを越こえる大剣を、全身のバネを存分に振るって──投擲する。

　びゅごお、と空気を引き裂さいて投じられた大剣は、嵐あらしのように縦回転しながら二百メトラもの距離を一瞬で消し飛ばし──

　ドガンッ！　と凄すさまじい破は砕さい音を立てて、大剣がゴーレムの胴どうを貫つらぬき──

　次の瞬間、ゴーレムはバラバラに砕くだけ散って四散した。

　無論、ゴーレムに設置されていた六つの的は、全すべて跡あと形かたもなく粉々である。

「「「「……………………」」」」

　クラス中の生徒達が目を剝むき、口をあんぐり開けて硬こう直ちよくする中……

「……ん。六分の六」

　リィエルは眠たげな表情を崩くずさぬも、どこか得意げに、ぼそりと呟いていた。

「……あ、あのなぁ、リィエル……攻性呪文アサルト・スペルを使えっつったろ……」

「ん、攻性呪文アサルト・スペル。……だって、あれ、錬金術で錬成した剣だし」

「間ま違ちがってる……その解かい釈しやくは絶対、間違ってる……」

　最も早はや、グレンは呆れ果てたように天を仰あおぐしかなかった。

　案の定、クラス中の生徒達がリィエルを見て怯おびえている。

　せっかく、クラスと交流できるように取り計らったのに色々と台無しである。

　そんなこんなで。

　リィエルと、グレンが担当する二組のクラスの生徒達との顔見せは終わったのだった。




　なんとも派手なデビューをしてしまったリィエル。

　結局、二組の生徒達のリィエルに対する初印象は、完全に『変なやつ』『怖こわいやつ』『危ないやつ』ということで落ち着いてしまった。これは新顔の編入生としては致ち命めい的なまでの失敗である。

　そもそも、リィエルは極きよく端たんに感情表現が薄うすく、心の機き微びが読み取りにくい。常に眠たげに細められているその目は、怒おこっているようにも不ふ機き嫌げんそうにも見え、どうにも話しかけ辛づらい。当然のように、リィエルが自分から誰だれかに話しかけるようなことも皆かい無むだ。

　おまけに、あのような身の毛もよだつ破は壊かいを目まの当たりにした後では、生徒達も正直、怖くて声をかけ辛い。

　……と、言うわけで。

「………………………………」

　昼休み時間。

　自分の席についたまま、リィエルは当然のように一人ぽつんと浮ういていた。

　何をするでもなく、身じろぎすることもなく、ただ、ぼ～っとしているだけである。

「おい……お前、リィエルちゃんに何か話しかけろよ……」

「で、でもよぉ……あの子、なんか怖くね？」

「そもそも……なんかおかしいだろ、あの力……本当に人間なのか……？」

　別にクラスの生徒達とて、あえてリィエルを無視しているわけではない。

　ただ、リィエルが纏まとうその人形のような雰ふん囲い気きと垣かい間ま見せた圧あつ倒とう的な能力に、とにかく話しかけ辛いのである。皆みな、最初の一言のきっかけがまったく摑つかめないようであった。

「……あの、馬ば鹿か」

　クラスで浮きまくっているリィエルの姿に、グレンは深くため息をついた。

　確かに仕方のないことではある。リィエルの生おい立ちは少々特とく殊しゆだ。生まれてこの方、ずっと普ふ通つうじゃない環かん境きようで生きてきたのだ。リィエルの対人スキルが、子供以下なのは自明の理だ。あんな派手なことをやらかしては浮いてしまう……その程度のことすら理解できないのである。

　とはいえ……こんなに賑にぎやかなクラスの中、誰とも関かかわりなく、一人ぼっちなリィエルの姿は実に哀あい愁しゆうを誘さそう。普通に可哀かわい想そうだ。

　恐おそらくリィエル自身はこの状じよう況きように何も感じてはいないのだろうが……放ほうっておくのはどうにも後味が良くない。

「……仕方ねーか」

　ここは曲がりなりにも戦友だった自分がフォローしてやるべきところだろう。

　どうせ学院内における自分の評判などすでに地に落ちている。今さら、また妙みような噂うわさ話ばなしが一つ二つ増えようがどうということはない。

　グレンが、リィエルを昼食にでも誘って連れ出そうかと、リィエルのもとへ歩き始めた……その時だった。

「お？」

　グレンより先に、リィエルのそばに立った少女がいた。

「ご機き嫌げんよう、リィエル」

　ルミアだった。その後ろにはシスティーナが控ひかえている。

「……？」

　ルミアの気配を感じたリィエルが、ルミアをちらりと流し見る。

　身じろぎ一つなく、眼球だけを動かして見上げてくるその視線は、まるで睨にらまれているようで、人によっては怖く感じる者もいるだろう。

　だが、ルミアはそんなリィエルの視線を軽く受け流し、朗らかに微笑ほほえみながら言った。

「今、ちょうど昼休みになったんだけど……リィエルはお昼ごはん、どうするの？」

「……お昼ごはん？」

　問われて、リィエルはふと視線をルミアから外し、少しだけ沈ちん黙もく。

　再び眼球だけを動かしてルミアを流し見て、言った。

「必要ない。わたしは三日間、食べなくても平気」

「えっ？　だ、駄目だよ、それじゃ……身体からだに良くないよ？」

　そんなリィエルの物言いに、ルミアは苦笑いしながら応じた。

「ちゃんと食べなきゃ。ほら、リィエルのお仕事にも差し障さわっちゃうよ？」

「……一理ある」

　すると、リィエルは目だけでルミアの姿を追うのを不意に止め、ほんの微かすかに首を動かして、前よりはまともにルミアの姿を見た。

「でも、何を食べたらいいかわからない。今回の任務、食料が支給されなかったから。今までの支給分はここに来るときに全部食べたし」

　……あいつ重じゆう症しようだな、と遠目に様子を窺うかがっていたグレンは呆れていた。

　支給される食料というのは、この場合、間違いなく軍用の携けい帯たい野戦糧りよう食しよく──豆や麦、芋いもなどの穀物を練り固め焼いたブロック状の食べ物──のことだ。

　だが、日常に溶とけ込んで護衛しなければならないのに、軍用の野戦糧食をかじらせる馬鹿組織がどこにあるというんだか。ていうか、食事なしにどうするつもりだったのか。

　そういえば魔ま導どう士し時代、リィエルの食事風景といえば、あのクソ不味まずい野戦糧食をかじっている光景が印象的だが……まさか、それ以外の食事を取ったことなかったのか？

「あ、そういうことだったら……私達、今から学食に行くんだけど、リィエルも一いつ緒しよに行かない？」

「……学食？　……何それ？」

「うーん、ご飯を食べるところ……かな。ね、どう？」

「…………」

　押し黙だまってしまう、リィエル。

　よく注意して見ると、心なしかまばたきの回数が増えている。どうやら戸と惑まどっているらしい。自分と同い年くらいの女の子と一緒に食事をしたことなどなかったのだろう。

「あのさ、リィエル。別に無理に……とは言わないわよ？」

　その沈黙の間に耐たえられず、ついシスティーナが横から口を挟はさんだ。

「ただ、貴女あなたとは結構、長い付き合いになるかもしれないし、親しん睦ぼくを深めておくくらいいいんじゃない？　それに食事は大勢で取ったほうが楽しいし」

「……楽しい？　……わたしにはよくわからない、けど……」

　システィーナの言の一部を反はん芻すうし、リィエルはちらりとグレンを流し見た。

　グレンは行け、と顎あごをしゃくって見せる。

　それを見たリィエルはこくりと頷うなずき、席を立った。

「ん。わかった。行く」

「ふふ、よかった。じゃあ、早さつ速そく行こう？」

　そして、ルミアとシスティーナはリィエルを連れて歩き始める。

　ざわざわ、と。

　教室に残っていた生徒達が、そんなルミア達を遠目に観察しながら、ざわめく。

「ゆ、勇気あるなぁ、ルミア……」

「大丈夫なのか……？　あの子を誘って……」

　そんなクラスメイト達の囁ささやきなど意にも介かいさず、ルミアとシスティーナはリィエルを伴ともなって、教室の外に続く扉とびらへと向かっていく。

　そして、ルミア達はグレンの前を通り過ぎた。

「……リィエルをよろしくな」

　グレンはルミアとのすれ違いざまに、ぼそりと呟つぶやいた。

「はい」

　ルミアはにっこりと笑って、それに応じた。

「……やれやれ、だ」

　三人が学食に向かったのを見送ったグレンは、頭を搔かきながら、ため息をついた。

　まったくもって先が思いやられる。護衛ならば真っ先に適当な理由を作って、ルミアに接せつ触しよくを試みなければならないのに、護衛対象に接触されるのを待つなど三流も良いところだ。改めてこの人選は狂きよう気きの沙さ汰たとしか思えない。

　だが……

「……よくよく考えてみれば、いい機会なのかもな」

　苦々しくもそんなことを思う。

　リィエルは、正直まともな生い立ちではない。今もあの若さで帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団の魔導士だ。無論、リィエルを宮廷魔導士団に囲わざるを得なかった複雑な事情があるのだが……これがリィエルの人格的な成長を妨さまたげていることは否定できない。今のところ、リィエルに致命的な破は綻たんはないが、人間的にどこか壊こわれているのは覆くつがえしようのない事実だ。

　だけど。

　今回の任務を通して多くの人達と触ふれ合えれば、それはリィエルにとって、何かしら得るものがあるのではないだろうか。人間的に、精神的に成長するきっかけになってくれはしないだろうか。

　あのルミアやシスティーナと一緒に過ごせば、ひょっとして……そんな期待がある。

　なるほど確かにそう考えれば、今回の任務はリィエルにこそ必要で一番適任なのかもしれない。まぁ、実際にリィエルを寄よ越こす判断を下したやつは、狂くるっていることに変わりないが。なんかもう、百発くらい腹パンしてやりたい。

「そういえば、もうすぐ『遠えん征せい学修』か……」

　リィエルにとっては、自分と同じくらいの人間とどこかへ遊びに行くなど、初めての経験だろう。今度の旅がリィエルにとって何らかの実りあるものになってくれれば……グレンはそんな淡あわい期待を抱いだかずにいられなかった。

「さて、俺も食事に行きますかね」

　三人を見送ったグレンは、教室を出ると学生食堂に向かって歩き出す。

　購こう買ばい部で軽食を買って済ますという手もあるが、今日はなんとなく学食の気分だった。

（……別にあいつらが心配なわけじゃねーぞ？）

　心の中で、誰だれへとも知れぬ弁明じみたことを、ぼんやり思いつつ。

　グレンは足早に、かつ、こそこそと食堂へ向かうのであった。




「ここが、アルザーノ帝国魔術学院の食堂だよ？」

　ルミアとシスティーナに案内されて、リィエルは学院の食堂へとやってきていた。

「どう？　大きいでしょ？　びっくりした？」

　にこにこと微笑みながら紹しよう介かいするルミアを尻しり目めに、リィエルは目を瞬しばたたかせていた。

　広大な食堂内には、白いクロスがかけられた長大なテーブルがいつものようにいくつも並んでいる。燭しよく台だいで飾かざられたそれは、なんとなく高級感を感じさせた。

　そして、大勢の生徒達が奥の厨ちゆう房ぼうカウンターで注文した料理を持ってきては、思い思いの席につき、談だん笑しようしながら食事を取っている。

　今日も今日とて魔術学院の学生食堂は、昼食時独特の活気で賑わっていた。

「人がたくさんいる……それに、なんか、いい匂におい……」

「ここの食堂の食事はね、安くて美味おいしくて、学院の生徒達からは結構人気あるのよ」

　システィーナもその銀ぎん髪ぱつをかき上げながら、解説を入れる。

「上流階級層出身……例えば資産家や貴族の子女の中には、ここの食堂を利用しないで、学院外の高級料りよう亭ていで昼食を取る人がいるわ。逆に下流階級層出身の苦学生の中にも自分でお弁当を用意して、あまりここを使わない人がいるわね。でも、学院の生徒の大半はここで食事を取ることになるわ」

　ちなみにシスティーナも魔術師の名家出身ということで上流階級層であり、学院外で高級な食事を取る金銭的余よ裕ゆうは充じゆう分ぶんにある。だが、幼い頃ころから母親の手料理に慣れ親しんできた彼女は、庶しよ民みん的で素そ朴ぼくな味を好むという、名家出身のわりには珍めずらしいタイプの人間なので、ここの食堂をよく利用しているのである。

　それはさておき、システィーナの説明は、ほとんどリィエルの耳に入っていなかった。

　リィエルの知る食事風景といえば、殺さつ伐ばつとした戦場で、ただ単にエネルギー補給のために作業的に取るものである。いわば、肉体のメンテナンス作業の一つだ。

　こんな風に、美味しそうな匂いが立ちこめる中で、皆みなで和わ気き藹あい々あいと食事を取る光景など初めてだったのである。

　リィエルが自分の知らない情景に圧あつ倒とうされ、忘ぼう我がしていると。

「ほら、行こう？　リィエル。お昼ご飯、注文しよう？」

　ルミアがリィエルの手を引いて、人を搔き分けながら奥のカウンターへと歩き出す。

　カウンターの向こう側の厨房では、たくさんの調理師達がまるで戦争のようにせわしなく料理を行っているのが見えた。

「うん、今日も美味しそうなのがいっぱいだなぁ……どれにしようかな？」

　ルミアがカウンターの傍そばに据すえられた、立てかけボードに記き載さいされている本日のメニューリストに目を通しながら、嬉うれしそうに言う。

「私はいつも通りね」

　システィーナはボードに目を通すことなく、素っ気なく言った。

「またスコーン二つ？　システィは最近、そればっかりだね……しっかり食べないと身体に良くないよ？」

「う、うるさいわねぇ……私はそれでいいの！」

「別にシスティは全然太ってないのに……むしろ瘦やせてるくらいで……」

「ち、ち、違うわよ！　太るとか、太らないとかじゃなくて！　わ、私はただ、午後の授業が眠ねむくなるのが嫌いやだから……ッ！」

　苦笑するルミアに、システィーナが言い訳がましく捲まくし立てる。

「ところで、リィエルは何を食べる？」

　今度はリィエルに話を振ふる。

　だが、返事が返ってこない。

「……………………」

　見ればリィエルは、近くのテーブルで食事を取っている、とある女子生徒の様子をじっと見つめている。

　より正確には、その女子生徒が現在進行形で食べている物を凝ぎよう視ししている。

　その女子生徒の手には、苺いちごのタルトがある。隣となりの友達と談笑しながら、いかにも幸せそうにそのタルトを食べている。

「……………………」

　恐おそらく、その苺タルトの綺き麗れいで華はなやかな見た目が、リィエルの目を引いたのだろう。

　苺タルトを遠目に見つめるリィエルの顔はいつもどおり眠たげだったけど、その時だけは興きよう味み津しん々しんとばかりに、心なしか目が輝かがやいているようにも見えた。

「リィエル……あれ、食べてみる？」

　気を利きかせて、ルミアがリィエルに問う。

　すると、リィエルはくるりと眼球だけを動かしてルミアを流し見る。

「あれ……わたしも食べられるの？」

「うん、注文すれば食べられるよ？　注文してみる？」

　ルミアの言葉に、リィエルはしばらく考え込むように押し黙だまって……

　やがて、こくりと頷くのであった。




　……しばらくして。

「どう？　美味しい？」

「……………………」

　食堂のテーブルの一角に、苺のタルトを一心不乱に齧かじっているリィエルの姿があった。

　ルミアの質問にも応じず、両手で大事そうにタルトを持ち、ただひたすら黙もく々もくとタルトに向き合っている。派手にがっつくというよりはむしろカリカリと、まるで小動物が木の実を齧っているような……そんな姿である。

「どうやら気に入ってくれたみたいね……」

　そんなリィエルの様子に、システィーナは肩かたをすくめながら、小さく切り分けたスコーンをフォークで上品に口へと運んだ。

　そしてリィエルの様子を、再びちらりと見る。

　実はリィエルのこのタルト、すでに六個目なのだ。

　最初の一口こそ恐る恐るしたものだったが、いったん口にするとリィエルは何かに取り憑つかれたかのようにタルトを食べ始め、一つ目をあっという間に完食。以降、次々とおかわりを要求し、現在に至る。

「……う、うらやましい」

　システィーナは自分の皿に乗っているスコーンとリィエルのタルトを見比べて、ぼそりとそんなことを呟いてしまう。

「あれ？　どうしたの？　システィ」

「うぅ……食べたら食べた分だけ、太るどころか効果的に『育つ』ルミアには絶対にわからない悩なやみでしょうね……」

　ルミアの胸部とルミアの前の食事を、システィーナは恨うらみがましく見比べた。

　ルミアの本日のメニューは、小さめのパンが一つと、ローストビーフにチーズサラダ、玉蜀黍とうもろこしのスープである。

　生まれつき代謝が良いのだろう。ルミアはとにかくしっかり食べるくせに、まったく太らない体質である。しかも、それどころか羨うらやましい部分だけはしっかりと育っていく。

　自分があれだけの量を食べたら、多分、ダメだ。

　恐らく本当に肉がついて欲しい部位にはつかずに、胴どう回まわりとか腕うで回りとか、ついて欲しくない余計な部位へ重点的に肉がついてしまうことになるだろう。

　神様は実に不公平である。

「はぁ……」

　ため息交じりにリィエルを見る。

　自分も一度、リィエルのように甘い物を太ることを気にすることなく、思いっきりたくさん食べてみたい。ルミアのようにお腹なかいっぱい食べてみたい。

　健けん啖たん家かの二人を前にしたこの光景は、システィーナにはちょっと精神的に辛つらかった。

「それにしても……」

　システィーナは頰ほお杖づえをつきながら、改めてリィエルを見つめる。

　リィエルは相変わらず、夢中でタルトを齧っている。

（……無む邪じや気きな子ね）

　そんなことを、ふと思った。

　正直な話、自分はこのリィエルが怖こわかった。

　いきなりグレンに剣けんで斬きりかかったこともあるし、それに先ほどのあの事件だ。多少、小手先の魔術が扱あつかえるだけではどうしようもできない、天災のような能力。あれを目にして、ルミアはどうして平然と接することができるのか、不思議で仕方なかった。

　でも、こんな風にタルトを食べている無邪気な姿を目まの当たりにすると……密ひそかに恐きよう怖ふを感じて警けい戒かいしていた自分が馬ば鹿からしくなってくる。

「……欲ほしいの？」

　と、その時、システィーナの視線に気付いたリィエルが顔を上げた。

「……あ、別にそういうのじゃ……」

「欲しいなら分けてあげる」

　そう言って、リィエルは自分の食べていたタルトを割ろうとして……

「……………………」

　不意にその手の動きを止め、硬こう直ちよくした。タルトをじっと見つめるその眠たげな瞳ひとみはどこか難しげに揺ゆれ、心なしか眉まゆが八の字に寄っている。

　そんなわかりやすい反応に、システィーナは苦笑いしながら言った。

「あー、ほら、無理しなくていいから。全部食べたいんでしょ？」

「……いいの？」

「いいわよ。本当に欲しくなったら、私も自分で買うから」

　それを聞いて安心したように、リィエルは再びタルトを齧り始める。

（きっと悪い子じゃないのよね……とてつもなく変な子、というだけで）

　やや……というか、かなり無愛想の類たぐいに入るだろうけど、リィエルは人を不快にさせるような言動はまったくしない。むしろ見ていてどこか微笑ほほえましくもある。

「もう、リィエルったら……ほっぺにクリームがついちゃってるじゃない……ちゃんとしなさいって……」

　ため息をつきながら、システィーナはハンカチを取り出し、リィエルの頰ほおへと手を伸のばした。ルミアは楽しそうにそんな二人の様子を見守っている。

「ほら、じっとしてて……うん、綺麗になったわ」

「ん……ありがと」

　もし、私に妹がいたらこんな感じになるのかな？

　システィーナがそんなことを思い始めた、その時だ。

「今日の食堂は、席があまり空いていませんわね……どうしましょうか？」

「あ……ウェンディ……あそこ、空いているよ？」

「あら、本当ですわ」

　聞き覚えのある声が近づいてくる。

　システィーナが振り向けば……

「あら？　システィーナ？」

「ウェンディ。……リンも」

　そこには料理の載のったトレーを手に抱かかえたウェンディとリンがいた。

「珍めずらしいわね、ウェンディ。貴女あなたがここの食堂を利用するなんて」

　意外なものを見たように、システィーナが軽く目を瞬しばたたかせる。

「貴女なんて昼食は学院外の高級料りよう亭ていを利用する生徒の筆頭じゃない？　それにリンと一いつ緒しよだなんて……どういう風の吹ふき回し？」

「ふふん。たまには庶しよ民みんの食事情を視察するのも貴族たる者の務めですわ」

「わ、私はその……たまたま、食堂の入り口でウェンディと会ったから……」

　無む駄だに得意げにウェンディが胸を張り、おどおどとリンが説明する。

　すると、ルミアが名案だと言わんばかりに、ぱっと笑って手を打ち合わせる。

「そうだ、ねぇ、二人とも。よかったら私達と一緒に食べない？　ほら、リィエルと親しん睦ぼくを深める意味も込こめて」

「えっ？」

「皆みなで一緒に食べれば、きっと楽しいし、美味おいしいよ？」

「そ、それは……」

「……その……」

　だが、そんなルミアの提案に、ウェンディもリンも途と端たんに言葉を濁にごらせ、複雑な表情で、ちらりとルミアの隣のリィエルを見た。

　恐らく、この時、ウェンディとリンの脳のう裏りに浮うかんだのは、先ほどの魔ま術じゆつ実じつ践せん授業で見せつけられたリィエルの超ちよう人じん的な能力と、それがもたらした破は壊かいだろう。

　事実、リィエルを前に、ウェンディはいつもの貴族然としたすまし顔を崩くずし、冷ひや汗あせを浮かべており、気弱なリンなどはウェンディの背後に微び妙みように隠かくれてしまっている。

　結局、『はい』とも『いいえ』とも言えず、二人は押し黙ってしまう……

「……ダメ、かな？」

　ルミアがほんの少しだけ悲しげに笑った、その時である。

「やぁ、カワイコちゃん方！　そういうことなら俺もご一緒させてもらうぜ！」

　気まずい空気を吹き飛ばす、場ば違ちがいなまでに明るい声が背後から上がった。

「なにせ、学院内でも評判の、うちのクラスの美少女陣じんが見事にそろい踏ぶみだ！　この流れ、もう乗るっきゃねえだろ！」

「あはは、カッシュったら。それはそうと、僕もいいかな？　リィエルと色々話してみたいんだ」

　やってきたのは、大おお柄がらなカッシュと小こ柄がらで女顔のセシル、二人の男子生徒である。

「あら、珍しいじゃない。セシルはともかく、カッシュが食堂使うなんて」

　思わぬクラスメイト達の登場に、システィーナがきょとんとする。

「昨日、代筆屋のバイト代が入ってな！　今日はちょっと豪ごう華かにいこうと思ってさ」

　カッシュもセシルも料理の載ったプレートを抱え、呆あつ気けに取られるウェンディとリンを尻しり目めに、カッシュはルミアの隣となり──リィエルの正面に腰こしかけ、セシルはカッシュの隣に腰を落ち着けた。

「よっ、リィエルちゃん！」

　威い勢せいの良いカッシュの声にびっくりしたのか、流石さすがのリィエルもタルトから意識をそらして目を瞬かせ、カッシュを見た。

「さっきの授業のアレ、バリバリーって剣を作って、どひゅーんと剣を飛ばして……アレ、凄すごかったな！　一体、どうやったんだ？」

「すごい？　わたしが？」

「ああ。俺、あんな魔術見たことねーぜ」
















「剣を飛ばしたのは身体能力強化の魔術を乗せた単純な体術だと思うけど……剣を作ったのは錬れん金きん術じゆつだよね？　あんなに速く錬れん成せいできるなんて凄いなぁ。どこで習ったの？」

　カッシュとセシルが次々とリィエルに話しかける。

「な、な、今度、俺にもコツ教えてくれよ！　あんなに素早く錬成できるなら、何かと役に立ちそうだし！」

「僕はどういう錬成式を使っているのか、そっちの方が興味深いかな」

「……………………」

　しばらく、リィエルは何かを考え込むように無言を決め込み……

「……ん。暇ひまなときに教えてあげる」

「おお！　よっしゃ、サンキューッ！」

　そして、カッシュが呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすウェンディとリンに振ふり返る。

「な、ウェンディ、リン、お前らもどうだ？　きっと魔術師としての位階昇しよう格かくの力になると思うぜ？」

　そんな風に盛り上がるカッシュ達を前に、ウェンディとリンは顔を見合わせる。

　二人は、毒気を抜ぬかれたように頷うなずき合い、そして……

「確かにあの高速錬成は見事なお手前でしたわ、リィエル。……けれど、貴女、あの【ショック・ボルト】は一体、なんなんですの？」

「あ、あはは……それに関しては私も全然、ダメダメだったけど……」

　ウェンディとリンの二人も、リィエルの周辺に腰かけていた。

「わたし、黒魔術はあまり習ってないから」

「まったく……【ショック・ボルト】なんて、黒魔術系攻性呪文アサルト・スペルの中では基き礎その基礎ですわ。もっとしっかり練習しなければ、次の位階に進めませんわよ？」

「うぅ……耳が痛いよ……」

「もし、よろしかったら教えて差し上げてもよくってよ？　リィエル」

「…………」

　ウェンディの申し出に、リィエルがちらりとルミアの顔を窺うかがった。

　ルミアは、にこりと笑って言う。

「いいじゃない、リィエル。教えてもらったらいいと思うよ」

「……わかった。教えて」

　決して自分から他人へ積極的に話しかけることはないが、リィエルは比ひ較かく的、受け答えはしっかりしている。無愛想に見えて、不思議と周囲との会話は成り立つようだった。

「ありがとう、カッシュ君」

　リィエルを中心に一同の会話が盛り上がる中、ルミアは隣に腰かけるカッシュに、そっとお礼を言った。

「まぁ、いくら変なやつとはいえ、新しい仲間が爪つま弾はじきにされるところを見過ごすのも後味悪いしな……いいってことさ」

　カッシュが訳知り顔に笑う。

「お礼は今度、俺とデートしてくれれば……」

「あっ、それはダメ。ごめんね、カッシュ君」

　天使のようににこやかな顔で告げられた、あまりにも残ざん酷こくなルミアの言葉に、カッシュはがつんとテーブルに頭をぶつけることとなった。

「あはは、フラれたね、カッシュ。……残念」

「う、うるせぇ～、ほっとけ……」

　曖あい昧まいに笑うセシルのなぐさめに、ふて腐くされたようにカッシュが応じる。

「それにしても、リィエルのこと、ちゃんと受け入れてくれる人が他にもいてよかった」

「ま、まぁ……かくいう俺も最初のアレにはちょっと、ビビっちまったけどな……」

　気まずそうにカッシュが言う。

「でも、この食堂での、お前達のやり取りを遠目に見ててさ……確かに変なやつではあるけど、悪いやつとは思えなかったしな……だって、見ろよあれ」

　ひょんなことから始まったウェンディとシスティーナの口論を、黙もく々もくとタルトを齧かじりながら聞き流すリィエルに目を向ける。

「……可愛かわいいね」

「ああ、可愛いな」

　くすりと笑うルミアに、カッシュが同意する。

「あんな子を怖こわがるなんて、どうかしてたよ……それにお前とシスティーナが受け入れている以上、悪いやつじゃないことは間ま違ちがいない。今はクラスの連中、ビビッちゃってるけど、そのうち皆、わかってくれるさ」

「カッシュ君……」

「もうすぐ、お待ちかねの『遠えん征せい学修』も始まるだろ？　新しい仲間も増えて……なんだか楽しくなりそうだよな？」

「うん、そうだね。楽しくなるといいね」

　そんな言葉を交かわしながら、二人は笑い合うのであった。




「なんつーか……俺の出る幕はなかったな」

　同じく食堂内、ルミア達を遠くの物もの陰かげから見守っていたグレンが安あん堵どの息を吐はく。

　周囲を行き交う生徒達が、いかにもこそこそ怪あやしいグレンの姿に痛い視線をぶつけているが、本人はまるで気にしない。

「なんつーか……俺の生徒達はなかなか良い連中じゃねえか……うぅ……先生はお前らみたいな生徒を持てて幸せだ……ッ！」

　くっ、とグレンは感極きわまったように目元を押さえた。

「さーてと、ちょっと安心したところで、グレン先生はクールに去るぜ……」

　と、そこまで言って、ようやく重大なことを思い出した。

「って、俺、まだ昼飯食ってねーじゃん!?　見守ることに夢中になりすぎてて、すっかり忘れてた！　や、やべぇ!?　昼休み終しゆう了りようまで時間は後、どれくら──」

　と、その時、グレンの腹の虫が盛せい大だいに鳴る音と共に。

　昼休み終了を告げる予よ鈴れいが、学院内に冷れい酷こくに響ひびき渡わたる。

「な、何ぃいいいいいいいいいいい──ッ!?」

　グレンの切ない悲鳴が予鈴にアンサンブルするのであった……。




　…………。

　──夢を──見る。

　それは、幼き日々の一ひと欠片かけら。私がまだ天の智ち慧え研究会に囲われていた、あの頃ころ。

「ぐすっ……ひっく……うぅ……」

「どうしたんだい？　□□□□。何があったんだい？」

　膝ひざを抱かかえて泣きじゃくる私を、兄が宥なだめている。

「わ……私……、殺し……ちゃった……リタを……、組織の……命令で……ッ！」

「なんだって!?」

「くそっ！　なんてことだっ！」

　兄の隣にいた、兄の親友の□□□□がいきり立って、壁かべを叩たたいた。

「どうせ、組織が□□□□に課しているあのロクでもない鍛たん錬れんだろう!?　錬金術による高速武器錬成と、組織秘伝の暗殺剣けん……くそっ！　仲間同士で殺し合いまでさせるのか……ッ!?　組織にとって俺達はどこまでも使い捨てか……ッ！　ちくしょうッ！」

「落ち着くんだ、□□□□」

「□□□ッ!?　だが……ッ！」

「身寄りのない孤こ児じの僕らは、組織の庇ひ護ごなしに生きられない……それも事実だ」

　兄が悲しげな表情で親友の□□□□へ首を振り、そして私を真まっ直すぐ見つめる。

「辛つらかったね、□□□□。でも、リタには申し訳ないけど……君の唯ゆい一いつ肉親の僕としては、君が生き残ってくれて良かったとも思っている……だから……」

「に、兄さん……私、怖いの……」

　あの頃の私は、胸の内に渦うず巻まく不安のたけを兄に打ち明けることでしか、自分を保てなかった。

「心が……少しずつ、死んでいくの……一日ごとに、まるで自分が人形のような別の何かに変わっていくようで……最近、その感覚すらも……薄うすれていって……」

「大だい丈じよう夫ぶ……大丈夫だから……」

　だが、兄はそんな私をいつも励はげまし、支えてくれた。

「僕達はいつか、必ずこの組織から抜け出す。僕がそうしてみせる。そして、自由に生きるんだ。それまで……その日まで……頼たのむ、□□□□。頑がん張ばってくれ……どうか……」

「兄さん……□□□兄さん……」

　そう、あの頃、私が生き残れたのは……ひとえに兄のおかげだ。

　兄がいてくれたから……私は生きていられた。

「なぁ、□□□□。もし、君は……この組織から抜け出したら、何をしたい？」

　だが、白い。あまりにも遠い記き憶おくのせいか、背景は白く、台詞せりふの所々も白い空白だ。

　なんだか、兄の顔にも白い霧きりのようなものがかかっており、よく見えない。

　それはもう、おぼろげであいまいで、よく思い出せない、在りし日の残ざん滓し──

　──白い記憶。

　…………。




「あのなぁ、リィエル。着任初日に居い眠ねむりした俺が言うのもなんだがな……少しは生徒らしく振ふる舞まえっつーの……」

「…………？」

　夢の中の過去を彷徨さまよっていた意識が、現在に帰き還かんする。

　わたしは目を覚まし、のそのそと顔を上げた。

　どうやらわたしは机に突つっ伏ぷして寝ねていたらしい。目を擦こすりながら周囲を見回す。

　そこは、いつもどおり、アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院の教室だ。

　いつの間にか授業は終わって、休み時間に入ったらしい。教室には弛し緩かんした空気が蔓まん延えんし、雑談に花を咲さかせる生徒達、教室を出入りする生徒達で賑にぎわっている。

　傍かたわらには呆あきれたように息をつくグレンが立っていて、わたしを見下ろしている。

　わたしは、そんなグレンの顔をじっと見つめた。

「……なんだよ？　俺の顔に何かついているか？」

　……懐なつかしい夢を見たせいだろうか。

　やっぱりグレンは、どこか霧の向こうの兄に似ているような気がした。




「……やれやれ」

　眠ねむたげにおめめを擦るリィエルの姿を前に、グレンは深いため息をついた。

　リィエルが魔術学院にやって来て、早一週間が過ぎた。

　初日の顔合わせを盛大にやらかしたせいで、クラスの生徒達からどうにも敬遠されてしまう空気を見事に作ってしまったリィエル。これからの学院生活で、リィエルは一体、何をしでかしてくれるのか……当初、グレンは気が気ではなかった。

　何しろ、リィエルの捨て身な猪ちよ突とつ猛もう進しんぶりと、それに追つい随ずいする武勇伝は帝国宮きゆう廷てい魔導士団の中では良くも悪くも有名で、枚挙に暇いとまがない。例えば……

　一．敵が自分より多ければ、気合で全員叩き斬きればいい。

　二．敵が剣で斬れないほど硬かたい守りを持つなら、気合でその守りごと叩き斬ればいい。

　三．敵が自分より速ければ、気合で自分が敵より速く動いて叩き斬ればいい。

　四．敵が罠わなを張っているなら、気合で罠ごと敵を叩き斬ればいい。

　……等々。以上、信しん頼らいと伝統のリィエル戦法、その一例である。

　しかも、性質たちの悪いことに、リィエルにはその意味不明な力押しを実際に成し遂とげてしまうだけの圧あつ倒とう的な能力と才気があり、れっきとした戦果が記録に残っているのだ。

　リィエルに敗れた外げ道どう魔術師達は、なぜ自分が負けたのか、今でも地じ獄ごくで頭を悩なやませ続けていることだろう。敗因＝リィエルを相手にしたから、と言うしかない。

　とにかく、色んな意味で普ふ通つうじゃないリィエルである。おまけに、堅かた気ぎの世界の常識に極きよく端たんに疎うといリィエルである。どんなトラブルを起こしても不思議ではない。

　だが──結果的に、それは概おおむね杞き憂ゆうに終わることになる。

「リィエル。お昼の時間になったよ。今日も私達と一いつ緒しよに、学食行こう？」

「……ルミア？　システィーナ？　……ん。わかった、行く」

「でも、リィエル。貴女あなた、まさか今日も苺いちごのタルトを食べるわけ？　飽あきないの？　私が言うのもなんだけど、栄養偏かたよるわよ？　初日以来、毎日それじゃない」

「大丈夫、システィーナ。問題ない。……苺タルトは……美味おいしいから」

「はぁ……理由になってないわ。何よ、この偏へん食しよく」

「あはは、初めての日に薦すすめて以来、すっかりタルトの虜とりこになっちゃったね？」

「…………」

　今日も今日とて、揃そろって学食に向かう三人の姿をグレンは見送った。

　リィエルが特に問題を起こさなかったのは……もしかしてでもなく、ルミアとシスティーナのおかげだろう。

　その二人が学院の内外でリィエルに付きっきりになることで（護衛としては失格そのものだが）、世間知らずなリィエルをうまくフォローしてくれている。

「ねぇ、リィエル。今日は別のものにチャレンジしてみない？　ほら、苺タルト以外にも美味しいものが、きっとたくさんあるよ？」

「でも……わたしは苺のタルトが食べたい……」

　ルミアとしては、リィエルは自分を（一応）護衛してくれている恩人だし、それ以上にルミアの性格的に、慣れない学院生活に戸と惑まどうリィエルを放ほうっておけなかったのだろう。

「まったく本当にしょうがない子なんだから……いい？　リィエル。こんな若いうちからそんな偏食していちゃ駄だ目めよ？　もっと健康的で、栄養のバランスが取れた食事を心がけないと、身体からだを壊こわしちゃうんだから」

「うーん……それに関してはシスティも人のこと言えないんじゃ……」

「わ、私はいいの！」

　システィーナは別に、リィエルに対しては当初、何の好意も抱いだいてはいないようだったが、ルミアに付き合ってリィエルに接するうちに、なんだかんだで、リィエルのことが手間のかかる妹のように思えてきたらしい。

　いつの間にか、三人でいることが当たり前のようになっている。

「お。お前ら、また一緒かぁ。ははっ、仲いいな！」

「やれやれですわ。ところでシスティーナ、次の授業は薬草菜園での野の良ら作業ですわ。この間のように三人で話しこんで遅おくれないようにしてくださいませ？」

　それに、カッシュやウェンディといった、クラスの中では中心的な生徒達が早々にリィエルを受け入れたのも大きかった。それを受けて、クラスメイト達も一風変わったリィエルを徐じよ々じよに受け入れ始めている。

　元々、グレンという異い端たん児じすら受け入れてしまう、おおらかさがこのクラスにはあったのだろう。たまにグレン絡がらみで突とつ拍ぴよう子しもない言動をしては周囲を驚おどろかせるものの、なんだかんだでリィエルはクラスへと馴な染じみつつあった。

（あ、あのリィエルが……なんかマトモっぽい学院生活を送ってるなんて……）

　それがグレンには驚きで、同時になんとも感かん慨がい深いものがあった。

　だが、無論、万ばん事じ順調というわけでもない。

　リィエルという本来ありえない異分子が日常の世界に紛まぎれ込んだ弊へい害がいは確実にある。




「で……こうなって……ここの元素配列式をマルキオス演算展開して……こう。……で、こうやって算出した火素フラメア、水素アクエス、土素ソイレ、気素エアル、霊素エテリオの根源素オリジン属性値の各戻もどり値を……こっちに……こんな感じで根源素オリジンを再配列していって……物質を再構築……」

　放課後。

　数人の生徒達がリィエルの席に寄り集まり、その生徒達が注目する中、眠たげな目のリィエルが羽根ペンを紙面に走らせていく。紙の上には複雑極きわまりない元素配列変へん換かんの錬れん成せい式と、それを制せい御ぎよする魔術式が、何枚にも渡わたってびっしりと記き載さいされている。

　リィエルの錬れん金きん術じゆつ──高速武器錬成の魔術式だった。

　本日の最後の授業だった錬金術の授業の後、教室に残った生徒達が雑談していると、リィエルが初日に見せたこの術のことが話題に上がり、なし崩くずし的にリィエルに解説してもらうことになったのである。

「……わかった？」

　淡たん々たんと説明を終えたリィエルが羽根ペンを止め、淡々と呟つぶやく。

「おう、まったくわからん」

　途と中ちゆうから理解することを完全放ほう棄きしていたカッシュが、やたら爽さわやかに言った。

「リィエルって、凄すごいね……私も途中から何をやってるのか全然わからなくなっちゃったよ……」

　ルミアも苦笑いでカッシュに同意する。

　その場に集まった、大方の生徒達がカッシュやルミアのような雑感を抱いていた。

「凄すぎる……」

「なんてこと……この術式、誰だれが作ったの……？」

　座学だけは優ゆう秀しゆうなセシルや、学年でもトップクラスの成績優秀者であるシスティーナなど、ある程度は辛かろうじて理解できる数少ない生徒達は驚きよう愕がくに顔を強こわ張ばらせていた。

　この二人にしても、魔術公式と魔術関数の組み合わせで魔術式を作るのが一いつ般ぱん的なこの学院において、その魔術公式と魔術関数そのものを一からルーンで組み立てるグレンのマニアックな授業を受けていなければ、そのある程度すらも理解できなかっただろう。

「恐おそれ入いったよ……ウーツ鋼こうの大たい剣けんをどうやって、あんなに素す早ばやく錬成していたのか不思議でしょうがなかったけど……まさか魔術言語ルーンの仕様に存在するバグすら利用していたなんて……」

　感服しきったような表情のセシル。その額には脂あぶら汗あせが浮うかんでいた。

　ウーツ鋼とは、鋼の元素配列構造内に、一定周期で炭素の層構造を配列することによって、通常の鋼はがねより圧倒的に優すぐれた剛ごう性せい・[image: 靭]じん性せいを持たせた特とく殊しゆ鋼こう材ざいだ。

　帝てい国こく内でもウーツ鋼を工業的に生産できる鍛たん造ぞう技術者の数はとても少なく、年間生産量はごく僅わずかなため、錬金術による魔術的な手法でのウーツ鋼の錬成法が研究されている。

　しかし、錬成物の永続的な固定が難しく、再現は一時的であり、しかもその配列構造の複ふく雑ざつ怪かい奇きさから、錬成に恐ろしく時間がかかる……というのが、今の帝国魔術学会のウーツ鋼錬成に関する研究の常識だ。

　リィエルの術式も錬成物の永続的な固定ができないという欠けつ陥かんを抱かかえてはいるが、なにしろ錬成速度が文字通り桁けた違ちがいである。これは単純に驚きよう異い的なことだ。

　だが、もしこの術式を学会で発表しても、恐らく、そんなことは机上の空論であり不可能だ、と一いつ笑しように付されるだけだろう──実際にリィエルが行使している姿を目まの当たりにでもしない限り。そのくらい馬ば鹿かげた理論の上に成り立つ錬成法だったのである。

「道理で帝国軍にも配備されていない術式だと思ったよ……」

　セシルが感かん嘆たんの息を吐はいた。

「リィエル……貴女、いつもこんなことやってるの？」

　そして、システィーナが険しい表情でリィエルを問い詰つめる。

「これ一歩間違ったら、脳内演算処理がオーバーフローして、廃はい人じん確定よ？」

「……そうなの？」

「そうよ！」

「……知らなかった」

　システィーナの指し摘てきに、なんの感かん慨がいもなくリィエルが呟く。

　その眠たげな無表情に驚愕も恐きよう怖ふも微み塵じんもない。

「まったく……それにしてもなんなのよ、この深層意識野のデタラメな使わせ方は！　術者の安全のことなんかまるで考こう慮りよされてないじゃない!?　術者なんて使い捨てだーっていう、術式作製者のふざけた意図が透すけて見えるわ！」

　憤ふん慨がいしたように、システィーナは背後のウェンディを振ふり返る。

「ねぇ、貴女もそう思うわよね！　ウェンディ!?」

「…………え？」

　話を振られ、それまでリィエルの説明を前に呆ぼう然ぜんとしていたウェンディが我に返る。

「そ、そうですわね！　まったくその通りですわ！　このような術者を慮おもんぱからない式は、貴族的ではありません……私には初めからわかっていましたわ！」

　その時、なぜかウェンディは額に脂汗を浮かべ、言葉の歯切れが悪かった。

「まぁまぁ」

　そして、熱くなりかけているシスティーナを宥なだめるように、ルミアが言った。

「とにかく、そんな難しい術を使いこなしているリィエルは凄いってことだよね？」

「たくさん練習したから」

「よ、よく死ななかったわね……」

　こともなげに言うリィエルに、システィーナは頰ほおを引きつらせた。

　しかし、少々の疑問が残る。

　グレンからリィエルが帝国宮廷魔ま導どう士し団の一員であるとは聞かされていたが、帝国軍では兵士に命の危険に関かかわるような訓練をさせるのだろうか？　何かおかしい。そもそも、セシルはリィエルのこの術式のことを帝国軍にも配備されていない、と言った。

　リィエルは、一体、どこでこの魔術を学んだのだろうか？

「皆みな、真似まねしちゃだめよ？　この術式を使いこなすには、錬金術に対する圧あつ倒とう的な天てん賦ぷのセンスがいるわ。ここまでくるともう、これ、リィエルの固有魔術オリジナルみたいなものよ」

　だが、詮せん索さくするのも無ぶ粋すいだと思ったシスティーナは、務めてその疑問に触ふれないように場をまとめにかかる。

「真似なんてできるわけねーだろ……」

「多分、リィエル以外の誰にもできないよ……」

「ま、まぁ、私わたくしならやってできなくはないでしょうけど……ふ、ふふん、そんな優ゆう雅がさの欠片かけらもない非貴族的な術式……私わたくしに相応ふさわしくありませんわ！」

　と、その時だ。

　がたん！　と誰かが荒あら々あらしく席を立つ音が、教室内に大音おん響きようで響ひびき渡った。

「……ギイブル？」

　音を立てた主は、リィエルから少し離はなれた場所の席に、今まで一同の話の中に加わらず、一人じっと腰こしかけていたギイブルだった。

「お、おい、ギイブル。どうしたんだよ？　突とつ然ぜん……」

「……帰る。君達もそんな風に遊んでいる暇ひまがあったら、帰って魔術の勉強に励はげむべきなんじゃないか？」

　どこか苛いら立だったようにそんなことを言いながら、ギイブルは荒々しく鞄かばんに教科書やらノートやらの荷物を詰め込み始めた。

「はぁ？　お前、んな言い方はねーだろうが……」

　ギイブルの鼻持ちならない物言いに慣れているカッシュは、呆あきれたように頭を搔かく。

「ふん」

　だが、それに応じず、ギイブルが踵きびすを返して歩き去ろうとした、その瞬しゆん間かん。

　くい、と。ギイブルの後ろ袖そでが引っ張られた。

「なっ……き、君は……ッ!?」

　振り返って、その袖を引っ張った主を見て、ギイブルが驚愕に目を見開く。

　袖を引っ張ったのは、いつの間にかギイブルに接近していたリィエルだ。

　音も気配もない、まるで瞬間移動のようなその挙動に、一同が狐きつねにつままれたかのように目を瞬しばたたかせる。

「……これ」

　リィエルが掌てのひらに一本の羽根ペンを載のせて、ギイブルに差し出す。

「落とした」

「～～～～ッ！」

　敵意で顔を真っ赤にしたギイブルは差し出された羽根ペンをひったくるように奪うばい取ると、大おお股またで歩き去り、荒々しく教室を出て行った。

「……？」

　リィエルは手を差し出した格好のまま、彫ちよう像ぞうのように固まっている。

　後に残された生徒達は、ぽかんとするしかない。

「なんなの？　あいつ」

　システィーナが戸と惑まどい半分、苛立ち半分にぼやく。

「そういえば、あの方、リィエルがこのクラスにいらっしゃって以来、やけにカリカリしていたような気がしますわね……」

「ははっ……実はあいつ、リィエルちゃんの錬金術が凄すぎて嫉しつ妬としてんじゃねーか？」

「や、やめときなよ、カッシュ。それ、案外図星かもしれないよ？　ギイブル、錬金術には絶対の自信があったんだもの……システィーナにも負けないって」




　教室外の人ひと気けのない廊ろう下かにて。

　グレンは壁かべに背を預けて腕うで組ぐみして佇たたずんでいた自分に気付かず、足早く立ち去っていくギイブルの背中を見送りながら、軽く息を吐いた。

「そりゃー、そうだ。誰も彼もが、あっさりとリィエルみたいな異物を受け入れてくれるわけはない……」

　確かにルミアとシスティーナのおかげで、リィエルは比ひ較かく的すんなりとクラスに溶とけ込めたとは思うが、ギイブルみたいな生徒は確実に何人かいる。

　何しろ、リィエルの能力は規格外なのだ。帝国宮きゆう廷てい魔導士団でも、屈くつ指しの外げ道どう魔術師撃げき破は数を誇ほこる、特務分室のエース。その力、隠かくしきれるものではない。そんなリィエルに得体の知れない恐怖を本能的に感じている生徒達も多い。

　それを危き惧ぐして明確に魔術戦をやらせたことはまだないが……グレンの担当クラスで万が一にでもリィエルに勝てる者など、いるわけがない。

　しかも、生徒達にとっては、自分を圧倒的に上回るであろう相手が、初等魔術もロクにこなせない劣れつ等とう生なのである。その格付けは最初の授業で、リィエルが大剣でゴーレムを木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいしたときにすでについてしまった。誰もが内心、本気でやり合えばリィエルには敵かなわないと思い知らされてしまっているはずだ。これは魔術師としていたくプライドが傷つけられたであろうし、年若ければ、なおいっそうのこと、そうだろう。

「まぁ……これに関しては時間が解決するのを待つしかねーかな……？」

　ふと、リィエル達が教室の外へと出てくるような気配が伝わってくる。

　話が一通り終わったので、皆で一いつ緒しよに帰るらしい。

　グレンは、がりがりと頭をかきながら、足早くその場を去っていくのであった。




　このような問題はクラスに潜せん在ざい的に存在する不協和音のみに留とどまらない。

　やはり、リィエル自身にもある。

　それはまた、ある時の話だ。

「……………………」

　両手で書類の束を抱えながら、リィエルが魔術学院の廊下を歩いている。

　その後方、約十数メトラ付近、廊下の角の物もの陰かげにて。

（リィエル……お前、やればできる子じゃないか……先生は嬉うれしいぞ……ッ!?）

　書類運びをリィエルに命じておきながら、そのリィエルを密ひそかに尾び行こうして様子を見るという、まったく意味不明なことをやらかしながら、グレンはちょっと目元が熱くなる感覚を覚えていた。

　傍かたわらを行き交かう学院生徒達の訝いぶかしむような視線を集めながら、グレンが廊下の角からリィエルの様子を怪あやしく温かく見守っていると……

「グレン＝レーダス、貴様、聞いたぞッ!?　黒魔術学の授業で私の考案した呪じゆ文もんを生徒達の前で『実戦向けじゃない、非効率だ』と切って捨てたらしいな──ッ!?」

　突然やって来たハーレイが、グレンの背中へ手て袋ぶくろを投げつけ、怒ど声せいを浴びせかけた。

「この私をここまでコケにした無礼な輩やからは貴様が初めてだ！　今日という今日は、もう許さんッ！　貴様に決けつ闘とうを申し込む！」

「あ、いや、その……ハー……なんとか先せん輩ぱい？」

　グレンが焦あせりと緊きん張ちようで青ざめた顔で、ぎりぎりと背後のハーレイに振り返る。

「い、今は……その……駄だ目めっていうか……非常に有機的で複雑な事情により、今、ボクに決闘を仕し掛かけちゃ非常にマズイっていうか……そのぉ……謝りますから……」

「ふん、臆おくしたか!?　いまさら謝っても遅おそいわ！　さっさとその手袋を拾え！　貴様の言う実戦派の魔術とやらを見せてもらうぞッ!?　安心しろ！　命だけは取らないでおいてやるッ！」

「あー、いやぁー、そのぉー、お、俺の命がっていうか……先輩の命が今、ものすごぉ～～く、現在進行形で風前の灯ともしびなわけでして……あの……早く決闘を引っ込めて立ち去っていただかないと……平和な学院が凄せい惨さんな惨劇の舞ぶ台たいになるってゆーか──」

　なんとかその場を収めようと、グレンがハーレイを宥めるが、もう遅い。

「……なに？　グレン。その人……敵？」

「で、出たぁあああああああああああああああああ────ッ!?」

　ちょこん、と隣となりに現れたリィエルの姿に、グレンが頭を抱かかえて恐きよう慌こうに陥おちいる。

「は、ハーなんとか先輩ッ!?　逃にげて!?　早く逃げてぇええええええッ!?」

「なんだ？　小こ娘むすめ。貴様があの噂うわさの編入生か？　聞いたぞ、貴様、態度が悪──」

　ハーレイがリィエルに小言をかまそうと尊大な態度で近づいた、その瞬間。

　びゅごお、と空気を引き裂さいてハーレイを襲おそったのは、凶きよう悪あくな大たい剣けんの一いつ閃せんだった。

　同時に、その剣圧で周囲の窓ガラスが一いつ斉せいに外へ吹ふき飛び、石造りの壁に亀き裂れつが走る。

　グレンが咄とつ嗟さにハーレイへ足あし払ばらいをかけてこかしたから、ハーレイは脳天の頭とう髪はつが刈かり取られるだけで済んだものの、あと少し遅かったら首が飛んでいただろう。

「な、な、なぁ──ッ!?」

　鏡のように光る脳天となったハーレイが尻しり餅もちをつき、片手で長大な剣を剛ごう閃せんしたリィエルを、怯おびえたように見上げる。

　相変わらず眠ねむたげな無表情のリィエルの周囲では、大剣の一ひと振ふりが生み出した剣圧の余波で廊下の壁が次々に倒とう壊かいしていく──

「きゃああああああ──ッ!?　お若いのに、もうすでに生え際ぎわがピンチなハーレイ先生の貴重な頭髪がぁあああ──ッ!?」

「な、なんだ!?　壁が!?　壁がぁ!?　今、一体、何が起きたんだぁ──ッ!?」

　その騒そう音おんに、廊下を行き交う生徒達が大おお騒さわぎを始める。

「やかましいわッ!?　髪かみのことは言うなッ!?　ていうか、き、き、貴様ッ!?　い、今、一体、どんな魔術を使った!?　まさか、その剣で……って、そんな馬ば鹿かな!?　剣で出せる威い力りよくじゃないだろう、常識的に考えて！」

「そいつに常識は通用しないんですよ！　だからさっさと逃げてくださいって!?」

　慌あわてふためくハーレイとグレンを他所よそに、リィエルはどこか得意げに大剣を構える。

「大だい丈じよう夫ぶ、逃がさないから。……任せて、グレン。あなたの敵を……倒たおす」

「リィエル、待てぇええええええッ！　落ち着けぇええええッ！」

「ひぃいいいいッ!?　た、助けてくれぇええええええええ──ッ!?」

「放して、グレン。そいつ、倒せない」

「やかましいッ！　学院でバラバラ殺人事件なぞ起こしてたまるかぁあああッ！　ああもう！　ルミアと白猫はどこ行った!?　早くなんとかしてくれぇえええッ!?」




　……などと、その常識のなさと、感覚のズレっぷりから、リィエルはたまにとんでもないトラブルも起こしてしまい、グレンにとっては気の抜ぬけない日々が続く。

　けど、それでも、そんな慌ただしい日々がリィエルに与あたえるものはプラスかマイナスかと問われれば、やっぱり決まりきっていて……

　リィエルにとっては見るもの聞くもの、すべて真新しい新しん鮮せんな日々。

　時折、ちらりとリィエルが見せる、グレンが今まで見たこともないその顔色は……満まん更ざらでもなさそうなものだった。








第三章　遠えん征せい学修旅行、出発









「ふざけるな……ッ！　それは事実上の入会拒きよ否ひ宣言ではないか……ッ！」

　その日。帝てい国こく白金魔ま導どう研究所の所長、バークス＝ブラウモンは激げつ昂こうのあまり己おのが執しつ務む机を拳こぶしで激しく殴なぐりつけていた。

「貴女あなたも知っているであろう!?　この私が、組織のためにどれだけの貢こう献けんを果たしてきたのかをッ！　どれだけの献金をし続けてきたのかを！」

　バークスの歳としの頃ころは四十、五十くらいだろうか。歳相応に皺しわの刻まれた肌はだ。頭の頂点はすっかり禿はげ上がり、残った髪や口元に生やす髭ひげにも白いものが見え隠れしている。だが、目だけは暗くら闇やみで獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうのように、ぎらついていた。

「それでも私の入会を認めぬというのか!?　我が魔導の力、要いらぬというのか!?　我が魔導の技と貢献は第二団《地位》アデプタス・オーダーはおろか第一団《門》ポータルス・オーダーにすら届かぬと言うのか!?　いつまでこの私を参入志願者プロベイシヨナーのままにしておくつもりだ!?　答えよ、エレノア殿どの！」

　荒あら々あらしい感情のままに、バークスは執務机を挟はさんで向こう側にすまし顔で佇む女性──エレノアに吠ほえかかるように問いかけた。

「落ち着いてくださいませ、バークス様」

　だが、そんなバークスの怒いかりなどどこ吹く風。ヘッドドレスにエプロンなどといった使用人服に身を包むエレノアは、にこやかに笑って受け流している。

　エレノアのその使用人服姿は、天の智ち慧え研究会の外道魔術師であるエレノアが、帝国政府内に密みつ偵ていとして潜せん入にゆうしていた時に着用していたものだが、まだそれを愛用しているあたり、どうもその姿が気に入ったらしい。

「大導師様も第三団《天位》ヘヴンス・オーダーの方々も貴方あなた様の入会を認めない……というわけではありませんわ。むしろバークス様のお力を実に高く買っておいでです。バークス様ほどの実力者ならば、第一団《門》ポータルス・オーダーを飛ばして、すぐにでも第二団《地位》アデプタス・オーダー──しかも、かなりの上位階に迎むかえ入れられることになるでしょう。ただ……貴方様の組織に対する忠誠が本物かどうかを確かめるため、大導師様はバークス様に試練をお与えになさったのです」

　にこにこと、エレノアはすまし顔を崩くずさず淡たん々たんと告げる。

「そう……『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』……かの魔術プロジェクトをバークス様が再び完成された時をもって正式に、バークス様は我々、天の智慧研究会の同士となるのです」

「だから、それが事実上の入会拒否だというのだッ！」

　エレノアの態度に身が焼け焦こげるような怒りを覚え、バークスはさらに叫さけんだ。

「この魔導大国たるアルザーノ帝国において白金術の権けん威いと謳うたわれたこのバークス＝ブラウモンが、その『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』がいかなるものか知らぬとでも思うたか!?」

「いえいえ、そのようなことは欠片かけらも」

「あの儀ぎ式しき魔術は、稀き代だいの天才錬れん金きん術じゆつ師シオンだからこそ為なせた究極の禁きん呪じゆ法だ！」

「あら？　バークス様のお力がシオンに劣おとっているとでも仰おつしやるのですか？」

「そんなはずはない！　私こそ間ま違ちがいなく真の天才だ！　シオンよりあらゆる面において私が優すぐれている！　だが……『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』だけは、別だ……ッ！」

　嚙かみ付くようにバークスがエレノアを睨にらみつける。

「『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』は、先の言葉どおり、錬金術師シオンだからこそ為しえた術……つまり、あの禁呪法は固有魔術オリジナルに近い代しろ物もの、いや、錬金術師シオンの固有魔術オリジナルそのものと言っていい！　シオン生来の魔術特性パーソナリテイを利用した、シオンだけの術ッ！　つまりシオン以外にあの禁呪を成功させることは不可能なのだッ！　貴様らはそんなことにも気付かずシオンをないがしろにし、せっかくのプロジェクトの成功が水すい泡ほうに帰したのだろうがッ！　その尻しり拭ぬぐいを私に押し付けるとは、どういう了りよう見けんだッ!?」

　ここまで一気にまくしたて、バークスはぜぇぜぇと炎ほのおのように荒あらい息をついている。その激昂は未いまだ冷めやらず、ぎらつく目は血走っていた。

「それに関しては耳が痛い限りにございます。確かにバークス様の仰るとおり『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』はシオンの固有魔術オリジナルと言っても過言ではない高度な儀式魔術。シオン亡なき今、この禁呪を完かん遂すいさせることなど不可能……ええ、そうでした」

「……それは一体、どういうことだ？」

　意味深なエレノアの言葉に、バークスが訝しむような視線を向ける。

「目め処どが立ったのですわ。このプロジェクトを完成させる、目処が」

「ふん、妄ぼう言げんも休み休み言え。何だ？　まさか『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』でシオンでも蘇よみがえらせたか？　ふははっ！　本ほん末まつ転てん倒とうだな、それは！」

　あざけるようなバークスの言葉を意に介かいすることなく、エレノアが続ける。

「……『感応増ぞう幅ふく者しや』」

「なんだと……？」

「近々、この魔導研究所に、アルザーノ帝国魔術学院の生徒達が『遠征学修』にやってきますでしょう？」

「あぁ、あのくだらぬ催もよおしか。それがどうした？」

「その生徒達の中に一人『感応増幅者』が紛まぎれています。その生徒の力を使えば……」

　途と端たん、バークスは唾だ棄きするように吐はき捨てた。

「これだから何も知らぬド素人しろうとは！　その発想はとっくに私が通った道だ！　よいか？　感応増幅者は魔術と魔力を強化するだけの異能だ！　理論上為し得ぬ魔術式を成功に導くことはできぬのだよ！　闇やみ市いちで『感応増幅者』を買い取って、散々、切り刻んで実験した私は断言してやる！　不可能だ！」

「あらまぁ、バークス様ったら……生き真ま面じ目めな方に見えて、これはまたとんでもない非人道的な違い法ほう行こう為いに手を染めていらっしゃったのですね……ふふっ、私、怖こわいですわ」

「ふん！　貴様がそれを言うか、外げ道どう魔ま術じゆつ師しめ。貴様らのやっていることに比べたら、充分、人道的よ」

　くすくすと含ふくむように笑うエレノアに、そんなエレノアを蔑さげすむように見下すバークス。

　一いつ般ぱん人じんには到とう底てい、理解し得ぬ狂きよう気きが彼らの常態──正気だった。

「ですが、その点に関しては問題ありません。今回の『感応増幅者』は『特別』なのです……これを」

　エレノアが懐ふところから封ふう蠟ろうが施ほどこされた巻き物状の書状を取り出し、バークスに差し出した。

「……これは？」

「お目を通していただければわかりますわ」

　渋しぶ々しぶとバークスは封蠟を解き、書を広げる。

　そして、その文章に目を通し、驚きよう愕がくに眦まなじりが千切れんばかりに目を見開いた。

「そ、そんな──ッ!?　こ、これは……ば、馬鹿な……こんなことが……ッ!?」

「ふふ、どうでしょうか？」

「むぅ……し、しかし！　こ、これは本当に事実なのか……ッ!?」

　散々猛たけり狂くるっていた様はどこへやら。今やバークスは動どう揺ようのあまり青ざめてすらいた。

「その文書の下に箔はく押おしされた紋もん章しようを、ご覧くださいませ」

「双生児タウムの印章……こ、これはまさか、大導師様直じき々じきの……ッ!?　ならば、ここに書かれていることは……ッ!?」

「ええ、事実ですわ」

　ぱちん、とエレノアが指を打ち鳴らす。すると、バークスが手に持っていた文書は、瞬しゆん時じに燃え上がり、一瞬で燃え尽つきて消しよう滅めつした。

　それに特に驚おどろきを見せた様子もなく、バークスはすでに心ここにあらずといった面おも持もちで思し索さくに耽ふけっているようであった。

「件くだんの『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』に関しましては、我が組織も実に前向きに検討しております。そして、第三団《天位》ヘヴンス・オーダーの方々がバークス様に多大なる期待を寄せられていることも付け加えさせていただきますわ」

「し、しかし……」

「ご心配なく。『感応増幅者』の身み柄がらを押さえることに関しては、すでに『仕込み』がなされています。標的である『感応増幅者』の周囲を帝国宮きゆう廷てい魔導士団のネズミがうろついているようですが、問題にならないでしょう。そして、バークス様には今回、最高の協力者をも紹しよう介かいさせていただきます」

「……協力者だと？」

「ええ」

　ぱちん、とエレノアが指を打ち鳴らす。

　すると、部屋の扉とびらが開き、一人の青年が入ってくる。

　白衣型のローブに身を包んだ青年だ。アルザーノ帝国では珍めずらしい青色の髪かみである。

「初めまして、バークスさん」

　青年は穏おだやかに一礼した。

「誰だれだ、貴様は？」

「おや？　僕のことをご存じありませんか？　あの稀代の錬金術師シオンと『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』についてバークスさんほど詳くわしく知っているなら、僕の名前も当然、知っていらっしゃると思ったのですが……仕方ありませんね。僕の名前は──」

「いや、待て……見覚えがあるぞ……」

　バークスの青年を見る表情が次し第だいに、幽ゆう霊れいを見つめるようなものになる。

「そちらの組織から流れてきた、シオンの『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』に関かかわった魔術師達の資料の中の写像画に……そうだ、確かに……まさか貴様……ッ!?　あの、シオンの相方を務めたという……ッ!?　生きていたのか……ッ!?」

　に、と。青髪の青年が口元を微かすかに歪ゆがめ、朗ほがらかに笑った。

「もちろん第二団《地位》アデプタス・オーダーの末席たる私も、バークス様へのご協力を惜おしみませんわ」

「……………………」

　バークスは押し黙だまっている。

　認めざるを得なかった。特別な『感応増幅者』、シオンの共同研究者、そして天の智慧研究会の全面的なバックアップ……かつてない好条件がここに揃そろっている。『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』という絶対不可能の牙が城じようが目に見えて崩れかかっている。

「どうですか？　この話……お受けいただけますでしょうか？　貴方様も我が組織への入会を望む以上……望むのでしょう？　選ばれた魔術師達によって統治・支配された新世界と……そして、大いなる天空そらの智慧──『禁忌教典アカシツクレコード』を」

「……………………」

「ご決断くださいませ。全すべての栄光と叡えい智ちはすでに、バークス様の目前にあられるのですから。そして、バークス様はそれらを手にする権利と資格をお持ちなのです」

　押し黙るバークスに対して。

　エレノアはにこやかな笑えみを浮うかべたまま、慇いん懃ぎんに一礼するのであった。




　……所変わって。

　アルザーノ帝国魔術学院、二年次生二組の教室にて。

「とまあ、そういうわけで……」

　放課後のホームルーム。

　グレンはさも面めん倒どう臭くさそうに、教きよう壇だんに立っていた。

「これから、今度、お前らが受講する『遠えん征せい学修』についてのガイダンスをするわけだが……ったく、なーにが『遠征学修』だよ？　……どう考えてもこれ、クラスの皆みなで一いつ緒しよに遊びに行く『お出かけ旅行』だろ……」

「もう、先生ったら！　真面目にやってください！」

　グレンのやる気なさげな態度に、即そく反応したシスティーナが席を立ってわめき立てる。

「だいたい、『遠征学修』は遊びでも旅行でもありません！　アルザーノ帝てい国こくが運営する各地の魔ま導どう研究所に赴おもむき、研究所見学と最新の魔術研究に関する講義を受講することを目的とした、れっきとした必修講座の一つなわけで──」

「はいはい、そうでしたそうでした。ご丁てい寧ねいな解説ありがとうございます」

　さっそく説教モードに入ったシスティーナに、グレンはうんざりしたように頭を搔かいて項うな垂だれた。

　システィーナの言うとおり『遠征学修』とはそういう目的で学院が開設している講座であり、システィーナ達二年次生の必修単位の一つとなっている。だが、グレンの言うとおり、講義と研究所見学以外には自由時間も多く、旅行という性質が見え隠かくれしているのも否定できない。とはいえ、普ふ段だん、学院とフェジテに引きこもりがちな生徒達を、フェジテの外へ強制的に出して、見聞を深めさせる意味合いもある。

　ちなみに『遠征学修』講座は、各クラスごとに開設され、その時期も行き先も各クラスごとにバラバラである。これは各クラスごとの授業進行状じよう況きようや、受け入れ先となる魔導研究所の業務予定、受け入れ先の受け入れ可能人数などの調整も考えれば当然のことだ。二年次生全員が、一いつ斉せいに一つの研究所に押しかけるわけにはいかないのである。

「先方も忙いそがしいところを私達のために予定を開けてくれるんですから、先生も私達の引いん率そつ者しやとしての自覚をきちんと持ってですね──」

「はいはいはいはい、わかりました、わかりました！　もう勘かん弁べんしてくれ!?」

　グレンがシスティーナの説教を受けている間も、クラスのあちこちで今回の『遠征学修』について、生徒達は雑談に花を咲さかせていた。

「セシル。今回、俺達が行く所ってあれだよな？　えーと、確か黄金魔導……」

「ははは、違ちがうよ。それを言うなら白金魔導研究所だよ」

「ああ、そうそう、それそれ。それなんだけどさぁー、俺、やっぱ白金魔導研究所よりカンターレの軍事魔導研究所を見たかったなぁー」

「仕方ないさ、カッシュ。それを言うなら僕だってイテリアの魔導工学研究所の方がよかったんだから」

　学院側もクラスごとに大おお雑ざつ把ぱな遠征先の希望調査をするものの、個々の要望に応こたえている余よ裕ゆうはない。自分がどこの研究所へ『遠征学修』に行くことになるか……それはもう完全に運としか言いようがなかった。

　必然的に、やっぱりあっちが良かった、こっちが良かった……クラスのあちこちでそんな話が上がり始めた、その時である。

「ふっ……甘いな、そこの男子生徒諸君」

　行く先に関する不満を耳ざとく聞きつけたグレンが、不敵な笑みを浮かべて言った。

「お前らは運が悪い、とか……別の所の方が良かった、とか……そんなことを思っている……だが、俺に言わせれば、お前らは幸運だ。間違いなく、絶対的に、圧あつ倒とう的に幸運の女神様の寵ちよう愛あいを受けている……ッ！」

「えー……？」

「冷静になってよく考えてみろ、白金魔導研究所が一体、どこにあるのかを……」

　白金魔導研究所はその名の通り、白金術を研究する施し設せつである。

　白金術とは、白魔術と錬れん金きん術じゆつを利用して生命神秘に関する研究を行う複合術のことで、その研究実験の展開には、大量の綺き麗れいで上質な水が欠かせない。

　よって、地脈の関係で上質の水が容易に手に入る、サイネリア島にその白金魔導研究所は構えられているのだが……

「……はっ！　サイネリア島はリゾートビーチとしても有名な……ッ!?」

「ま、まさか……ッ!?」

　セシルは呆あきれたように苦笑いしていたが、カッシュやその他の男子達は目を輝かがやかせて立ち上がった。

「ふっ……ようやく気付いたか、お前達。そして、この『遠征学修』は自由時間が結構、多めに取られており、まだ少々シーズンには早いが、サイネリア島周辺は霊レイ脈ラインの関係で年中通して気温が高く、海水浴は充分に可能……さらに、うちのクラスにはやたらレベルの高い美少女が多い……あとはわかるな？」

「「「「せ、先生……ッ！」」」」

「みなまで言うな。黙って俺についてこい」

「「「「はい！」」」」

　今、クラスの担任講師たるグレンと生徒達（ごく一部の男子限定）との間に、奇き妙みような共感と友情が誕生していた。

「馬ば鹿かの巣か、このクラスは……」

「あはは……」

「……？」

　システィーナは呆れてため息をつき、ルミアは苦笑い。

　二人の後ろに腰こしかけるリィエルは不思議そうに、微かに首をかしげていた。




　そして、そうこうしているうちに、いよいよ二組の『遠征学修』の日がやってくる。

　その当日、まだ日も昇のぼりきらない、朝あさ靄もや漂ただよう薄うす暗ぐらい時間帯。

　制服に身を包み、旅行鞄かばんを背負った生徒達は魔術学院の中庭に集合していた。

「ふっ、いよいよだぜ……なんかテンション上がってきたーッ！」

「ふん。君は相変わらずだね、カッシュ。僕らは遊びに行くわけじゃないんだけど？」

「ったく、お前も相変わらずつまんねーヤローだな、ギイブル……」

「白金魔導研究所って……どんなところ……なのかな？」

「生命関連の魔術研究を行っている、ということくらいはわかりますけど……こればかりは実際に行ってみないことにはなんとも言えませんわね」

「なぁ……俺、この遠征学修中に憧あこがれのウェンディ様に告白するんだ……」

「止やめとけよ、アルフ。お前にゃ高たか嶺ねの花過ぎる……盛せい大だいに爆ばく死しする未来しか見えん」

　早朝だというのに、ほとんどの生徒達は熱気と活力に満ち溢あふれ、浮き足立っている。

　グレンは生徒達と自分との温度差に眩暈めまいを覚えながら、事務的に点呼を取った。

「全員、いるかー？　いるなー？　じゃ、出発するぞー？」

　その後、担任講師であるグレンの引率の下もと、生徒達は手配されていた駅馬車──都市間移動用の大型コーチ馬車数台に、いくつかの班に分かれて乗り、フェジテを出発した。

　フェジテの西市壁へき門もんから出発した駅馬車は、その南西に延びる街かい道どうを下っていく。

　ごとごと馬車に揺ゆられる生徒達を迎むかえた光景は、緩ゆるやかな起き伏ふくを描えがきながら広がる広こう漠ばくとした牧草地だ。ほんのり黄色味がかかった若草の絨じゆう毯たんが、小高い丘おかの連なりと鬱うつ蒼そうと茂しげる林で構成される地平線の果てまで敷しき詰つめられている。

　そんな牧草地の各所に点在する白い綿わた粒つぶ達の正体は羊だ。毛刈かり前のもこもこ羊達が、むくむく群れ集まり、もしゃもしゃ草を食はんでいる。時折、とことこ群れを離はなれようとした羊を、牧羊犬が、わんわん群れの中へと追い立てる姿が遠目に見えた。

　午前という時間帯も相まって、やや気温は低いが空気は澄すんでおり、天気も良い。空を流れる綿わた菓が子しのような雲が、ゆっくりと緩やかな風に流れていく。それに合わせて、まるで時間の流れもゆっくりになったかのような感覚。

　なんとも牧歌的で平和な光景が、そこには広がっていた。

「のんびりとしてていいわね……」

　システィーナが馬車の窓まど枠わくの桟さんに頰ほお杖づえをつき、窓まど越ごしにその光景に見入っている。

　普段、滅めつ多たにフェジテから出ない彼女にとって、こういう光景は物もの珍めずらしいのだ。

「そうだね……学院だと、時間に追われる毎日だから、なんだか落ち着くね」

　手を揃えて上品に座席に腰こしかけるルミアも、穏おだやかな顔で外の風景を眺ながめている。

「そう。わたしにはよくわからないけど」

　二人の言葉を受け、ルミアの隣となりに座るリィエルが、眠ねむたげにぽつりと呟つぶやいた。

「リィエルはよく町の外には出るの？」

「……ん。しょっちゅう」

　意外なリィエルの台詞せりふに、システィーナが反射的に聞き返す。

「へぇ、何しに町の外へ？　もしかして、旅行？」

「ううん、戦い」

　瞬しゆん間かん、システィーナはうかつな自分を呪のろった。リィエルはこの歳としで宮きゆう廷てい魔導士なのだ。ちょっと考えればそんなこと、容易に予想がついただろうに。

「わたしが町の外へ出るときは……いつも任務や命令で戦いに行く時」

　そう言うリィエルの細ほそ面おもては、いつものように眠たげな無表情で、いかなる感情も読み取れそうにない。そんな軍人としての日々を辛つらいと思っていたのか、それとも本当に何も感じていなかったのか……それすらわからない。

　ゆえに、システィーナがどういうフォローを入れたら良いのかわからず、思わず言葉に詰まっていると……

「そうなんだ。じゃあ、任務や命令以外で町の外に出るのは初めてなんだ？」

　ルミアが手を打ち鳴らして朗ほがらかに言った。

「多分、そう」

「じゃあ、期待しててリィエル。今回の外出はきっと楽しいよ！」

　ルミアの屈くつ託たくない笑え顔がおと言葉に、心なしかリィエルは瞬まばたきの回数を増やして……

「……ん。わかった」

　素っ気なくそう応じていた。

（……やっぱり、ルミアには勝てないなぁ）

　そんな二人の様子を、システィーナは苦笑いしながら見守っていた。




　生徒達が風景を楽しんだり、雑談に花を咲かせていたり、はたまたカードゲームなどに興じたり、うとうと居い眠ねむりなどをしているうちにも、馬車は黙もく々もくと街道を進んでいく。街道の一定区間ごとに設けられたステージと呼ばれる各停車駅で、馬を取り替かえつつ、休きゆう憩けいを挟はさみつつ、街道を進み続ける。

　やがて、日が暮れ、夜となり、その日はごとごと揺れる馬車の中で睡すい眠みんを取り──

　生徒達が眠る間も、馬車は街道を進み続けて──

　そして、次の日の正午。

　馬車はフェジテの南西にある、港町シーホークへと到とう達たつした。

　磯いその香かおり漂ただよう港町シーホーク。帝てい国こく西海岸部の各主要都市や周辺島を繫つなぐ定期船が行き交かう、アルザーノ帝国ヨクシャー地方の玄げん関かん口ぐちだ。さらには帝国沿岸部各地や、海外からの貨物船が常に出入りし、ここから南部ヨクシャー地方の各都市へ向かう物資が集まる重要な交易拠きよ点てんの一つでもある。

　シーホークに到とう着ちやくした二組の生徒達は、馬車の停車駅でいったん、解散。班行動で各自食事休憩をかねた小一時間の自由時間を取り、白金魔ま導どう研究所があるサイネリア島への定期船が発着する船着場へ集合することになった。

　そして──

「……遅おそい！」

　眼前に広がる雄ゆう大だいな水平線を描く大海うな原ばらと、停てい泊はくしている大型帆はん船せんを前に。

　システィーナはいらいらと機械式の懐かい中ちゆう時計とにらめっこしていた。

「もう集合時間過ぎてるじゃない！　一体、アイツ、どこほっつき歩いているんだか！」

「まぁまぁ、システィ。過ぎてると言っても、まだ五分だし……それに船の出航時間にはまだ余裕があるんだし……」

「そういう問題じゃないの！　決められた集合時間に現れないのが問題なの！」

　ルミアがシスティーナを宥なだめようとするが、システィーナは聞く耳を持たない。

　周囲を見み渡わたせば、この船着場にはすでに生徒達が全員集まっている。

　もう点呼は取ってあり、後はグレンが姿を現すのを待つばかりという状態だ。

　そして、グレンの気配が周囲からまったくなくなると、途と端たんにそわそわし始めるのがリィエルである。

「……わたしが探してくる」

　そんなことをぽつりと言い残し、町の方へ向かって歩き出そうとするリィエルの手を、ルミアが取って引き止めた。

「待って、リィエル。あまり大きくない町だけど、人一人を探すには広いよ。行き違ちがいになっても困るし、ここでわたし達と一いつ緒しよに待っていよう？　ね？」

「でも……」

　ちらりと、その眠たげな目を不満げにそらすリィエル。

　魔術学院にやってきた当初と比べ、考えなしに即そつ決けつ行動することは少なくなったリィエルだが、このままではグレンを探して駆かけ出してしまいそうだ。リィエルが本当にその気になってしまえば、ルミアとシスティーナではとても止められない。

「ああもうっ！　大体、十分前行動が社会人の常識でしょ!?　今日という今日は一言ガツンと言ってやらないと……ッ！」

　そんなリィエルの様子に焦あせりを覚えたシスティーナが声を荒あらげていると……

「へ～い、そこのお嬢じようさんがたぁ～？　ちょおっといいかなぁ～？」

　軽けい薄はくそうな声がシスティーナ達の背後から飛びかってきた。

　何事かと三人が振ふり返れば、そこには気取ったポーズを取った青年がいた。

　藍あい色いろがかった長い黒くろ髪かみを後ろでひっつめ、目元には色つき眼鏡めがね、シルクハットに小こ洒落じやれたフロックを着用し、手にはステッキ、という伊達だて姿のその青年は、いかにも苦労を知らない富ふ裕ゆう層のボンボン軟なん派ぱ師しと言った風ふ情ぜいで、軽薄な笑みを浮うかべている。

「ねぇねぇねぇってば～？」

　青年が、戸と惑まどうルミアの肩かたに馴なれ馴れしく手を置いた、その瞬間。

「……何か用ですか？」

　横からシスティーナが素す早ばやく割って入ってその手を払はらいのけ、ルミアとリィエルを背後に庇かばうように立ち、その青年をいかにも不ふ機き嫌げんそうに睨にらみつける。

「いやぁ～、お嬢さん達、可愛かわいいねぇ～？　あ！　その制服、フェジテの魔術学院の制服でしょ？　ね？　ね？　こんな所で何やってるのぉ～？」

　その青年のあまりの馴れ馴れしさに不快感を覚えながら、システィーナは一応、礼を逸いつさずに応じる。

「私達は学院の『遠えん征せい学修』でここまでやってきました。今はサイネリア島行きの定期船を待ってるところです」

「へぇ～？　そうなんだぁ～？　それで船を待っているんだ？　ふぅ～ん？　これは奇き遇ぐうだねぇ～、実は僕もそのサイネリア島に用事があってさぁ～？　あはは、なんだか運命感じちゃうなぁ～？　君もそう思わない？」

「……思いません」

　システィーナはにべもなく切り捨てるが、青年はしつこく食い下がる。

「いやぁ、こうして出会ったのも何かの縁えんだよね！　出発までまだしばらく時間あるんでしょ？　その間、僕とお話でもしない？　なんだったら何か奢おごっちゃうよ？」

「お断りします」

「あはは、そぉ～んな冷たいこと言わないでさ～、ね？　ちょっとだけだからさ～？」

　いい加減しつこい。苛いら立だちも限界だ。そもそもシスティーナは、こういう女にだらしなさそうな手合いが大だい嫌きらいなのだ。こうなったら魔術で叩たたきのめすことも辞さない覚かく悟ごで、システィーナが青年を怒ど鳴なりつけようとした……その時。

「はぁ～い、ストップ」

　いきなり現れたグレンが、その軟派青年の首根っこを背後から摑つかんでいた。

「げ!?　な、なんなんだよ、お前!?　じゃ、邪じや魔まするなよ!?　これは僕とこのお嬢さん達とのプライベートな……」

　青年の言葉を華か麗れいに無視して、グレンはルミアとシスティーナに目配せする。

「ああ、遅おくれてすまんな、白しろ猫ねこ。説教は後で受けるわ」

「せ、先生……」

「俺、このお兄さんとちょぉ～っと『お話』があるからさ。出航時間までには戻もどってくるから、クラスのまとめを頼たのむわ」

　淡たん々たんとそう言って、グレンは青年の首根っこを摑んだまま、青年をずるずると強ごう引いんに引きずっていく。

「ぎゃあ──っ!?　ぼ、暴力反対ッ!?　お嬢さん達、助けてぇえええ──っ!?」

　情けない悲鳴を上げながら、青年はグレンと共に、通りの向こうの裏路地へと消えた。

「はぁ……まったく、なんだったのかしら？　あの人。それにしても、どこにでもああいう変な人っているのね……」

　呆あきれるやら情けないやらで、システィーナは深いため息を吐つく。

　だが、少しきょとんとした様子のルミアに気付き、声をかけた。

「……どうしたの？　ルミア」

「うーん、なんていうか……あの人、どこかで見たような気が……？」




　そして──

　薄うす暗ぐらく、少し湿しめっぽい、誰だれもいない路地裏にて。

「こ、こんなところに僕を連れ込んで、どうする気だ!?　や、やめてくれ！　暴力は良くないだろ、暴力は!?　ひ、ひぃいいいッ!?　親父おやじにもぶたれたことないのに!?」

　おどおどと及および腰ごしの青年に、グレンはため息を吐きながら言った。

「それはもういいっつーの。……で？　用件はなんだ？　アルベルト」

「…………」

　すると、今の今までのびくびくと情けない風ふう体ていはどこへやら。青年は自然に背筋を伸のばし、シルクハットと色眼鏡を捨て、後ろでひっつめていた髪かみを解く。

　途端、場の空気が──変わる。周囲の気温が数度、下がったような感覚。

　今まで伊達用の色眼鏡に隠かくされていた、人の心の奥底を見み透すかすような、鷹たかのように鋭するどく怜れい悧りな双そう眸ぼうがグレンを射い貫ぬいた。

　その相そう貌ぼうは、紛まぎれもなくグレンの帝国宮廷魔導士団時代の戦友、特務分室執しつ行こう者しやナンバー１７、『星』のアルベルトその人だった。

「……久しいな、グレン。先の魔術競技祭──王室親衛隊暴走の一件以来か」

　相変わらず、アルベルトの口調は他者を強きよう烈れつに拒きよ絶ぜつするような、底冷えするものを感じさせる。慣れない者はアルベルトの声を聞いただけで緊きん張ちようを強しいられるだろう。

　だが──

「……どうした？」

「いや……ちょっとな……」

　頭を押さえながら、グレンは路地裏の壁かべにもたれかかっていた。

「お前が任務のためなら、社交界の紳しん士しから軽薄な軟派師、町の札付きチンピラまで完かん璧ぺきに演じることができるヤツだとは知っていたが……久々に見て、演技と素すの、そのあまりのギャップ加減に眩暈めまいが……」

「ふん、惰だ弱じやくな。精神修練が足りん」

　アルベルトは冷ややかに、グレンの言を切って捨てた。

（てか、お前、なんで魔導士なんかやってんだ？　役者で食えよ……）

　と、言ってやりたいのを嚙かみ殺しつつ、グレンは話を続ける。

「ああ、なるほどな。お前の姿を見て、ようやく、なんでリィエルがルミアの護衛に抜ばつ擢てきされたか理解したよ。……オトリなんだな？　あいつは」

「ご名答だ。ああも分かりやすく杜ず撰さんな護衛が就くことで、襲しゆう撃げき側の仕し掛かけも杜撰になる事を期待したものだ。件くだんの王女、本命の護衛は──俺だ。軍でも一部の者しか知らない正しよう真しん正しよう銘めいの極ごく秘ひ任務。比ひ較かく的、遠えん距きよ離りから王女の周辺警備を行い、敵の不用意な仕掛けを一早く察知、密ひそかに対処。何とか連中の尻尾しつぽを逆に摑むことが出来れば、と期待した作戦だ。まぁ、件の組織を相手に、こんな小細工が通用するとはとても思えんがな」

「気休め、それでもやらないより、マシ……逆に言うと、今はそれくらいしか手の打ちようがないってことか……」

　だが、それでも実際の戦力配分的には事実上、特務分室のエース級の魔導士が二人（一人は圧あつ倒とう的に護衛任務に適していないが）。表向き市し井せいの民たみ草くさ一人を護衛する戦力としては破格の処置と言える。敵も味方も無限に戦力があるわけではないのだ。

「なるほど、安心した。スゲェー安心した。この件をリィエルに任せるなんて、俺はてっきり特務分室が自棄やけになって乱心したのかと思った……」

　そういうことなら、リィエルを護衛に起用した理由は確かに理解できなくもないが……もう少しなんとかならなかったのだろうか。グレンは疲つかれたように、ため息を零こぼした。

「……で？　本題に入ろうか。俺の前に姿を現した理由はなんだ？」

「…………」

「お前の口ぶりでは、お前の任務の肝きもは『誰にも気付かれていないこと』。つまり、味方すら欺あざむく徹てつ底ていした隠おん形ぎようにあるはずだ。それを捨ててまで俺に接せつ触しよくしたわけはなんだ？」

　グレンの問いに、アルベルトはしばらくの間、重苦しく沈ちん黙もくを保ち……

「……リィエルに気をつけろ」

　そんなことを言った。

「……はぁ？　リィエルぅ？」

　対するグレンは呆れ顔がおだ。

「おいおい、もう気をつけてるよ。あいつが暴走しないように、どんだけ俺が……」

「そういう意味ではない。リィエル……あの女は危険だ」

　アルベルトの無ぶ遠えん慮りよな物言いに、グレンは少しだけ眉まゆを吊つり上げた。

「……笑えない冗じよう談だんだな。リィエルは仲間だろう？」

「ああ、そうだ。だが、俺とお前だけはリィエルの危険性を知っている筈はずだ」

「……ッ！」

　アルベルトの斬きりつけるような指し摘てきに、思わずグレンは押し黙だまる。

「……あれはもう昔のことだぜ。今のリィエルは……リィエルだ。何人もの外げ道どう魔術師を討うち果たしてきた特務分室のエース。それ以外の何者でもねえよ」

「そう思い込みたいだけではないのか？　言っておくが──俺は今でもリィエルはすぐに処分するか、封ふう印いんすべきだと思っている」

「おい……いくらお前でも、それ以上言ったらただじゃおかねえぞ？」

　危険な響ひびきを孕はらんだグレンの言葉に、その場の空気が瞬しゆん時じに凍いてついた。

　グレンとアルベルトは互たがいに一歩も譲ゆずらず、苛か烈れつな視線をぶつけ合っている。

「……ふん、相変わらず甘いな」

　永遠とも錯さつ覚かくされる数秒の後、先に折れてみせたのはアルベルトだ。無論、グレンに気け圧おされてのことではない。これ以上は時間の無む駄だだと判断しただけである。

「まぁいい、警告はした。後はお前がいざという時に躊躇ためらわない事を祈いのるだけだ」

　最後にアルベルトはそんなことを冷たく言い捨て、地面に落ちている眼鏡やステッキやシルクハットをいそいそと拾い集め、それを再び身に着けていく。

　グレンの見ている前で、アルベルトは素早く髪をまとめて……

「それじゃ、怖こわい兄ちゃん！　あ～ばよっ！」

「……うん、見事すぎる演技。呆れを通とおり越して尊敬するわ」

　にかっと笑い、軽けい薄はくそうな捨て台詞ぜりふを残して走り去っていくアルベルト。

　その後ろ姿に、グレンは再び眩暈を覚えていた。




　二組の生徒達を乗せ、シーホークを出発した定期船は、四本仕立てのマストに張られた七つの大きな帆ほをいっぱいに広げ、西南西へ航路を取った。

　香かおる磯いその香り。抜ぬけるような青空。

　遥はるか遠く燦さん然ぜんと水平線が輝かがやく、見み渡わたす限かぎりの広大な大海うな原ばら。

　緩ゆるく流れる心地ここち好よい風が、肌はだを、髪を優しく撫なでていく──

「わぁ……」

　船に乗った経験の少ないシスティーナは、この大いなる海の雄ゆう大だいさにすっかり圧あつ倒とうされてしまったようだ。船首楼ろうの上に立って手すりから身を乗り出し、風に揺ゆれる髪を手で押さえながら、いつもまでもその光景を眺ながめ続けている。

　船首が荒あら波なみを力強く切り分けながら突つき進むさまを横目に、こうしてじっと海を見つめていると、なぜだろう、人は不思議と敬けい虔けんな気分になってくる──のだが。

「おげぇええぇええぇぇ……ッ！」

「……台無しだわ」

　打ち立つ白波で飾かざられた美しい海原が吐と瀉しや物ぶつで穢けがされるその光景に、システィーナは拳こぶしを握にぎり固めて、こめかみをぴくぴくと震ふるわせていた。

「ちょっと、先生！　私達の感かん慨がいを穢さないでくださいっ！」

　システィーナは、船首楼から少し離はなれた通常甲かん板ぱんで、船べりの手すりに洗せん濯たく物もののようにだらしなくもたれかかっているグレンへと、非難の声を上げる。

「うっさいわ！　こればっかりは仕方ないだろぉがっ!?　うぷっ……」

　顔を青ざめさせ、げっそりとしたグレンが恨うらめしそうな顔で、システィーナに抗こう議ぎを飛ばす。だが、すぐに口元を押さえ、また身を乗り出して海面を覗のぞき込んだ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？　先生……」

　そんなグレンに身を寄せ、ルミアが心配そうにグレンの背中をさすった。

「……正直、大丈夫じゃねーです……泣きたい……うぅ、ちっくしょう……だから船は嫌きらいなんだ……誰だよ、こんなもん発明しやがったアホは……」

　胃の中のものをあらかた出し尽つくして、ようやく少し落ち着いたグレンが船べりの手すりにぐったりと背中を預けて、もたれかかりながらぼやいた。

「先生、これ、さっき船員の方にもらってきました」

「……リンゴか」

「はい、船ふな酔よいに良いそうですよ？　よかったらどうですか？」

「……正直、食欲ないなぁ……」

　グロッキーなグレンを甲か斐い甲が斐いしく世話するルミア。

　そんな二人を、システィーナはため息をつきながら眺めていた。

「でも、意外な弱点ねぇ……似合わないっていうか……あんなに図太い性格なのに」

「システィーナ」

　呼ばれてシスティーナが振ふり返ると、そこにはリィエルが立っている。

　見れば、リィエルは心なしか焦あせりの表情──一見、無表情だが最近はなんとなく心の機き微びが読み取れるようになった──で、システィーナに問いかける。

「……グレンはどうしたの？　まさか……病気？」

「病気とは少し違ちがうわ。何？　先生が心配？」

　こくり、と。リィエルは注視していれば辛かろうじてわかる程度に頷うなずく。

　システィーナはそんなリィエルを微笑ほほえましく思いながら、安心させるように言った。

「大丈夫よ、リィエル。あれはね、船酔い」

「……船酔い？」

「船に乗ると、人によっては発はつ症しようするものだけど……心配要いらないわ。船から下りればすぐによくなるし」

「……そう。よくわからないけど……船のせい？」

「ええ、まぁ、そういうことになるわね」

「そう……わかった」

　すると合が点てんがいったとばかりに、リィエルはくるりと踵きびすを返して……

「ちょっと、この船、沈しずめてくる」

「……は？」

　そのままスタスタと、甲板の一角に設置された船底へと続く階段を下りて行って……

「ちょ──ま、待ちなさぁいッ!?　皆みんなッ!?　リィエルを止めてぇええ──ッ!?」

　やっぱり、船の上でも大おお騒さわぎだった。




　シーホークを出航して数時間。

　やがて、船はサイネリア島に到とう着ちやくする。

「……ここがサイネリア島……か」

　クラスの生徒達と共に、船のタラップから切石を隙すき間まなく並べて形作られた船着場の上に降り立ったシスティーナは、感かん慨がい深ぶかく周囲を見渡した。

　潮風が強い。システィーナは風に流れる髪かみと、はためく衣服のすそを押さえつけ、空を仰あおいだ。雄大なる潮しお騒さいの音。空にはウミネコの声。すでに時分は黄昏たそがれ時どき、水平線に差し掛かかった太陽が燃え上がり、世界を深い黄金色に染め上げている。

　つと、システィーナは島の中央の方へ目を向ける。

　山なりになった島の中心部は複雑な渓けい谷こくを形成し、緑の自然で溢あふれている。

　帝てい国こく本土の主な植生態系は針葉樹林が主だが、この島では独特の葉の形をした広葉樹が主体のようだ。こんな細かなところからも、自分が普ふ段だんとはまったく違う場所にはるばるやってきたことが感じられ、なんだか胸に迫せまるものがあった。

　さらに視線をずらし、自分の足元から海岸沿いに島の端はしを目で追っていくと、緩く湾わん曲きよくした白い砂すな浜はまのビーチラインが延々と続き、その果てに恐おそらく観光客用に発展したのだろう、小こ洒落じやれた建物が乱立する町の姿が遠く仰げた。

　と、その時である。

「先生、しっかり……」

「あぁー……うぅー……」

　ルミアとリィエルに両りよう脇わきを支えられたグレンが、ふらふらしながらタラップから船着場の上へと降り立った。そのグロッキーな姿に、システィーナの胸に去来した感かん銘めいも感慨も何もかも、ぶち壊こわしである。

「もう……本当に浸ひたらせてくれないっていうか、デリカシーないんだから……」

「う、うるせー……白猫め……お前にこの苦しみがわかるか……うぅ……」

　グレンのそのあまりにも情けない姿に、先に下りていた周囲の生徒達もくすくすと苦にが笑わらいを零すしかない。

「大体な！　生来、人は大地と共に生きる生物なんだ！　人間は大地の子なんだ！　大いなる大地から離れては人は生きていけないんだッ！　土に根を下ろし、土と共に生き、そして、やがて土に還かえるが人の定め……それこそが土が生み出す摂せつ理りの輪、生命の円えん環かんなんだッ！　船などという薄うすっぺらい板切れに乗っかって大地を離れ、海に乗り出すなんて、人として、生命として根本的に間違っているんだぁ──ッ！」

「……船酔い一つで、なんかやけに壮そう大だいで大おお袈げ裟さな話になるわね」

　よくもまぁ、こんな屁へ理り屈くつがぺらぺら出てくるなと感心する。

「先生……そんなに船がお辛つらいのでしたら、遠えん征せい学修先は別の場所にすればよかったんじゃ……例えば、イテリアの軍事魔ま導どう研究所なら、移動は全部、馬車でしたのに」

　ルミアが苦笑いで言うとおり、一ヶ月前、遠征学修の行き先に関する事前希望調査としてクラスで行き先候補の採決を取り、軍事魔導研究所と白金魔導研究所が同数の支持票で割れた時、最後の一押しの票を入れたのは、他でもないグレン自身だ。

　不思議そうに首をかしげるルミアに、グレンはかつてないほど真しん剣けんな顔でこう答えた。

「美少女達の水着姿はあらゆるものに優先する。決まっているだろう？」

　おおぉ……と周囲の男子生徒達から感かん嘆たんの声が上がった。

　人間、馬ば鹿かも突き抜けて極きわめると蔑さげすみを超こえて尊敬を集めるものだ。

　苦笑いのルミア、呆あきれ顔のシスティーナ、眠ねむそうなリィエルをよそに、グレンは両りよう袖そでに腕うでを通さず羽織ったローブをばさりと翻ひるがえし、夕日に燃える水平線を愁うれいを含ふくんだ遠い目で見つめた。

「たとえ、ここが三国間紛ふん争そうの最前線だったとしても……俺はここを選んだよ」

　潮風がローブをはためかすその背中は、無駄に格好良かった。

　……本当に、心底、無駄だが。

「せ、先生……アンタ、漢オトコだよ……」

「俺、先生に一生ついていきます……ッ！」

　だが、そんなグレンの背中は、ごく一部の生徒達（主に男子）の涙るい腺せんを直ちよく撃げきしたらしい。

　まるで信しん仰こうに殉じゆんずる愚ぐ直ちよくな求道者のようなグレンの姿に、感極まった一部の生徒達が熱い涙なみだをはらはらと流していた。

「もう！　本っ当に馬鹿ばっかりなんだから！　ていうか、うちのクラスの男子、先生が来てから、なんか段々ノリがおかしくなってきてない!?」

　システィーナはそんなクラスメイト達に一いち抹まつの不安を覚えざるを得ない。

「ほら、先生！　馬鹿なこと言ってないで、さっさと宿しゆく泊はく予定の旅籠はたごへ行きますよ！」

　すたすた、とシスティーナや生徒達はその場を移動し始める。

　ここから宿泊予定の旅籠までは海岸沿いを道なりに一直線だ。迷う心配はない。

「おいおい、お前ら歩くの早はえぇーよ。こっちは半死人なんだぞ、手加減してくれ……」

　ため息を吐つきながら、グレンものろのろと力なく歩き始める……

　と、その時。

　そんなグレンに、ルミアがそっと寄り添そい、小さく耳打ちをした。

「私達をあまり軍の魔術に関かかわらせたくなかったんですよね？　……お気き遣づかい、ありがとうございます、先生」

「…………なんのことだ？　俺はお前らの水着姿を拝みたかっただけだし」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、グレンはぷいっと拗すねたようにあさっての方を向いた。

「まー、そもそもありえない話だが、例えば仮に、万が一、そうだったとしても、そりゃとんだエゴの押し付けだな。ロクなもんじゃねー」

「それでも、先生が私達のことを考えてのことだということに変わりはありません」

「……だから、違うってのに」

　くすくす、とルミアが含むように笑う。

「わかりました。そういうことにしておきますね？」

「……ふん」

　ぶすっとしたふくれっ面つらで不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らすグレンを、ルミアは素す直なおじゃない捻ひねくれ者な弟を見るような目で見つめた。




　サイネリア島波止場周辺にある観光客向けの観光街の一角に、今回の遠征学修中に魔術学院の生徒達が寝ね泊とまりするその旅籠はある。

　帝てい国こく暦れきの中でも『ワルトリア朝』と呼ばれる古き良き時代に流行した古式建築様式で建造されたその旅籠は、本館と別館の二つの邸てい宅たくからなっており、領地持ちの地方貴族が所領に建てるカントリー・ハウスのような壮そう麗れいさと、旧時代の懐なつかしさとを同時に兼かね備えていた。

　その趣おもむきは、鋭えい角かくの屋根が特とく徴ちよう的な『サーサン朝』式──フェジテの建造物に主に用いられる新式の建築様式──とは異なり、アーチ型の各種意い匠しようと尖せん塔とう、石柱などが特徴的となっている。ちなみに魔術学院校舎もこの『ワルトリア朝』式だ。

　エントランス・ホールの高い天てん井じようから釣つり下がる豪ごう奢しやなシャンデリア、オーク材の螺ら旋せん階段の手すりに施ほどこされた花や果くだ物ものなどの彫ちよう刻こく、廊ろう下かの壁かべに飾かざられた絵画に、金の燭しよく台だい、敷しかれた絨じゆう毯たん……

　魔術学院校舎とはまた違った華か麗れいなる内装に浮うき足立ちながら、割り当てられた宿泊部屋に入った瞬間、カッシュは激しくベッドの上に自分の身を躍おどらせていた。

「ひゃっほーいッ！　おわっ!?　すっげぇ!?　なんだよ、このベッド、滅め茶ちや苦く茶ちや柔やわらけぇッ!?　俺がフェジテ学生街で借りてる安下宿のベッドとは雲うん泥でいの差だッ！」

「ったく……うるさいやつだな、君は。はしゃがないでくれよ」

「あはは、あんまり暴れると怒おこられるよ、カッシュ」

　呆れたような表情のギイブルと、苦笑いを浮かべたセシルが部屋に入ってくる。

　この二人はカッシュと同じ部屋で寝ね泊とまりすることになっている。学院の生徒達はこのように大体、三、四人のグループごとに部屋を割り当てられていた。

「なぁ、ギイブル。これからの予定ってどうなっているんだっけ？」

　ベッドの上でごろごろ転がりながらカッシュが問う。

「……事前に配布された日程帳を見ればいいだろう？」

　眼鏡めがねを押し上げながら、面めん倒どう臭くさそうにギイブルがぼやく。

「いや、家に忘れた」

「君ってやつは……」

　諦あきらめたようにギイブルはため息をついた。

「今日はもう何もない。後は大広間で食事して、風ふ呂ろに入って終わりだ」

「ほう？」

「実を言うと明日あしたも何もない。出発の初日を含めた三日間は、天候などによる旅程の遅おくれを考こう慮りよして余よ裕ゆうを持たせてあるからね。名目上は、島内散策による島の生態系と霊レイ脈ラインの調査──ということになっているけど、事実上、明日は自由時間だと思っていい」

「ほうほう？」

「本格的に遠征学修が始まるのは四日目からだ。今回の遠征学修の目玉たる研究所見学が入っている。五日目は終日講義を受講、六日目は自由行動、島内散策や観光名所巡めぐりはこの時、やればいい。そして、七日目には再び海路と陸路を使ってフェジテへ帰き還かんだ」

　以上がグレンのクラスの生徒達が受講する『遠征学修』講座の主な日程である。この十日間前後の旅程は『遠征学修』としては比ひ較かく的てき短い部類に入る。研究所の立地場所によっては、移動に時間を取られ、半月以上かかる大旅行となる場合もあるからだ。

「なるほどなるほど……あいわかった」

　すると、カッシュが不敵な笑えみを浮かべて立ち上がった。

「研究所への往復は凄すげぇ大変らしいから、明日の夜は余裕がない……同様に五日目の講義を受けた後も同じ……かと言って、六日目までは流石さすがに待ちきれない……やはり、仕し掛かけるとなると今日しかないか……」

「仕掛ける？　カッシュ、君は一体、何をするつもりなんだい？」

　女顔の小こ柄がらな少年セシルが口を挟はさみ、不思議そうに首をかしげる。

「決まってるだろう？　夜、うちのクラスの女の子が泊とまっている部屋へ、お忍しのびで遊びに行くんだよ！　これぞ、魔術学院遠征学修の伝統行事じゃないか！」

　ぐっ、と拳こぶしを握にぎり固めるカッシュに、ギイブルとセシルがかくんと首を傾かたむけた。

「で、伝統行事だったんだ……」

「……ふん、下らないことを」

「下らないとはなんだ、下らないとは!?　これぞ男の浪漫ロマンじゃないか！　俺はこの日のために生活費を切り詰つめて、カードゲームやボードゲームを買っておいたんだぞ!?」

「でも、見つかったらまずいんじゃ？　先生はそんなに厳しくないとは思うけど……」

「ふっ……心配は無用だ、セシル。見つかったら見つかったで……それはそれで本ほん望もうさ。やらずに後こう悔かいするより、俺はやって後悔することを選ぶぜ……」

　カッシュはすでに死地へと向かう決意を固めた男の表情だ。

「どうだ？　お前らもこの話、乗らないか？」

「ふん、冗じよう談だんじゃない。馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

「ぼ、僕も止やめとくよ……なんか嫌やな予感するし……」

「ちっ、しゃーない。そもそも、お前らそーゆーキャラじゃねーしな。まぁ、後でロッドとかカイとか誘さそってみるか……」




　そして。

　大広間で生徒一同が集まった食事を終え、交代で浴場を使用した後。

　時分はすっかり夜──就しゆう寝しん時間。




「それでは作戦を開始する」

　旅籠本館と別館を挟む中庭の茂しげみの中でカッシュが宣言した。

「我々、男子生徒が泊まる別館と、女子生徒達が泊まっている本館を直接結ぶ中庭の回かい廊ろう……これは流石に使えない。誰だれかに目もく撃げきされる危険性が高すぎる」

　カッシュの後ろに控ひかえたロッドやカイなど、計七人の男子生徒がコクコクと頷うなずいた。

「よって、我々は裏手の雑ぞう木き林に回り込み、木をよじ登って窓から部屋内に侵しん入にゆうしなければならない。安心しろ。ルートやどの部屋が誰の部屋なのかは、すでに調査済みだ」

「い、いつの間に……」

「さ、流石、カッシュ……抜ぬかりないぜ」

　カッシュに感嘆の表情が集まる。

「で、でも、グレン先生が巡じゆん回かいしている可能性は……？」

「それも大だい丈じよう夫ぶだ。一部、協力的な女子生徒にそれとなく探さぐりを入れてもらった。これから三十分の間、先生が裏手の雑木林を巡回する可能性は限りなくゼロだ」

「スゲェ……か、完かん璧ぺきすぎる……ッ!?」

「あ、兄貴と呼ばせてくれ……」

「ふっ、まだだ。感謝にはまだ早すぎるぜ、皆みんな……」

　カッシュが不敵に笑う。

「全すべては女の子達の部屋に忍び込み、夢の一夜を過ごしてからだ……そうだろう？」

「そ、そうだった……俺……リィエルちゃんと徹てつ夜やで双六すごろくするんだ……」

「な!?　ずるいぞ、カイ！　俺も交ぜてくれ！」

「シーサー、俺はルミアちゃんとトランプで遊ぶぞッ！」

「ああ、ビックス。僕はこの機会にリンちゃんと、たくさんお話しするんだッ！」

「ウェンディ様に『この無礼者！』って罵ば倒とうされたい……王様ゲームで奴ど隷れいのごとくパシられたい……」

「システィーナは……別にいいや。多分、説教うっさいし」

「「「「うんうん」」」」

「さぁ、行くぞ！　心の準備はいいか、皆!?　楽園エデンは目の前にあるぞッ！」

「「「「おうッ！」」」」

　息巻きながら、カッシュを先頭に男子生徒達は行動を開始するのであった。




　…………。

　……見事なものだった。

　カッシュが食事をサボってまで、事前に周辺調査した結果は伊達だてではなかった。

　裏手の入り組んだ雑木林を、学生とは思えない手て際ぎわで踏とう破はしていくその様は、まるで帝てい国こく軍の隠おん密みつ部隊を思わせる。

　全ては、せめて一夜、可愛かわいい女の子達と一いつ緒しよにキャッキャうふふ遊んでみたいという、年とし頃ごろの少年のリビドー全開の執しゆう念ねんが為なせる業わざなのだろう。

　だが──

「ば、馬ば鹿かな……ッ!?」

　その道程、不意に林の中に現れた、ぽっかりと円形状に開けた空間にて。

「な、なぜ、アンタがこんな所に──グレン先生ッ!?」

　どーん、と。

　そこには待ってましたと言わんばかりに、グレンが腕うで組ぐみして仁に王おう立ちしていた。

「甘い……甘いぜ？　お前ら。チョコレートに生クリームと蜂はち蜜みつかけて、砂糖をまぶしたくらいに甘すぎる……お前ら程度の浅あさ知ぢ恵えなぞ、この俺には最初からお見通しだぜ……なにせ──」

　グレンは不敵な笑えみを浮かべ、現れた生徒達を威い風ふう堂どう々どうと睥へい睨げいして、言った。

「俺がお前らだったら、絶対このルート、このタイミングで、今晩、女の子達に会いに行くからなぁ──ッ！」

「ですよねー」

　何の後ろめたさもないグレンの開き直った宣言に、カッシュはため息をついた。

「ま、そういうわけで……だ。部屋に戻もどれ、お前ら。一応、規則なんでな」

「…………」

「なーに、心配すんな。んなコトいちいち学院側に報告なんかしねーよ。見なかったことにしてやるさ。だから──」

　グレンがくるりと背を向けて、掌てのひらをひらひらさせていた、その時だ。

「それはできないぜ、先生……」

　カッシュが放った、固い意志の灯ともった言葉に、一同の注目が集まる。

「……なんだと？」

「男には退けない時がある……俺達にとっては『今』がそうなんだ……」

「…………」

　みるみるうちにグレンの表情が真しん剣けんそのものになっていく。

「そうか……お前ら、『覚かく悟ご』を固めた人間……なんだな？」

　場を緊きん張ちようが支配していく。

「残念だな。ならば、俺は教師としてお前達を実力で排はい除じよするしかない……」

「先生──ッ！」

　拳を握り固めて拳けん闘とうの構えを取ったグレンへ、カッシュが必死に呼びかける。

「アンタは俺達側の人間だったはずだッ！　アンタは俺達が『楽園エデン』を目指す理由を──学院のどんな大人達よりも理解してくれているはずだッ!?　なのに、なぜ!?　なぜ俺達を止めるんだッ!?　どうして俺達が戦わなければならないんだ──ッ!?」

　カッシュの魂たましいの叫さけびはグレンの心を深く抉えぐる。

「馬ば鹿か野や郎ろうッ！　わかってる……そんなことはわかっているッ！　そんなうらやまけしからんイベント、むしろ俺が率そつ先せんして乗り込んでいきたいわ!?　だがな──ッ！」

　ずがん、と。

　かたわらの木の幹を拳で打ったグレンの頰ほおを、堪こらえきれない涙なみだが伝い落ちていく……

「もう、駄だ目めなんだ……もう、俺はお前達側には戻れないんだ……俺は魔ま術じゆつ学院という牢ろう獄ごくに縛しばり付けられた講師という名の奴隷……万が一、お前達が『楽園エデン』を目指したことを見み逃のがしたことが、学院に知れ渡わたったら……ただでさえカットされまくりな俺の給料はマイナスに落ち込んで、俺が学院に給料払はらう羽目になる……」

　ぐしっと、涙を拭ぬぐって今度はグレンが魂打ち震ふるえよと叫ぶ。

「人はパンのみのために生きるに非あらず──だがッ！　パンなくしても人は生きられないんだッ！」

　グレンの悲痛な叫びが林間に木霊こだまする。

　その言葉は今度は、生徒達の心を鋭するどく抉るのであった。

「わかるだろう？　主の創つくりたもうた箱庭たるこの世界は……『地獄ゲヘナ』なんだよ……」

「『地獄ゲヘナ』だからこそ……人は『楽園エデン』を目指さなければならないのに……あなたは悲しい人だ、先生……それでも先生は退けないんですね……？」

「……ああ」

　その場に居合わせた人間は、誰しもが感極きわまるあまり熱い涙を流していた。

　しん、と。

　これから始まる死し闘とうの予感に、夜の林が静まりかえった。

「わかっていたさ、先生……あんたが俺達が乗り越こえていかなければならない壁かべだってことくらい……」

「もし立場が違ちがえば……生まれてくる時代が違えば……俺も、お前達と肩かたを並べて『楽園エデン』を目指したのかもしれないな……今となっては詮せん無なきことだが」

「……………………」

「……………………」

　場に渦うず巻まく緊きん張ちよう感は際限なく高まって、高まって……

　そして。

「行くぜ、皆ッ！　俺に続けッ！　グレン先生をやっつけろッ！」

「ふっ……かかってこい、お前らぁ!?　呪じゆ文もん詠えい唱しよう技能が魔術戦における絶対的な戦力差でないことを教えてやるぜッ！」

　男子生徒達はカッシュを中心に散開し、グレンは三節で呪じゆ文もんを括くくり始めるのであった。



















　……と、そんなグレン達の様子を。

「……男ってバカね」

　旅籠はたご本館の屋上テラスから、頰ほお杖づえをつきながらジト目で眺ながめている者がいた。

　システィーナである。ゆったりとしたネグリジュに身を包み、風ふ呂ろ上がりの肌はだにはまだほんのりと湯気が立っている。その熱気を冷まそうと、涼りようを取りに屋上に来てみれば……眼下に展開されるのはとんだ茶番である。

「何が始まったの？　システィ」

「おバカとおバカ達が、くだらないことで意地張って、じゃれ合ってるわ」

　同じく屋上にやって来ていたルミアが下に目を向ければ、林の中を、黒魔【ショック・ボルト】の雷らい閃せんが、上がる怒ど号ごうや悲鳴と共に、あちこち飛び交かっているのが見えた。

「ぜ、全然、当たらない！」

「くそぉッ！　ちょこまかと……ッ!?」

「ふははは！　当たらなければ、どうということはない！」

　カッシュ達が一節詠えい唱しようでグレンに猛もう攻こうを仕し掛かけている。

　だが、流石さすがは元・歴戦の魔導士、グレンは林立する樹木の間を縫ぬうように駆かけ回りながら跳とんで、転がって、その勢いで跳はねて──カッシュ達の呪文を寸先の見切りと体術を駆く使ししてかわしつつ、三節詠唱で呪文を唱えていく。

　グレンの放った反はん撃げきの【ショック・ボルト】を受け、生徒達の一人が断だん末まつ魔まの悲鳴を上げて倒たおれた。

「あ、アルフぅううううッ!?　しっかりしろ!?　アルフぅううううッ!?」

「か、……カッシュ……お、俺はもう……」

「馬鹿野郎ッ！　傷は浅いぞ!?　目指すんだろう、『楽園エデン』をッ!?　こんなところでくたばっている場合じゃないだろう!?」

「た、頼たのむ……カッシュ……『楽園エデン』を……俺達が追い求めた『楽園エデン』を……ッ！　俺の屍しかばねを越えて……俺の分まで……『楽園エデン』を……、見て、……、来……、………………」

「アルフぅううううううぅわぁあああああああああああ──ッ！　俺は一体──なんのために戦っているんだぁあああああああああ──ッ!?」

　ぐったりと力を失ったアルフを抱き起こしたカッシュの慟どう哭こくが、林間に響ひびき渡り……

「【ショック・ボルト】で死ぬわけないでしょ。十分もすれば目を覚ますわよ」

　そんな眼下の熱い光景を前に、システィーナはどこまでも冷ややかだった。

「それにしても先生……無む駄だに見事な立ち回りだわ。ただでさえ魔術戦の多対一は不利極きわまりないのに……ったく、こんな時ばっかり本気なんだから……」

「あはは……先生らしいね……」

　ルミアが苦笑いしたその時だ。

　システィーナは、リィエルが背せ伸のびしてテラスから下の様子をじっと見つめていることに気付いた。

「あー、リィエル？　その……乱暴したら駄目よ？　カッシュ達のアレは……なんていうか……先生の敵とか、そんなんじゃなくて……遊んでるだけっていうか……」

　この間、問答無用でリィエルがハーレイに斬きりかかった事件を思い出して、システィーナは内心慌あわてていた。

　だが、意外にも……

「……ん、大だい丈じよう夫ぶ。何もしない」

　リィエルはそんな返答をしていた。

「だって、カッシュ達からは嫌いやな感じがしないから」

　どうやら、リィエルはグレンに敵対する人間に誰だれ彼かれ構わず突っかかるわけではないらしい。恐おそらく、人の悪意や敵意といった感情に人一倍敏びん感かんなだけなのだろう。

　思わず安あん堵どの息をつき、システィーナは再び下の様子に目を向ける。

「はっはっは！　どうした!?　お前らの力はそんなもんか──って、おい!?　ちょっと待て!?　お前ら、そんな風に隊たい伍ごを組んでの面攻こう撃げきは反則──ふんぎゃあああああああああ──ッ!?　あたたた、痛い!?　痛いって!?」

　まったく、なにをやってるんだか。

　システィーナが呆あきれのため息を零こぼした、その時だ。

「あんな楽しそうなグレン……初めて見た……」

　ぽつり、と。

　リィエルが小さく呟つぶやいていた。

「そうなの？　学院だと大体いつもあんな感じよ？」

「昔は……もっと暗かった」

「……リィエル？」

「だから、わたしがそばにいて守ろうって……そう思って……いたのに」

　リィエルの表情はいつものように無感動で、その言葉にどういう想おもいが去来しているのか、システィーナには読み取れそうにない。

　そういう機き微びに聡さといであろうルミアは、リィエルの今の呟きが聞こえていなかったらしい。にこにこ笑え顔がおでグレン達の様子を見守っている。

「あの……リィエル？」

　なんて言葉をかけたらいいのかわからないまま、システィーナがリィエルに話しかけようとした、その時だった。

「あらあら、こんな所にいたんですの？　お三方。探しましたわよ」

　屋上テラスに通じる扉とびらが開き、ウェンディが姿を見せていた。

「あ、ウェンディ。どうしたの？」

　ルミアが眼下のグレン達から目をそらし、ウェンディを振ふり返る。

「ええ、これから私わたくし達の部屋に集まって、皆みんなでカード・ゲームにでも興じませんかと思いまして、貴女あなた達を探していたのですわ」

　そして、ウェンディはちらりとリィエルを見て、微笑ほほえんだ。

「その……リィエル。貴女もどう？　私達と一いつ緒しよにカードに興じませんこと？」

　最初の頃ころのぎくしゃくした雰ふん囲い気きは、もうすっかりなりを潜ひそめている。

「かーど？　遊ぶの？　……わたしも？」

　リィエルはその眠ねむたげな目を少し瞬しばたたかせ、どこか興味津しん々しんといった雰囲気だ。

「ええ、そうですわ」

「……ん。わかった。なんかよくわからないけど……遊ぶ」

「ふふ、それでは、ご一緒に参りましょう？」

　ウェンディが優ゆう雅がに踵きびすを返し、リィエルがそれに続く。

「良かったね……リィエル、もうすっかりクラスの皆と打ち解けたね？」

「え？　あ……うん……そう、みたいね……」

　嬉うれしそうなルミアに、システィーナはどこか曖あい昧まいに応じた。

「ほら、私達も行こう？　システィ」

「……うん」

　ルミアに続いて、システィーナも屋上を後にする。

（うん……気のせいよね……気のせい……わりとすんなり上手うまくいってるから、そう思うだけ……よね？）

　先ほど、リィエルに感じた一いち抹まつの不安。

　正体はわからないが……システィーナは努めて考えないようにするのであった。
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　ある者達は、夜よる遅おそくまで心ゆくまで遊びながら談だん笑しように耽ふけり、またある者達は夜を徹てつして激しい闘とう争そうを繰くり広げ、またある者達は明日あしたに備えて早々に休み……それぞれの遠えん征せい学修の夜が過ぎていく。

　そして──




　どこまでも青い空。燦さん々さんと輝かがやく太陽。焼けた白い砂すな浜はま。

　清らかな潮しお騒さいと共に、寄せては引き、引いては寄せ──千変万ばん化かする波の色。

　そんなサイネリア島のビーチに複数の少年少女達の姿があった。

　グレンのクラスの生徒達である。

「やっほー、システィ～」

　ばしゃりと、水着姿のルミアが海の中から姿を現す。

　リボンとフリルの装そう飾しよくが可愛かわいらしい、ビキニの水着姿。

　その優美な曲線を描えがく艶なまめかしいボディラインを伝い滴したたる水。

　潮風に乗って舞まい上がる水みず飛沫しぶきが太陽の光を受けてきらきらと輝き、手を振って無む邪じや気きに笑うルミアを美しく彩いろどった。

「水が気持ちいいよ！　システィもリィエルもおいでよ！」

「うん！　わかったわ！　今、行く！」

　砂浜の一角に寄せ集めていた皆の荷物を整理していたシスティーナは、自分の身体からだをすっぽり包んでいた丈たけ長ながのタオルをばさりと取り払はらった。

　不意に露あらわになる、控ひかえめなカーブのラインが清せい楚そな、そのスレンダーな肢し体たい。

　腰こしに巻かれた花はな柄がらのパレオがお洒落しやれな、セパレートの水着姿。

　明るい太陽の下に、透すき通るように白く、張りのある健康的な肌が惜おしげもなく晒さらされる。その白磁の肌はただ、眩まばゆくて──

　たたたたっと、水着姿のシスティーナは元気よく、ルミアが泳いでいる場所へ向かって砂浜を駆けていく。

　そして、波打ち際ぎわで膝ひざを抱かかえるように座り込んで、波の押し引きをじっと見つめているリィエルのそばで立ち止まり、リィエルに手を伸のばす。

　リィエルも水着姿だが、ルミア達のような華はなやかな水着とは異なり、リィエルはなんの飾かざり気もない、地味で野や暮ぼったい濃のう紺こんのワンピース水着（学院の水泳教練用水着）だ。だが、システィーナ以上に平へい坦たんな身体のリィエルが着用すると、その平坦な線がよりいっそう強調され、逆にルミア達とはまた違ちがった、幼さゆえの清せい廉れんな魅み力りよくを発揮し始める。

「ほら！　一緒に泳ごう？　リィエル」

「…………ん」

　しばらく、リィエルは差し出された手をじっと見つめて……やがて、おずおずとシスティーナの手を取り、立ち上がった。

　そして、システィーナに手を引かれるままに、海の中へと入っていく。

　ざぶざぶと、白い宝石のように波がしぶいた。

「ルミア、リィエル、ちゃんと【トライ・レジスト】、付呪エンチヤントしてる？」

「それはもちろん。……焼けるのはちょっと嫌だもんね」

「わたしはやってない。……面めん倒どうだから」

　ぼそりとそんなことを呟くリィエルに、システィーナが即そく座ざに説教する。

「ダメよ、リィエル！　面めん倒ど臭くさがらないで、ちゃんと付呪エンチヤントしておかなきゃ！」

「……肌はだが焼けるくらい問題ない」

「それじゃせっかくの綺き麗れいな肌が台無しよ、もったいない。焼くにしたって、ちゃんと薬塗ぬらないと肌が傷いたむだけだし……ほら、私が付呪エンチヤントしてあげるから、じっとしてて」

「……ん」

　そして、そんな三人の下に、さらに……

「そこのお三方ー、私わたくし達と一緒にビーチバレーにでも興じませんー？」

「その……皆で遊べば、きっと楽しいよ……」

　手にボールを抱えた、とてもバランスの良いプロポーションのウェンディと、背せ丈たけの小こ柄がらさのわりには、そこそこ良好な成長を見せているリンまでやってきて──当然、二人とも水着姿で──

「……え、『楽園エデン』はここにあったのか……ッ!?」

　カッシュにロッド、そしてカイといった、クラスの男子生徒達は、そんな光景を前に、感かん涙るいの涙なみだを禁じえなかった。

「焦あせらずとも『楽園エデン』はいずれ俺達の前におのずと現れるから今日のところは退ひけ……全すべて、先生の言うとおりでした……」

「ごめんなさい、先生……俺達が……俺達が間違っていました……ッ！」

「なのに俺達ときたら、先生に散々呪じゆ文もんをぶつけて痛めつけて……ッ！　目先のことばかりしか考えられなくて……ッ！」

「ありがとうございます、先生……どうか、あの世で安らかに眠っていてください……俺達のこと、ずっと見守っていてください……」

　カッシュ達が見上げる青い空に、グレンの爽さわやかな微び笑しようが幻まぼろしのように浮うかんで……

「いや、生きてるから、俺」

　不ふ貞て腐くされたようなグレンの声が、自分達の世界に浸ひたっている男子生徒陣じんの背中に浴びせかけられた。

　他の水着姿の男子生徒達とは違い、いつものシャツにズボンにクラバット、ローブをだらしなく肩かたに引ひっ掛かけた格好のグレンは、砂浜に立てられた日ひ除よけの傘かさの下にシートを敷しき、その上にぐったりと寝ね転ころがっていた。

「勝手に殺すな。つーか、お前ら、そんなに俺が嫌きらいか」

「いえ、ただ、なんつーか、その……ノリで……」

「ところで先生は泳がないんですか？」

「馬ば鹿か野や郎ろう、泳ぎたくても身体が痛くて泳げないんだよ……まーだ、あちこち痺しびれているような感覚が残っててな……」

　黒くろ魔ま【ショック・ボルト】の呪文を手加減し、いくら生徒達の身体にダメージが残らないように優やさしく意識を刈かり取ってやっても、何度でも執しゆう念ねんで復活しては執しつ拗ようにかかってくる生徒達の決死攻こう撃げきを一晩中受け続けてきたのである。

　固有魔術オリジナル【愚ぐ者しやの世界】を使えば、あんなにてこずることもなかったのだろうが、流石さすがに、軍の現役時代に何人もの外げ道どう魔術師を仕留めた、血ち塗まみれの暗殺魔術を生徒達に対して振るう気にはなれない。以前、システィーナの決けつ闘とうを受けたときもそうだったが、それはグレンの意地のようなものだ。

「ったく、お前ら、全力でやりやがって……少しは手加減してくれよ……非殺傷系の呪文のはずなのに死ぬかと思ったぞ？」

「あ、あははは……色々すんません……」

　ぶつぶつと零こぼれるグレンの恨うらみ言に、流石に一同反論の余地がないようだった。

「まぁ、いい。今日は予備日、丸一日自由時間だ。好きなだけ遊んできな。ふぁ……俺はここで寝ねてるわ……なんかあったら……呼んでくれ……」

「わかりました！　先生！」

　だだだだっと、男子生徒陣が勢い良く海の方へと駆かけていく。

　そんな中──

「お前は行かねーのか？」

　グレンは寝転がりながら、近くに立っているヤシの木の木こ陰かげに目を向ける。

「当然でしょう。本来、僕らは遊びに来たのではないですから」

　そこにはギイブルが、木の幹に背中を預けるように座っていた。

　遊ぶ生徒達には目もくれず、なんらかの魔術の教科書を開いて読んでいる。当然のように水着姿ではなく、いつもの学院の制服姿だ。

「かってぇなぁ……お前、もうちょっと肩の力抜ぬけよ……」

「……ふん。余計なお世話ですよ」

　ギイブルは鼻を鳴らして、教科書に没ぼつ頭とうし始めた。

「やれやれ」

　グレンもとやかくは言わない。そのまま、本格的な居い眠ねむりに入ろうと目を瞑つぶる。

　と、その時である。

「先生～」

　ぱたぱたと、誰だれかが駆け寄ってくる気配。

「……ん？」

　誰がやってきたのかは声でわかってはいたが、一応、片目を開いて確かく認にんする。

　案の定こちらにやってきたのは、手を振ふりながら不器用に駆け寄ってくるルミアと……リィエルの手を引いて歩いてくるシスティーナ。いつもの三人だ。

「どうした、お前ら？　おうおう、なんともまぁ、眼福な格好してくれちゃって……」

　魅み惑わくの姿の三人を前に、グレンはニヤリと悪そうに笑った。

「じっ、じろじろ見ないでよ……」

　身体を腕うでで抱だくように隠かくし、不ふ機き嫌げんそうに身じろぎするシスティーナ。その頰ほおには仄ほのかに赤みが差している。

「あはは、もう、先生ったら……どうです？　この水着、似合ってますか？」

　フリルの水着姿のルミアが、グレンの前でくるりと無邪気に回ってみせる。

「ああ、滅め茶ちや苦く茶ちや似合ってるぜ。凄すげぇ可愛かわいい」

「ふふ、ありがとうございます、先生」

　嬉うれしそうに笑うルミア。

「白しろ猫ねこ、お前もなかなかセンスいいじゃねーか。気に入ったわ」

「う、うるさいわねっ！　べっ、別に貴方あなたに見せるために買ったわけじゃ──」

　グレンの何気ない賛美に、システィーナは頭がショートするんじゃないかと不安になるような勢いで、顔が真っ赤になっていった。

　この日のためにルミアとシスティーナの二人がわざわざ新調したその水着は、いずれも帝てい国こくの流行の最さい先せん端たんをいくデザインの水着だ。着用している本人達の卓たく越えつした器量も相まって、その一角はまるで天使と妖よう精せいの社交場のように華やいでいるようだった。

　流石のグレンも、そんな光景を前にしては、いつもの皮肉も憎にくまれ口も叩たたく気にはなれなかった。

　と、その時である。

　ルミアとシスティーナの様子を見ていたリィエルが、なぜかグレンの前に一歩出て、グレンを意味深にじっと見つめ始めた。

「……ん？　どうした、リィエル？」

「…………」

　少し胸を張り、リィエルは無言を貫つらぬく。何かを期待しているような気配だが……

「……おい、黙だまってちゃわかんねーぞ」

「…………なんでもない」

　すると、リィエルはすごすごと下がった。

　心なしか、ほんの少しだけ、しょげているような雰ふん囲い気きがあった。

「……？」

　そんな意味不明なリィエルの行動に首をかしげながらも、グレンは背中を向けてぷんすか怒おこっているシスティーナと、それを苦笑いで宥なだめているルミアに声をかける。

「ところで……お前ら、一体どうした？　皆みんなで遊んでたんじゃなかったのか？」

「あっ、それがですね。これから皆でビーチバレーでもしようっていう話になって……先生も一いつ緒しよにどうです？」

「ビーチバレー？」

　いかにもグレンが気乗りしなさそうに、ぼやいた。

「ビーチバレーねぇ……いや、別にそーゆーの嫌いじゃねーんだけどさぁ……俺、昨晩ずっとバカ共の相手していたせいで疲つかれてるっていうか……眠ねむいっていうか……」

「あ、あはは……お疲れ様です、先生。でも、そういうことなら、審しん判ぱんだけでもやってみませんか？　ほら、やっぱり皆で一緒に遊んだ方が楽しいと思って……私もその……先生と一緒に遊びたいなって……」

　可愛らしいことを言う教え子に、グレンはやれやれと頭を搔かいて立ち上がった。

「ったく、しゃーねーなぁ。そこまで言われちゃな……気は進まねーけど、審判くらいならやってやるか……」




　そして。

　砂すな浜はまに作られた、即そく席せきのビーチバレー場にて。

「どぉおりゃぁあああああああああああああ──ッ！」

　ネットを大きく上回る見事な跳ちよう躍やく、弓なりにしならせた身体からだから、グレンは全身のバネを余すことなく振るい、右みぎ腕うでを宙のボールへと叩きつける。

　刹せつ那な、敵てき陣じんへ容よう赦しやなく打ち込まれた弾だん丸がんスパイク。

　ロッドがブロックに飛ぶが、そのスパイクはブロックの上から打ち込まれている。

　咄とつ嗟さに、打ち込まれたスパイクにカイが飛びつこうとするが、当然、届かない。

「《見えざる──」

　セシルがボールの着ちやく弾だん地点を指さし、白魔【サイ・テレキネシス】──遠えん隔かく物体操作の呪文を唱えて、そのスパイクを拾おうとするが、それも間に合わない。

　ボールは砂浜を激しく爆はぜさせる勢いで、コート内をバウンドするのであった。

「ゲームセット！　先生のチームの勝利です！」

「──っしゃおらぁ!?　どぉだぁああ──ッ!?」

「うーん、先生のチーム、強いなぁ……」

　審判を務めたルミアの宣言に、グレンがガッツポーズをし、セシルが苦笑いする。

「……何が審判くらいなら、よ。ノリノリじゃない……」

　グレンの大人げない獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくに、システィーナがいつものようにジト目で、呆あきれ果てたように、ため息を吐ついた。

　グレンの姿は誰よりも砂まみれで汗あせだくだった。

「ふっ！　ナイスアシスト！　白猫！　ギイブル！　俺達の勝利だぜ!?」

「ふん、当然ですね。この僕がサポートしてるんだ。カッシュほどじゃないが、僕は運動だってでき──」

　眼鏡めがねを押し上げながら、ギイブルが得意げにそこまで言いかけて──

「──って、なんで僕までこんなことやってるんだ!?」

　いつの間にかビーチバレーに組み込まれていたギイブルの叫さけびが、砂浜に木霊こだました。

「まぁ、いいじゃんいいじゃん、人数足りなかったし」

　アタッカーとサポーターとレシーバーの三人一組で一チーム。ポジションは一ゲームごとにローテーションで、レシーバーのターンの人は白魔【サイ・テレキネシス】で相手のスパイクを拾ってもよい……それが魔術学院式ビーチバレーのルールだ。

「くっ、僕達は遊びに来たわけじゃないんだ！　こんなことやってる暇ひまがあったら──」

　肩かたを怒いからせて立ち去ろうとするギイブルの背中に。

「ほう？　逃にげるのか？」

　グレンは挑ちよう発はつ的な言葉を浴びせかける。

「まぁ、しゃーない。次の対戦相手は、クジの女め神がみ様の悪戯いたずらで出来上がってしまった、クラスでも屈くつ指しのチートチームだ。負けるのが嫌いやなら逃げるのは妥だ当とう──」

「う、うるさいっ！　そんなんじゃないっ！　いいでしょう！　そこまで言うなら最後まで付き合ってあげますよ！　どうせ僕がいるチームが勝つに決まってるんだッ！」

「はいはい、二人とも……せっかく遊んでいるのに喧けん嘩かしないの……」

　まったく、子供なんだから。

　システィーナがため息交じりにグレンとギイブルを仲裁する。

「でも、次の相手は本当に強敵ね……」

　ちらりと、システィーナは次の対戦チームに眼めを向けた。

　一人目は、人間離ばなれした身体能力を誇ほこるリィエル。

　二人目は、リィエルを除外すれば、クラスで一番運動能力に優すぐれるカッシュ。

　そして三人目は──

「お手て柔やわらかに頼たのみますね？」

　手を合わせて柔らかく微笑ほほえむ、クラスのおっとりお姉さん、テレサである。

　一見、運動とは無む縁えんそうな少女だが、白しろ魔ま【サイ・テレキネシス】のようなサイキック系白魔術の腕うで前まえはクラスでも随ずい一いちで、事実、先の魔術競技祭では大活躍だったし、このビーチバレーでもテレサがレシーバーを務めた際は、まだ一度も得点を許していない。

「ああ、本当に強敵だな……」

　グレンはにこやかな笑顔を送ってくる、ビキニ姿のテレサを見た。

　テレサは育っている。まだ十五、六歳の少女とは、とても思えないくらい健すこやかに魅惑的に、かつ豊満に育っている。テレサが跳とんだり跳はねたりする度たび、そのモデル顔負けにメリハリの利きいたカーブを描えがく肢し体たいはなんかもう色々とわがまますぎて、相対する男子生徒達の時は止まり、結果、為なす術すべもなくやられてしまうのだ。

「ひょっとして──アレは精神攻こう撃げき系、もしくは時間操作系魔術──？」

「……どこ見てるのよ？」

　生死を分かつ修しゆ羅ら場ばにて、敵の秘術の正体や弱点を考察する魔導士の顔となったグレンへ、システィーナがジト眼で不機嫌そうな声をかける。

「……な、何よ？」

　すると、グレンはテレサから視線をずらし、システィーナを不ぶ躾しつけに見つめて……

「……はぁ～～」

　露ろ骨こつに肩を落として、ため息を吐つくのであった。

「ど、ど、ど、どういう意味よ──ッ!?」




　……そんなこんなで、グレン達のチームと、テレサ達のチームの試合が始まった。

「先生！」

　システィーナが、しなやかに身体を伸のばしてトスを上げる。

「しゃおらっ！　死ねぇええええええええ──ッ!?」

　すかさずグレンが跳躍し、やはり大人げない全力のスパイクを敵陣に打ち込む。

　だが──

「《見えざる手よ》──ッ！」

　テレサがボールを指さし、呪じゆ文もんを唱えると、ボールは砂浜を叩く直前ぎりぎりで、ふわりと頭上に上がり──

「げっ!?　また拾われた!?」

「リィエルちゃん、行けッ！」

　悠ゆう然ぜんとカッシュがトスを上げて──さすが運動が得意なカッシュのトスは絶ぜつ妙みようで──

　やる気なさげに、リィエルがそれに合わせて跳んで──

「えい」

　ずどごむっ！　と、ボールがひしゃげる鈍にぶい音。

　どざぁあああ──ッ！　と、盛せい大だいに空高く上がる砂柱。

　気付けば、グレン側のコートのど真ん中に、ボールが半分以上めり込んでいた。

「……どうしろと？」

　頰ほおを引きつらせるグレン。

　リィエルを中心に大はしゃぎな敵陣とは裏腹に、グレンの自じ陣じんはお通つ夜や状態だった。

「……くそッ！　あんなハエ叩きみたいな動作で、なんなんだこの威い力りよく……ッ!?」

　ギイブルが悔くやしそうに舌打ちする。いつものスカした様子はどこへやら。この陽気にやられたのか、ゲームが進む度に、熱くなっていっているようだった。

「やっぱり、駄だ目めかしらね……今回は流石さすがに相手が悪──」

　苦笑いを浮うかべ、早々に諦あきらめをつけようとしたシスティーナだが……

「冗じよう談だんじゃない！　このまま負けっ放しでたまるか！」

　ギイブルの意外な反応に、システィーナが驚おどろいて目を瞬しばたたかせる。

「先生ッ！　僕がなんとしても拾うから、いい加減、決めてくださいッ！　さっきからあの体たらく……貴方あなた、それでも僕らの恩師ですか!?」

「へっ……そう来なくっちゃな……」

　グレンがにやりと笑った。

　いかなることでも、勝負事で熱くなるのは魔術師の性さがだ。ギイブルも例外ではない。

　最も早はや、趨すう勢せいは決した、そう思い込んでいるクラス一同の中──

「勝負はこれからだぜ」

　グレンがボールを砂浜から掘ほり出して、サーブを上げた。

　…………。

「よし、決めちまえ、リィエルちゃん！」

「えい」

　リィエルが殺人スパイクを打つ。

　砲ほう弾だんのようなボールが、グレン側のコートへ一直線に落ちてくる──

「来たぞ、ギイブル──」

「く──《見えざる手よ》──ッ！」

　応じて、ギイブルは全力で魔力を乗せて呪文を唱えた。

　コートのどこに来てもいいように、注意を広く構えておくと、リィエルのスパイクはそれを簡単にぶち抜ぬいて決まってしまう。だが、先ほどから観察するに、リィエルが狙ねらうのはコートのど真ん中だけ。それがわかっているなら、最初からそこだけに全力で注意を払はらって、呪文の用意をしておけば──

「「「「なっ、何ぃいいい──ッ!?」」」」

　リィエルのスパイクが、ギイブルの呪文に捕つかまり、ぎりぎりで頭上に跳ね上がって──

　リィエルが打って決まらないのは初めてだったため、カッシュ達の反応が遅おくれて──

「先生、お願い！」

　その隙すきにシスティーナが素す早ばやくトスを上げて──

「どっせぇえええい──ッ！」

　グレンが跳躍し、スパイクを打ち込む。

　上がる砂すな煙けむりと共に、グレンの放ったスパイクがコートを叩たたいた。

　おおおおおっ、周囲で観戦していたクラス一同が感かん嘆たんの声を上げる。

「先生、ナイッシュ！」

「おうよ！」

　ハイタッチするグレンとシスティーナ。どうだ、と言わんばかりの表情で荒あらい息をつきながら、リィエルを一いち瞥べつするギイブル。対するリィエルは、まさか止められるとは思っていなかったのだろう、目をぱちくりさせていた。

「お前もナイスプレーだったぜ、ギイブル」

　このワンプレイの立役者ギイブルに、グレンが親指を立てて見せる。

「……ふん。やっと一点取り返しただけじゃないですか……」

　するとギイブルは、つれなくそっぽを向き、額の汗を拭ぬぐった。

「ほら、次、来ますよ。とっとと構えてください」

　そんなギイブルに苦く笑しようするグレンとシスティーナ。

　そして、カッシュが打ったサーブが、グレン達のコート内へと落ちてくる……




「はぁ──はぁ──はぁ──」

　……試合後。

　全身、汗まみれ、砂まみれのギイブルがコートから少し離はなれた場所で蹲うずくまっていた。ギイブルは水着に着き替がえていないので、それはもう酷ひどい有様であった。

　だが、不思議と悪い気分ではなかった。

　今はもう、別のチームの試合が始まり、クラス中の注意はそっちに向いている。

　そんな喧けん騒そうから離れ、ギイブルが一人静かに息を整えていると……

「…………？」

　ふと、人の気配を感じ、ギイブルが顔を上げる。

　目の前にいたのはリィエルだった。

「……何か用かい？」

　ギイブルがぶっきら棒に問うと。

「あなた、凄すごかった。多分、ないすぷれー」

　ぼそりと、リィエルは眠ねむたげにそう言って、飲み物の入ったコップを差し出した。

　ギイブルはそれをじっと見つめる。

　つい先日までの自分なら、迷わずはね除のけただろう。

　何もかもがド素人しろうと臭くさいくせに、魔術師としては恐おそらく自分を圧あつ倒とう的に上回るだろうこの風変わりな転入生は、自分にとって敵だった。あの大たい剣けんの高速錬れん成せいを見た瞬しゆん間かん、敵かなわないと心のどこかで思い知らされ、それが単純に悔しくて、許せなかったのだ。

　だが、なんというか……まぁ、やっぱり自分もこの陽気に頭をやられたらしい。

　そう実感しながら、ギイブルはこう呟つぶやいて、大人しくコップを受け取った。

「ふん……負けないよ、君には。……今は勝てなくても、いつかね……」

「……ん。そう」

　熱く火ほ照てった肌はだに心地ここち好よい、風が吹ふいた。




　その日はクラス一同、散々遊び倒たおした。

　海から引き上げたら、観光街を練り歩いて。

　日が暮れたら、皆みなでわいわい騒さわぎながら砂すな浜はまでバーベキューをして。

　楽しい時間は飛ぶように過ぎ去っていく。

　そして──




「さて、と……」

　時分はすっかり深夜。就しゆう寝しん時間を大きく回り、外はすっかり暗い。

　大方の生徒達は、今日一日の遊び疲づかれで、すでに眠りについていた。

「だから、まぁ……ちょっと息抜きだ。……これくらい許してくれよ」

　誰だれへともなく呟きながら、グレンは夜の観光街を一人ぶらぶらと歩く。

　町の至る場所で、オイル式の街路灯やランプが炊たかれ、町はまるで夕方のように明るかった。新し物好きな富ふ裕ゆう層が好む最新式の照明設備であるガス灯ならまだしも、オイル式のランプでこの明るさを出すのは相当なものだ。

　オレンジ色に点々煌こう々こうと燃え揺ゆらめく無数の炎ほのおの光が町の陰いん影えいを絶え間なく揺らし、土つち壁かべの建物と街路樹で構成されるサイネリア島観光街は、この上なくエキゾチックな雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

　流石に昼間と比べたら人の数は疎まばらだが、お楽しみはこれからだと息巻く人達で、夜の観光街はお祭りのように賑にぎわっている。本格的なシーズンにはまだ早いこの時期でこの賑わいだ。シーズン中の隆りゆう盛せいぶりは想像もつかない。

　表通りにはオープンカフェや酒場が乱立し、客達が店前でたくさんのテーブルを並べては酒や料理を片手に、連れ合いや一ひと時ときの友人達との会話に花を咲さかせている。

　そんな公営店に負けじと、店と店の隙すき間まを埋うめるように様々な個人経営の屋台が立ち並び、揚あげジャガや串くし焼やき、腸ちよう詰づめの燻くん製せい、新しん鮮せんな魚ぎよ介かい類るいのスープに、海老えびのフリッター、ホットワインなど、思わず手を伸ばしたくなるような安料理を、道行く人達へひっきりなしに売り捌さばいている。

　活気があるのは飲食店だけではない。異国情じよう緒ちよ漂ただよう衣類、奇き妙みようなアクセサリーや木き彫ぼり細工を商あきなう、ちょっと怪あやしげな露ろ天てん商しようなども数多く軒のき先さきで商品を広げ、威い勢せいよく客引きをしており、ふと足を止めた客達が物もの珍めずらしい商品を前に大はしゃぎだ。

　グレンはそんな町の喧けん騒そうに背を向け、町の外へ。

　石いし畳だたみで舗ほ装そうされた道はいつしか、砂の道となり白砂すな浜はまの海岸へとやがて辿たどり着く。

　周囲に人ひと気けはない。ただ潮しお騒さいの音と、磯いその香かおりが静かに漂っている。

　絶え間なく寄せては引いていく波。淡あわく青に輝かがやくような白砂に沸わき立つ泡あわは、まるで波に打ち上げられた大量の真しん珠じゆのようだった。

　ダークブルーに染まった海と水平線。空には白銀に輝く三日月。

　月光が揺らめく波間を金剛石ダイヤモンドのように白く輝かせ、その光景はただただ幻げん想そう的だ。

「……はぁー、やれやれ……なんかもう、疲つかれた……」

　グレンは手近な木こ陰かげに腰こしかけ、さっき屋台で買った掌てのひらサイズの小さなブランデーボトルの蓋ふたを開け、ちびちびと晩ばん酌しやくを始めた。この極ごく上じようの風景を肴さかなに、ほんのちょっとだけ酒気を入れて、今日はいい気分で寝ねる……そんな目もく論ろ見みである。

　普ふ段だんのグレンは風景を楽しむなどという情じよう緒ちよ的な道楽とは無む縁えんの存在ではあるが、この風景だけは堪たん能のうしておかないと人生の損だ……そう思わせる光景だった。

　ちびちび、と。

　残りを惜おしむように少しずつ、口元をブランデーで湿しめらせながら、グレンはぼんやりとこれまでの旅程を振ふり返りながら、その光景を眺ながめ続けていた。

　そして、どれくらい時間が経たっただろうか。

「……ん？」

　人の気配が近づいてくる。

　まぁ、何しろ出不精の自分が無ぶ聊りようを慰なぐさめにやってくるくらいだ。別に他の誰かがここに来たって不思議ではない。

　だが、問題は──

「ほら、システィ、早く早く」

「ねぇ、ルミア……その……やっぱりまずいわよ……」

　遠くから聞こえてくる声に、どこか聞き覚えがあったことだろうか。

「すぐに戻もどれば大だい丈じよう夫ぶだよ。それよりも早く海、見よう？　絶対、物もの凄すごく綺き麗れいだよ？」

「海なんて、昼間、散々見たでしょう？　……あー、もう、貴女あなたって子は～っ！」

　案の定といえば案の定。

　やがて砂浜に現れたのは、ルミアとシスティーナ。それに……

「……一体、これから何をするの？」

　二人の後を雛ひな鳥どりのようについてきたリィエル。

「ふふ、皆で夜の海を見るの。今日は月が明るいから、きっと凄く綺麗だよ？」

「……そう。よくわからないけど」

　三人は離れた木陰に潜ひそむように腰かけるグレンに気付いていないようだった。

　そして。

「うわぁ……」

「……あ」

　波打ち際ぎわまでやってきたルミアとシスティーナの二人は、その雄ゆう大だいで幻想的な、夜の海の光景に圧あつ倒とうされていた。

「綺麗……」

「……本当ね……月夜の海がこんなに綺麗なものだったなんて、知らなかったわ……」

　緩ゆるく吹いている潮風が、少女達の髪かみや服の裾すそを揺らす。

「ね？　システィ。来て良かったでしょ？」

「……う。そ、それは、まぁ……確かに……でも、これとそれとは話が別よ、ルミア！　部屋をこっそり抜け出して海を見ようだなんて……」

　怒おこったようにシスティーナが言うが、ルミアは穏おだやかに笑うだけだ。

「あはは、システィも結局、止めきれずについてきちゃったじゃない。やっぱり、見てみたかったんじゃないかな？」

「…………う、ぐ」

　図星だったらしい。言葉に詰つまってしまうシスティーナ。

　そもそも止めきれずに、ここまでついて来てしまった時点で同罪だ。

「はいはい、私の負けね。はぁ……まぁ、せっかく規則を破ってまでこんなところに来たんですもの。堪能しなきゃ損ね……」

「うん、そうそう」

「もう……ルミア、貴女って本当に昔から、見かけによらずやんちゃなんだから……」

「ふふっ、ごめんね、システィ」

　ルミアは悪戯いたずらっぽく笑った。

「それにしても本当に綺麗だね。ウェンディやリン達も来れば良かったのに……」

「仕方ないわよ。あの二人、なんだかすごく眠そうだったし……」

　そして、二人は再びこの風景に魂たましいを奪うばわれ始める。

　やがて、ふと。

　先ほどから一言も発せずに押し黙だまりっぱなしのリィエルの存在を思い出したらしい。

「……リィエル？」

　不安になったのか、ルミアは背後にいるはずのリィエルを振り返った。

　その不安は杞き憂ゆうに終わり、いつもと変わらない様子のリィエルがそこにいた。

「……どう、かな？　リィエルにはやっぱり、退たい屈くつだった……かな？」

「…………」

　リィエルはルミアの恐る恐るな問いかけに応じず、無言。

　そんなリィエルの素っ気ない態度にルミアが再び不安を感じ始めた、その時だ。

「……そんなことは……ない」

　ぽつり、と。

　意外な言葉がリィエルの口から突ついて出てきた。

「……え？　リィエル」

「こんなの……初めて見た……なんだろう……よく、わからないけど……」

　迷うように。

　言葉を探すように。

　リィエルが一言、一言、言葉を一いつ生しよう懸けん命めい紡つむいでいく。

「……この光景は……飽あきない」

　月明かりによく目を凝こらしてリィエルの顔を覗のぞき込めば、リィエルは常に眠ねむたげに細められた瞳ひとみを、今だけはいっぱいに開いて、月夜の海を一生懸命見つめているようだった。

　そんなリィエルの様子に、ルミアは安あん堵どしたような、そして慈いつくしむ様な笑えみを浮うかべて言った。

「私ね、リィエルと知り合えて、とても良かったって、そう思う」

「……良かった？　わたしと会えて？　……どうして？」

　リィエルはほんの少しだけ不思議そうに瞳を揺らし、問い返す。

「うーん、なんだろう？　こういうのは理屈じゃなくって……」

　少し困ったようにルミアは笑って。

「あなたと、こうして友達になれたことが、とても嬉うれしいの」

「……ともだち……？」

　虚きよを突かれたように、リィエルが硬こう直ちよくした。

「……わたしと……ルミアが……ともだち……？」

「うん、そう。あ、もちろん、システィも入ってるよ？」

「ちょっと、ルミア……何よ、そのついで感」

「あはは、ごめんごめん」

　ぺろっと小さく舌を出して笑うルミア、呆あきれたようにため息をつくシスティーナ。

　そんな二人の様子を、リィエルは横目で眺めていて。

「……ともだち……よくわからないけど」

　戸と惑まどうように、言葉を切って。

「……嫌いやじゃない」

　そんなことを、いつものように感情の読めない表情で呟つぶやいて、再びリィエルは月夜の海へとぼんやり目を向けた。

　ルミアはそんな素っ気ないリィエルを見てにっこり笑って。

　何を思ったのか、靴くつと靴下をいそいそと脱ぬぎ始めた。

「……ルミア？　貴女、何を……」

　システィーナの問いに応じず、ルミアはぱしゃぱしゃと海の中へ入っていく。

「ちょっとちょっと、ルミア！　貴女、何やってるのよ!?」

　そして、ほっそりとしたその脛すねが海水に浸ひたるくらいのところで、ルミアが両手を大きく広げ、くるりと振り返る。

　金糸のような髪と、服のすそが、ふわりと広がった。

　満天の星を背に、月に照り返される海面に浮かぶ少女の無む邪じや気きな微笑ほほえみ。

　それは一種、侵おかし難がたいほどの神聖さと神秘さに満ちた光景だった──

「ふふっ、水がとっても気持ちいいよ……」

「こ、こらっ！　ルミア！　戻ってきなさいって！　服が濡ぬれちゃうじゃない！」

「大丈夫だよ、システィ。替かえの服は持ってきてるから」

「そ、そういうことじゃなくて……」

　なんと窘めたらよいものか。システィーナが一いつ瞬しゆん、逡しゆん巡じゆんしていると──

　きらきらと輝く銀の飛ひ沫まつが、宙を舞まう。

「……きゃあっ!?」

　輝く飛沫を受けたシスティーナが悲鳴を上げる。

　その冷たい感かん触しよくから、飛沫の正体が海の水であることをすぐに察する。

「あははっ！」

　ルミアが両手で足元の水をすくって、システィーナに投げかけたのだ。

　当のルミアは悪戯っぽく笑いながら、システィーナを見ている。

「や、やったわねーっ!?　もう許さないんだからっ！」

　怒ったような素そ振ぶりで、システィーナが靴を脱ぎ、靴下を脱ぎ捨てる。

　そして、システィーナは、一瞬、波打ち際で躊躇ためらうような素振りを見せたものの、すぐに迷いを振り払はらうかのように、海の中へと足を踏ふみ入れ──

「このっ！　このっ！」

「きゃっ！」

　ルミアへ向かって水を飛ばし始める。そんなシスティーナの表情は、怒っているというより、どこか嬉しそうに生き生きとしていた。

「……？」

　リィエルは、目の前で展開されるそんな二人のじゃれ合いを不思議そうに眺めていて。

　それに気付いたルミアがリィエルに声をかける。

「ほら、リィエルも一いつ緒しよに遊ぼう？」

「……遊ぶ？　よくわからないけど……水をかければいいの？」

「うん、そうそう」

「……ん。わかった」

　すると、リィエルは遠えん慮りよも躊ちゆう躇ちよもなく、靴も靴下も脱がず、海の中へ足を踏み入れた。

　ざぶざぶと乱暴に水を蹴けりながら、ルミアやシスティーナ達に並ぶ。

「ん」

　リィエルは長大な剣けんを柳やなぎの枝のように振り回す壮そう絶ぜつな腕わん力りよく──その細ほそ腕うでからは想像もつかない力──で、大量の水を撥はね飛ばした。

「きゃああああわぁぷっ!?」

　まるで桶おけに汲くんだ水をひっくり返したようなその一いち撃げきを、システィーナは頭から被かぶった。

「く、くぅうう……こ、このぉ……ッ！」

　一瞬で、ルミア以上に濡れ鼠ねずみと化したシスティーナが肩かたと拳こぶしをわなわな震ふるわせて……

「……？」
















「あはははっ！」

　きょとんとするリィエル、おかしそうにお腹なかをかかえるルミア。

　そして……

「ちょっと、二人とも、そこに直りなさぁ──いッ！」

　…………。

　……後はもう、少女達は無我夢中で水かけっこに興じていた。

　楽しげな笑い声。

　怒ったような叫さけび。

　時折上がる悲鳴。

　ひっきりなしに聞こえてくる水音。

　子犬や子こ猫ねこがじゃれ合うような、姦かしましくも微笑ましく少女達が戯たわむれる光景。

　きらきらと輝かがやく水の珠たまが空を舞まっている。

　まるで、波間に踊おどるように……

「……まったく、しょうがない連中だなぁ」

　グレンは、木に背中を預け、足を投げ出すような格好で座り込みながら、そんな光景をぼんやりと眺ながめている。

　ふと、無意識のうちに手が動いた。両の手の親指と人差し指を『く』の字に広げ、それを眼前で組み合わせて、長方形型の指の窓を作る。

　そして、その指の窓を通して、三人の少女が戯れる光景を改めて見つめた。

「……いい構図だ」

　ふっ、と口元を緩ゆるませて、指の窓を崩くずし、頭の後ろで手を組んで空を見上げる。

　すると暗幕に銀砂をまぶしたような星空が、グレンの視線を迎むかえ入れてくれた。

「……射影機、持ってくりゃ良かったかな……」

　射影機とは特とく殊しゆな銀試薬を塗と布ふした板に、レンズを使って風景を焼き付ける箱形の装置だ。光を操あやつる魔ま術じゆつと組み合わせれば、少々コツが要いるが、この暗くら闇やみでも撮さつ像ぞう可能だ。

　まぁ、あの少女達のように動いているものを撮像するにはとても向かないし、そもそもあんなに嵩かさ張ばる大きな箱、持ってくる余よ裕ゆうはなかったが。

　それでも、この一瞬を形にして切り取り、残しておいてやりたい。

　──素す直なおにそう思える光景だった。

「……さて」

　なんだか覗き見をしているようで、少し後ろめたさを感じるが……まぁ、ここの所、毎日、苦労しっぱなしだったのだ。このくらいの役得があってもいいだろう？

　グレンは勝手にそう結論づけ、かたわらに置いたブランデーの小こ瓶びんを手に取り、再びちびりちびりと口をつけ始めた。

　……不思議なものだ。銘めい柄がらを覚える気にもならない安酒だったはずなのに、なぜか今はそれが極ごく上じようの美酒のように感じられた。

　そして。

　濡れ鼠となった少女達が満足そうに海岸から去っていくまで。

　グレンは、微かすかなほろ酔よい気分と共に、その光景を見守り続けた。

　……。

　…………。




　…………。

　……。

「……ん？」

　耳をくすぐるさざ波の音に、グレンはふと目を覚ます。

　頭に少し霧きりがかかったような感覚を振ふり払いながら、周囲を見み渡わたす。

　人ひと気けのない海岸。木に背を預けるような格好の自分。

「……あぁ、寝ね入いっちまってたのか……」

　このサイネリア島周辺は、北東の万年雪連れん峰ぽうを越こえて流れてくる比ひ較かく的てき寒冷な気団が支配的なフェジテを含ふくむ帝てい国こく本土と異なり、島周辺を流れる暖流と島を通う霊レイ脈ラインの関係で夜でもそれなりに暖かい。その暖かさが心地ここち好よく、つい深く眠ってしまったようだ。

「やれやれ、俺としたことが……」

　油断、としか言いようがない。ほんのちょっぴりとはいえ、酒を入れたのも拙まずかった。

　もし、フェジテでこれをやったら今いま頃ごろ、寒さでガクブル震えていたことだろう。

「うわ、やっべ、もうこんな時間かよ？　う……まずい、旅籠はたごに入れるかな？　野宿は流石さすがに嫌だぞ……」

　懐かい中ちゆう時計で時刻を確認したグレンは慌あわてて立ち上がり、足早に歩き始めた。

　すっかり夜は深い。

　さっきまでは聞こえてきた町の方からの喧けん騒そうも、今はすっかり静まり返っている。

　煌こう々こうと灯ともされていた明かりも今はひどく疎まばらで頼たよりない。

　聞こえてくるのは、虫の声だけだ。

　グレンはひたすら旅籠への帰路を急ぐ。

　だが、ふと。

　行く先に人の気配を感じて、グレンは足を止めた。

「……？」

　目を凝こらして前方を注視する。

　あまりにも気配を隠かくす気がないし、殺気の類たぐいも感じられないから、危険な相手ではなさそうだが……それにしたってこんな真夜中に人がほっつき歩いているのも不自然だ。もちろん、自分のことは全力で棚たなに上げるが。

　グレンが注意深く前方から近づいてくる気配に注意を払っていると。

　やがて、闇やみの中から浮うかび上がるように現れたのは……

「……リィエル？」

　いつものように眠ねむたげな無表情のリィエルだった。

「どうしてここに？」

　リィエルはグレンの数歩前で足を止めて、そして言った。

「グレンが部屋にいなかったから探していた」

「いや……俺の部屋は別館だろ。どうやって……」

「忍しのび込んだ。潜せん入にゆう任務は得意」

　噓うそ吐つけ。お前が得意なのは潜入じゃなくて、突とつ入にゆうとか、強きよう襲しゆうとか、そんなんだろうが。

　色々突つっ込こみたいのを我が慢まんし、グレンが静かに問う。

「……俺の部屋には鍵かぎがかかっていたはずなんだがな？　返事がないのは眠っていただけかもしれないだろ？　どうやって俺が部屋にいないと確かく認にんしたんだ？」

「……ん。鍵、かかってた。だから、扉とびらを斬きり破った」

「ふっ……なるほどな」

　また、減給か。

　グレンは涙なみだをこらえ、クールさを装よそおいながらリィエルの脇わきを通り抜ぬけていく。

　リィエルが親鳥についていく雛ひな鳥どりのように、グレンに続いた。

「ルミアとシスティーナの二人はどうした？」

「ぐっすり寝ねてた」

「ったく、ずっとルミアのそばにいろって言ったろ？　護衛失格だぞ」

「わかってる。でも……グレンに会いたくて」

　そんなことをぼそぼそ呟つぶやくリィエルは、いつものように眠たげな無表情だ。色気もなにもあったものではない。

　だが、それでもグレンは、やれやれとため息を吐く。そんな風に言われてしまえば、いくら相手がリィエルだとしても、男としては怒おこるに怒れない。

　本来なら、これは憂うれうべき事態だ。護衛が別のことに気を取られ、護衛対象から離はなれるなどあってはならないことだ。

　だが、本命の護衛──アルベルトの存在を知った今、グレンはそれほど深刻には構えていない。今もあの男はこの島のどこかで、遠くからルミアの護衛をしているのだろう。

　あいつが居れば大だい丈じよう夫ぶ、そんな抜ばつ群ぐんの安定感が、アルベルトにはある。

　まぁ、すぐに戻もどれば問題あるまい。

「ほら、早く戻るぞ？」

「……ん」

　そして、二人は歩き始めた。

　白銀に輝く月が煌きらめく満天の星の下、二つの影が連れ立って動いていく。

「……なぁ、リィエル」

　自分でも野や暮ぼだな、と思いながら。

　グレンは、肩かた越ごしにちらりと背後のリィエルを見やりながら、ふと尋たずねた。

「楽しいか？」

「……？」

　リィエルがほんの微かすかな角度、不思議そうに首を傾かたむける。

「悪い。少々、質問を端折はしよりすぎたな。あいつら……ルミアやシスティーナ、そしてクラスの連中と、一いつ緒しよに過ごしながら、遊ぶのは楽しいか？」

　すると、リィエルは数すう拍はくの間を置いて、ぽつりと呟くように答えた。

「……よく、わからない」

　その表情は相変わらず、感情の色を見せない透とう明めいな無表情だが……どこか、戸と惑まどっているような……そんな雰ふん囲い気き。

「あいつらと一緒にいて、何も感じないのか？　何か物思うことはないのか？」

「グレンがわたしに何を期待しているのか、全然わからないけど」

　言葉を選ぶように、胸の内をさらうように、再び一拍置いて。

「……少しだけ。……あの二人と……皆みんなと、もっと一緒にいたい。……そう思った」

　それを聞いて、グレンはふっと口元を緩ませた。

「それが、きっと楽しいっていう感情なんだよ。大事にしろよ？」

「……よくわからない」

　まぁ、すぐに理解しろというのは無理だろう。なによりリィエルは外見以上にとても幼いのだ。外見的にはやや童顔の十代半ばの少女だろうが……その精神は、様々な要因が重なり、あまりにも未熟なままだ。

　だが、少しずつ、少しずつ、人の心の機き微びを理解していけば。

　ひょっとしたら、リィエルは肩かたまで浸つかった魔術の闇の世界から戻ってこれるかもしれない。もっと光の当たる場所で生きていくことができるかもしれない。

　だから。

「なぁ、リィエル。お前……この際、いっそ帝国宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団から足を洗わないか？」

　グレンは、ふと、そんな提案をしていた。

「まぁ、ちょっとごたごたするだろうが、その辺りは俺とセリカでなんとかしてやるからさ。例えば、このまま本格的に魔術学院の生徒にでもならないか？　そうすりゃ、ルミアとシスティーナ……あいつらとずっと一緒にいられるぞ？」

「…………」

　微かに、リィエルの表情が揺ゆれた……ような気がした。

「お前が、あんな血ち塗ぬられた闘とう争そうの世界にいる必要はねーよ。お前の兄貴は……そして、アイツは……お前に、そんなこと、望んじゃいない」

「あいつ……？　あいつって？」

「や、すまん。言葉のあやだ。気にするな」

「……そう」

　興味もない、といった風にリィエルは流す。

「とにかく、だ。お前が宮廷魔導士やってるのって、例の組織から亡命して、その成り行きだろ？　別にお前が魔導士をやり続ける義理も義務もないんだ。そろそろ足を洗って本当に学院の生徒にでもなっちまえよ。あの二人もさ、きっと喜ぶよ」

　すると、リィエルは不意に足を止めた。

　その気配を感じ取ったグレンも足をとめ、リィエルを振り返る。

　そして──

「それは……できない」

　ぽつり、と。リィエルは呟いた。いつものように感情の見えない眠たげな無表情で。

「……なんでだよ？」

　微かな失望と共に、グレンが問い返す。

「わたしは……戦わなければならないから。……グレンのために」

「リィエル……？」

「そう……わたしは……グレンのために生きると決めた……」

　普ふ通つう、それは殺し文句だ。貴方あなたのために。そう言われて、まったく嬉うれしくならない男はいまい。たとえ相手がリィエルのような幼い少女であったとしても。

　だが、リィエルは。

　リィエルだけに関して言えば、何かが、致ち命めい的なまでに、嚙かみ合ってない。

　グレンのために戦わなければならない。グレンのために生きる。

　そんなリィエルの言葉にグレンが感じたものは、ただただ『危うさ』だけだ。

「俺のためって……俺は、もうとっくに……」

　帝国宮廷魔導士団を辞めている。

　そんな言葉を塞ふさぐように、リィエルが珍めずらしく言葉を強く重ねた。

「だから、グレン。戻ってきて。グレンがいないと……わたしは……何のために生きているのか……何のために戦っているのか……わからない……」

　そんなことを、リィエルは視線を逸そらしながら……消え入るような声こわ色いろで呟いていた。

　その顔は、いつものような眠たげな無表情。

　だが、その姿にはどこか、親鳥を見失った雛鳥の印象が被かぶる。

「一年前……俺が突とつ然ぜん、お前やアルベルトに何も言わず、宮廷魔導士を辞めたのは謝る。これに関しては何の弁解のしようもない。俺は手前勝手な都合で、命を懸かけて人々のために戦う仲間達を見捨てて逃とう亡ぼうした……最低のクズ野や郎ろうだ」

　苦く渋じゆうに満みちた顔でグレンは淡たん々たんと言葉を紡つむいでいく。

「そんな俺がこんなこと言う資格はない。戻ってきてくれと言うお前を責めることなどできやしない。だが、あえて言わせてもらうぞ。お前は……肩を並べて戦う戦力としての俺を望んでいるんじゃないし、無論、俺に思し慕ぼの念を抱いだいているわけでもない。ただ……」

　一いつ瞬しゆん、躊躇ためらうように、言葉を詰つまらせて……

「お前は、俺を、お前の亡なくなった兄貴代わりにしようとしているだけだ」

　意を決したようにグレンは言い放った。

　その瞬間、びくり、とリィエルが肩を震ふるわせた。

「件くだんの組織にいた時……お前は兄貴を守るために戦ってたんだったな。だが、お前は守れなかった。だから、『今度こそ』。……俺はその兄貴の代わり、だ。そこにお前自身の希望や意思は介かい在ざいしない。あるのは、過去に取り憑つかれた妄もう執しゆうと惰だ性せいだけだ」

「…………」

「そもそも俺を守るために、俺に命の危険がある世界にいて欲しい……その発想が根本的におかしいんだよ。本ほん末まつ転てん倒とうじゃねえか」

「…………」

「だが、もう止やめろ、そんな歪いびつな生き方。何度も言うが、お前の兄貴はそんなこと望んじゃいない。ただ、お前の兄貴と……いや、お前の兄貴は……お前に、幸せに生きることを望んでいたはずだ」

「…………」

「多分、お前は今なら戻ってこれる。あんな魔術の世界で生きる必要なんてない。あいつらと一緒に、当たり前の日常を過ごせば……だから……」

　だが。

「……よくわからない」

　リィエルは……

「よくわからない。……わからない」

　ぶるぶると肩を震わせ、拳こぶしを割れんばかりに硬かたく握にぎり締しめ……

「……わからない……わからないよ！　グレン！」

　かつてないほど、激げつ昂こうしていた。

　しまった、と。グレンが歯は嚙がみした時には、もう何もかもが遅おそすぎた。

　きっと、今のこの話は……リィエルにとっての逆げき鱗りんだったのだ。

「グレンの言っていること、全然わからない！　なんでだめなの!?　グレンを守って戦うことの何がいけないの!?　どうして……どうして、わたしのそばにいてくれないの!?　ねえ!?　グレンがいないと……わたしは……わたしは──ッ！」
















　無表情を憤ふん怒ぬと悲ひ哀あいと困こん惑わくに歪ゆがませて、グレンに溢あふれる言葉を叩たたきつけて来る──

　グレンは、そんなリィエルの姿に驚きよう愕がくすると同時に……深い後こう悔かいの念に囚とらわれる。

（……これほどまでか？　これほどまで、コイツは歪だったのか……？）

　恐おそらく、この一年間、リィエルは兄代わりにしていたグレンがいないことに、ずっと葛かつ藤とうしていたのだ。その積もりに積もった鬱うつ屈くつが、今、グレンの不用意な発言に、とうとう爆ばく発はつしてしまったのだ。

（……認にん識しきが……甘かった）

　リィエルがグレンに対して抱いている感情は、善意でも好意でもなんでもない。

　その本質は、自身の全存在をかけた執しゆう着ちやく、過ぎた他者依い存ぞん。

　だが、それを弱さとあざ笑うなかれ。そこまでしないと、かつて件の組織に何もかもを奪うばわれてしまった過去の記き憶おくを持つリィエルは……自分という存在を保てなかったのだ。

　そして。

　グレンが、そんなリィエルになんて言ってやればいいのか迷っているうちに──

「……ひょっとして、あいつら？　あいつらのせい？」

　リィエルは──

「ルミアや、システィーナ達……あいつらがいるから……グレンは、戻もどってこれないの……？　あの学院の皆がいるから……グレンは……？」

　最悪の方向に思考を捻じ曲げていく──

「あいつらが……わたしから、グレンを奪ったの……？」

「待て！　どうしてそんな結論になるんだ!?」

　看過できず、グレンがつい声を荒あらげて叫さけんだ。

　よかれと思って勧すすめたことが完全に裏目に出てしまっては、無様に焦あせるしかない。

　だが、もう遅い。

「うるさいうるさいうるさいっ！」

　リィエルは首をぶんぶんと振ふり回し、グレンの言葉を拒こばんだ。

「みんな……嫌きらい……大っ嫌い！」

　最後にそう叫び、リィエルはいずこかへと、物もの凄すごい速度で駆かけ出した。

「待ってくれ！　リィエル！」

　手を伸のばすが、その小さな姿は、あっという間にグレンの視界から消えてしまう。

　駆け出した先は町のある方向とは違ちがう方向だ。今夜は宿に戻るつもりがないらしい。

「……リィエル」

　追うことも忘れ、グレンは手を伸ばしたまま、呆ぼう然ぜんとしていた。

　リィエルは……やはり自分とよく似ている。正義の魔法使いという目標を見失い、魔術に深い絶望を抱いた自分と。何かに依存していたという一点でよく似ている。もっとも……リィエルの場合の方がずっと深刻で根が深いだろうが。

「……正義の魔法使い、か」

　魔法を使って悪い魔王をこらしめ、誰だれも彼をも幸せにした童話の中の英えい雄ゆう。『メルガリウスの魔法使い』という物語の中には確かに存在した最高の魔法使い。

　かつての自分はそんな『魔法使い』になりたくて……童話の中の『魔法使い』のように、全すべてを等しく救えて、誰にも悲しい思いをさせない、そういう凄すごい存在に憧あこがれて、魔術をたくさん覚えれば、いつかそうなれると信じて、それで宮廷魔導士となって……

　だが、そんなグレンに突つきつけられたものは、魔術の悲ひ惨さんで血みどろな『現実』と……いくら努力しても、いくら必死に手を伸ばしても、手から零こぼれ落ちていく救えない者がいるという……そんな、当たり前で、非情極きわまりない『事実』だけだった。

　正義の魔法使いなんて──どこにもいない。

「うまく……いかねえなぁ……」

　ぽつりと、そんなことを呟つぶやいて。

　グレンは肩かたを落とし、深いため息を吐ついていた。








第五章　リィエル









　そして次の日、研究所見学の日がやってくる。

　午前中に軽めの食事を取ってから、グレンと二組の生徒達は観光街の旅籠はたごを出発。サイネリア島の中心部にある白金魔導研究所を目指し、ぞろぞろと歩き始めた。

　北東沿岸部の観光街周辺こそそれなりの開発と発展が進んでいるサイネリア島だが、実は島の敷しき地ちのほとんどは今もなお、手付かずの樹海であり、未知の領域でもある。

　その未知の領域の生態系は、未いまだ完全には摑つかめておらず、魔術学院や帝てい国こく大学の調査隊が定期調査に入るたびに、新種の動植物や魔ま獣じゆうの発見が報告されるほどだ。

　確実な安全が確保された島の北東沿岸部周辺と野外散策用のいくつかの例外区域を除き、島の大部分は今もなお、一いつ般ぱん人じん立ち入り禁止とされている。

　今回の『遠えん征せい学修』の目的地である白金魔導研究所は、そんなサイネリア島のほぼ中心部に設置されている。

　グレン達は北東沿岸部と中央部を繫つなぐ道を、島の中央を目指して延々と歩く。石いし畳だたみで舗ほ装そうされた、樹海を貫つらぬく道の左右には鬱うつ蒼そうと茂しげる原生林が踊おどっており、のびのびと手を伸ばす梢こずえが頭上を覆おおい隠かくし、僅わずかな木こ漏もれ日が道に細やかな光の切れ端はしを形作っている。

　舗装された道とはいってもフェジテのような精せい緻ちな石畳には程ほど遠とおく、自然の起き伏ふくがはっきりとわかるほど残っており、石の並びも雑で、歩きにくいことこの上ない。場所によってはまったく舗装されておらず、道なき道になっている領域すらある。

　軍生活の長かったグレンや、田舎いなか地方出身で学院に通うためにフェジテにやって来た数少ない例外の生徒を除き、基本的に都会っ子な生徒達は早くも音ねを上げ始めた。

「はぁー、はぁー、うぅ……」

「ぜぇ……ぜぇ……」

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶか？　リン。俺、まだ余よ裕ゆうあるから荷物持とうか？」

「……あ、ありがとう、カッシュ君……流石さすが、将来、冒ぼう険けん者しや志望だね……」

「ははっ、田舎者なだけさ」

「きぃいいい……どうして……高貴なわたくしが……このような……ッ！　馬車を回しなさいな……ッ！　馬車を……ッ！」

「ふん……随ずい分ぶん……だらしが……ないね？　……ウェンディ、君のような……お嬢じよう様さまには……荷が重かった……かな？」

「そういう……貴方あなたこそ……皮肉に……いつものキレが……なくってよ……ギイブル！」

　そして、苦労しているのはルミア達も同様である。

「はぁー……はぁー……はぁー……」

　息を切らし、額の汗あせを拭ぬぐいながら、それでも一いつ生しよう懸けん命めい歩を進めるルミアに、システィーナは気き遣づかうような声をかけた。

「……大丈夫？　ルミア」

「あんまり……大丈夫じゃ……ないかも。……システィは？」

「私も結構、きついけど……まだ、なんとか大丈夫……かな？」

　確かに言うとおり、システィーナの立ち振ふる舞まいには多少の疲ひ労ろうは見て取れるものの、息の上がり方は、クラス全体から見ると軽いほうだ。

「強いね、システィ……私、もうくたくただよ……」

「でも、変ね……私とルミアって体力的にそう変わらないはずだったのに……ひょっとして連日のアレが効いてるのかしら……？」

「……？　アレ？」

「え？　あ、ううん！　なんでもないよ!?」

　慌あわてたように首を振るシスティーナを前に、ルミアは不思議そうに首をかしげる。

「そ、それより、強いっていえば……やっぱり、この子でしょう？」

　話題を逸そらすように、システィーナがちらりと後ろを振り返る。

　するとそこには、すぐ後ろにぴったりとついてきているリィエルの姿があった。

　リィエルの様子はまったくいつも通りだ。生徒達の誰もが大なり小なり疲労を顔に見せる中、リィエルは相変わらずの眠ねむたげな無表情。息一つ乱さず、汗一つかいていない。そもそも息をしていないようにすら感じるほどの静せい謐ひつさだ。

「……流石は宮きゆう廷てい魔導士……軍の人間だわ……」

　ひそひそ、と。システィーナはルミアにしか聞こえない感かん嘆たんの声を上げる。

「でも、リィエル……無事で良かったよ……」

　話題がリィエルに移ったことで、ルミアは今朝のことを思い出した。

「朝、起きたら、リィエル、部屋にいないんだもん……」

「皆みんなで大おお騒さわぎして探しても見つからなくて、出発寸前にひょっこり現れたわね」

　システィーナも今朝の騒そう動どうのことを思い出し、ため息を吐いて、リィエルに首だけ振り返って言った。

「もう、あんまり勝手なことしちゃ駄だ目めよ？　リィエル。そんなことばっかりやってるとグレン先生みたいな人になっちゃうからね？」

「……………………」

　リィエルがシスティーナの注意を前に無言を貫いていた……その時だった。

「っ!?」

　雑に舗装された石畳に崩くずれかかった箇か所しよがあったらしい。ちょうど、その部分を踏ふんでしまったリィエルは、流石に転てん倒とうはしなかったが、がくりと体勢を崩した。リィエルにしては珍めずらしいミスだった。

「リィエル!?」

　自分の疲労も忘れ、ルミアは片かた膝ひざをついているリィエルに駆け寄った。

「……大丈夫？　ここら辺、足場が悪いよ？　気をつけて」

　そして、ルミアが心配そうにリィエルに手を差し伸べて……

　ぱちん。

　リィエルは差し伸べられたその手をはたいていた。

「……え？」

　何をされたかわからないという顔で、呆然とするルミア。

「……触さわらないで」

　どこか攻こう撃げき的に冷たくそう言い放ち、リィエルが立ち上がる。

　そして、思わず足を止めたルミアとシスティーナを置き去りにして、すたすたと歩き去ろうとする。

「……ちょっと待って、リィエル」

　流石に見過ごせず、システィーナが手を伸ばし、立ち去るリィエルの腕うでを摑んだ。

「何があったか知らないけど、今のは酷ひどくない？　ルミアは貴女あなたのことを心配して……」

　だが。

「……うるさい」

「え？」

「うるさいうるさいうるさいっ！」

　突とつ然ぜん張り上げられた声に、クラス全員が思わず足を止め、リィエルに注目する。

　あの大人しいリィエルが、こんなにも敵意むき出しな激しい声を上げるなんて。

　信じられない、という感情が、皆、その顔にありありと表れていた。

「関かかわらないで！　もう、わたしに関わらないで！　いらいらするから！」

「……っ!?」

「わたしは──あなた達なんか、大嫌い！」

　当のリィエルは一方的に子供のようにわめき立て、システィーナの手を振り払はらうと、ぷいっと二人に背中を向け、肩を怒いからせて歩き去っていく。

　後に残されたのは、呆あつ気けに取られて言葉を失ったルミアとシスティーナだ。

「……な、なんだんだ……？」

「あの三人って……昨日まで結構、仲……良かったよな……？」

「なんだかんだで打ち解けられたと思ったんだけど……」

「……何かあったのかしら？」

　ひそひそと。

　そんなルミア達の様子を気まずそうに窺うかがいながら、生徒達が口々に囁ささやき合う。

「……っ！　なんなの!?　リィエル、貴女は一体──」

　頭に血が上ったらしいシスティーナが一言抗こう議ぎしようと、そのリィエルの背中を追って駆かけ出そうとして……

「！」

　その腕をルミアが摑んでいた。

「ルミア？」

　振ふり返れば、ルミアは悲しそうな顔で左右に顔を振っていた。

「何があったのかわからないけど……今はそっとしておいてあげよう？」

「……貴女がそう言うなら」

　納なつ得とくはしていないが、システィーナは気を落ち着かせるように深く息を吐いた。

「でも、本当に一体、何なの？　昨日の今日であの態度……わけがわからないわよ」

「……ねぇ、システィ」

　憂うれいと悲ひ哀あいに彩いろどられた表情で、ルミアが言葉を続ける。

「やっぱり、嫌いやだったのかな……？」

「！」

「リィエルは……私達と住んでいる世界が違ちがうのに……私は勝手にあの子を振り回して……本当は嫌だったのに、今まで無理して付き合ってくれてただけなのかな？　私……お節せつ介かいだったのかな……？」

　悲しげにそんなことを言うルミアに。

「そんなことねーよ」

　いきなり背中から、ぶっきら棒な言葉がぶつけられ、ルミアとシスティーナがびっくりしたように振り返る。

　すると、そこにいたのは移動隊列の殿しんがりを務めていたグレンだ。今の騒さわぎで全体的に足が止まったせいで、ルミアとシスティーナに追いついたのである。

「先生……」

「礼を言わせてくれ。あの社会性・協調性・一いつ般ぱん常識ゼロの社会不適格娘むすめに、今までよく付き合ってくれたな。……ありがとな」

「そんなこと……私はただ……」

「で、同時に謝らせてくれ。実は昨晩、俺が余計なこと口走って、リィエルを怒らせちまってな……あいつ、ちょっと不安定になっちまったんだ。……すまん」

「すまんって……リィエルのあの調子は貴方の仕し業わざだったわけ!?」

　途と端たん、システィーナが眉まゆを吊つり上げた。

「ひょっとしてまさか、朝、あの子が部屋にいなかったのも貴方のせいなの!?　まったくもう！　一体、どんなデリカシーのないこと言ったのよ!?」

　全すべての合が点てんがいったとばかりに、システィーナがグレンを責めたてる。

　だが……

「……………………」

「あ、あれ……？」

　グレンはいつものような子供じみた言い訳や屁へ理り屈くつを一いつ切さいこねず、ただ気まずそうに、申し訳なさそうに、押し黙だまるだけだ。そんな叱しかられて落ち込んだ少年のような顔をされると、システィーナも怒るに怒れない。

「……あいつはさ、子供なんだよ」

　ぽつり、と。グレンが零こぼす。

「見た目はお前達と同じくらいのなりをしちゃいるが……心はまだほんの小さな子供なんだ。そうならざるを得なかった特とく殊しゆな生おい立ちなんだ……」

「生い立ち……それって……？」

　思わずシスティーナの口から突ついて出た言葉に先んじて──

「詳くわしいことは聞かないほうがいいんですよね？」

　ルミアが察したようにそう返した。

「察しが良くて助かる。あいつに良くしてくれたお前達に噓うそはつきたくないからな」

　うぐ、と。リィエルの過去について根ね掘ほり葉は掘ほり聞きだそうと思っていたシスティーナは、ルミアとグレンのやり取りを前に言葉を詰つまらせていた。

「……ん？　どうした？　白しろ猫ねこ」

「な、なんでもないわよ！」

「……？　まぁ、いい。とにかく、そういうわけでさ。あいつに対して、これで愛あい想そを尽つかさないで欲しいんだが……その……難しいかもしれんが……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　ルミアがグレンを安心させるように笑う。

「今までずっとうまくいってたのに、突然、拒きよ絶ぜつされてちょっとびっくりしただけです。こんなことでリィエルを嫌きらいになったりはしません」

「私達は大丈夫です。それよりも先生、リィエルと早く仲直りしてくださいよ？　まったく先生のやることなすこと、いっつもこっちにシワ寄せが来るんだから……もう！」

　つん、とそっぽを向くシスティーナ。つんけんしてはいるが、その不器用な気き遣づかいは素す直なおにありがたい。

　いい子達じゃないか。片方はその……生意気だが。

　独りよがりな考えかもしれないが、やっぱりリィエルはあんな血ち生なま臭ぐさい闇やみの世界で剣けんと魔ま術じゆつを振るうより、こいつらと一いつ緒しよに日向ひなたの世界にいた方がいい。いて欲しい。

　そんなことを漠ばく然ぜんと思うグレンだった。




　それから、二時間ほどが経過した。

　切り立った崖がけに面した道を蛇だ行こうし、谷間にかかったつり橋を渡わたり、冷たく透すき通った水の流れる渓けい谷こく沿いに進み……一行はとうとう、白金魔ま導どう研究所へと辿たどり着く。

「……ったく、こんな僻へき地ちに研究所なんか建てるなっつーの……」

　グレンも流石さすがに疲ひ労ろうを感じてきたのか、毒づきながら正面の研究所を見上げる。

　白金魔導研究所は、そのすぐ背後を切り立った崖から流れ落ちる圧巻の滝たき、両側を原生林に囲まれた神しん殿でんのような建物だった。研究所正門前広場は開けており、前後左右に間かん隔かくを空けて規則正しく並んだ正方形の敷しき石いし達、疎まばらに生えた水生の樹木達、そして敷石と敷石の間は絶えず綺き麗れいな水が浅く流れている。

　常に耳をくすぐる水の流れる音、滝つぼから常に上がる水みず煙けむりが神殿の足元を微かすかに白く曇くもらせ、空に輝かがやく太陽の光をきらきらと照り返し、七色の虹にじを鮮あざやかに纏まとうその風景。観光用の景勝地としてもまったくおかしくない絶景だった。

「しっかし、ここまで浮うき世よ離ばなれしてると研究所見学っつーより、古代遺い跡せき調査にやって来たっていう気分だな……」

　目の前の現実感のない光景に、グレンはついそんなことを口走ってしまう。

「はぁ……はぁ……もうだめ……」

「つ、疲つかれた……」

　その周囲では、すっかりくたびれた生徒達が座り込んだり、靴くつを脱ぬいで流れる水に足をつけていたりしている。

　リィエルは集団から少し離はなれた場所で、何をするでもなく立ち尽くしていた。

「えーと、ひぃ、ふぅ、みぃ、……ちゃんと全員いるな？　はぐれた奴やつはいねーな？」

　グレンが生徒達の人数を繰くり返し確かく認にんしていた、その時だった。

「ようこそ、アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院の皆みな様さま。遠路はるばるご苦労様です」

　グレン達の前に、ローブに身を包んだ一人の男が現れた。

　歳としの頃ころ、四十、五十の初老の男だ。頭の天辺はすっかり禿はげ上がり、残った髪かみや口元に生やす髭ひげにも白いものが見え隠かくれしている。だが、いかにも好こう々こう爺や然としており、不思議と親しみやすい雰ふん囲い気きを持っていた。

「私はバークス＝ブラウモン。この白金魔導研究所の所長を務めさせていただいている者です」

「や、あんたがバークスさんか」

　グレンが額の汗あせを拭ぬぐいながら背筋を正し、バークスに向き直った。

「アルザーノ帝国魔術学院、二年次生二組の担当魔術講師グレン＝レーダスだ。本日はうちのクラスの『遠えん征せい学修』へのご協力、心から感謝します。生きつ粋すいの研究型の魔術師であるバークスさんにとっちゃ、ヒヨコどもが所内をほっつき歩くなんて鬱うつ陶とうしくて仕方ないでしょうが、まぁ、今日明日は我が慢まんしてください」

「いえいえ、いいんですよ」

　グレンの微び妙みように丁てい寧ねいじゃない物言いにも機き嫌げんを損そこねず、バークスは朗ほがらかに応じた。

「ここにいらっしゃる皆様がたは、帝国の将来を担になう魔術師の卵達。そんな彼らの糧かてとなり血肉となるならば、これ以上のことはございません」

「はは、あんた、人格者だな。俺だったら面めん倒どう臭くさくってやってられませんよ」

　グレンは苦笑いをしながら肩かたを竦すくめた。

「それでは、早さつ速そく参りましょう。グレンさん、生徒達をまとめて私の後についてきてください。私が研究所内を案内いたします」

「は？　まさか……あんた自ら研究所見学の引いん率そつをやってくれるっていうのか!?」

　ぎょっとしたように、グレンがバークスを見る。

「いや、流石にそれは気が引ける……あんたも自分の魔術研究で忙いそがしいだろうに……別にあんたが直じき々じきにやらんでも、誰だれか係の者でも手配してくれれば……」

「いいんですよ。私としても魔術の研究ばかりでは気が滅め入いりますし、たまには若者と触ふれ合うのも良いものです。それに私の権限ならば、普ふ段だんは立ち入れない区画をご覧いただくこともできます。やはり我らが帝国の未来を担う若者には、最高のものを見ていただき、たくさん学んで欲しいものですから」
















「……ま、……マジっすか？　まさかそこまでしてくれるとは……いや、ありがとうございます、ホントに」

　流石のグレンも、このバークスの厚こう遇ぐうには恐きよう縮しゆくせざるを得ない。

　そして、そんなやりとりを傍そばから見ていたシスティーナは、浮うき足立つような気分を覚え、ルミアに興奮気味に話しかけた。

「ねぇねぇ、聞いた？　ルミア。今回の『遠征学修』なんだか凄すごいことになりそう！　最新の魔術研究を見られるなんて、物もの凄すごい幸運よ！　普ふ通つうは最新と銘めい打うっても、一、二世代前の研究しか見学できないのに！」

　だが。ルミアはどこか不安げな表情で押し黙っていた。

「……ルミア？　どうしたの？　何かあった？」

「……え？　ううん、なんでもない、なんでもないよ？　あまりにも待遇が良いから、驚おどろいちゃっただけ。バークスさんって凄くいい人だよね？」

「そうね。生きつ粋すいの研究型の魔術師で、ここまでの人格者は中々いないんじゃない？」

　そう、だから気のせいなのだ……と、ルミアは自分を納なつ得とくさせた。

　ルミアはバークスの名前こそ魔術論文などで知っていたが、バークス自身とは何の面識もない。実際に会うのは、今日が初めてだ。

　だから。

　バークスがグレンとのやりとりの最中、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、氷のように冷たい目で自分を見ていたような……そんなのは、きっと気のせいなのだ。

　そんな根こん拠きよも確証もない不安を打ち明けて、これからの研究所見学を楽しみにしている親友に心配をかけるわけにはいかない。

　ルミアは気のせいと自分に言い聞かせて、努めて忘れることにした。




　バークスに引率される形で、グレンと生徒達は白金魔導研究所内を見学して回る。

　白金魔導研究所はまさしく『水の神殿』という形容がぴたりと当てはまるだろう。

　室内、通路問わず、水路が張り巡めぐらされた所内は、とにかく、どこもかしこも清らかな水が流れ、清せい浄じような水の匂においに満ちている。そして、建物内だというのに、樹木や植物が無節操に群生し、緑の生命力が肌はだで感じられるほどに空間を満たしていた。ヒカリ苔ごけもそこかしこに生えているのだろう。薄うす暗ぐらいはずの建物内は窓もランプの炎ほのおもないのに、不思議なくらいに程ほどよい明るさを保っている。そして、一定距きよ離りごとに黒光りする石のモノリスが立ち並び、その表面を何らかの術式が走っている。複雑すぎて読み取れなかったが、恐らく所内環かん境きようを一定に保つための式だろうと、システィーナは踏ふんだ。

「白金術……白魔術と錬れん金きん術じゆつの複合術。この術分野が主に扱あつかうのは、皆様もご存じの通り生命そのもの。ゆえに研究には新しん鮮せんな生命マナに満たされた空間が常に必要とされます。だからこのような有様になっているのです。まぁ、少々歩きにくいのはご愛あい嬌きよう」

　そして、バークスは研究所内にある様々な研究室を、生徒達を連れて練り歩く。

　辺り一面に様々な品種と効能の薬草畑が広がる、薬草品種改良を試みている部屋。

　岩や結けつ晶しようが法ほう陣じんの上に並ぶ、鉱物生命体を開発している部屋。

　多種多様の動植物が収められた巨きよ大だいなガラスの円えん筒とうが所ところ狭せましと並ぶ、生物の肉体構造に関する研究をしている部屋。

　複数の動植物を掛かけ合わせ、合成魔獣キメラを生み出す研究をしている部屋。

　巨大なモノリス型魔導演算器が何台も据すえられ、人や動物などの膨ぼう大だいな遺伝情報や魂たましい情報の解かい析せきを行っている部屋。

　……次々と見て回ったどの研究室でも、恐おそらく超ちよう一いち流りゆうの魔術師であろう研究員達が、脇わき目めもふらず作業や研究に没ぼつ頭とうしていた。

「……すげぇな」

「ああ……凄い」

「これは……圧巻ですわね」

　生徒達は設備と環境の関係で、普段なら見ることも触れることすらもない、まったく別分野の魔術研究の数々を前に、皆みな、圧あつ倒とうされてしまっているようだった。

「……本当に凄いわ。まさか、人がここまでできるなんて……」

　それはシスティーナも例外ではなく、先ほどから研究員の一人がパイプオルガンのような魔導装置を呪じゆ文もんで注意深く制せい御ぎよしながら、生物の細さい胞ぼうとその情報を極ごく微び小しようレベルで操作するさまを、興味深げに眺ながめている。魔導装置のそばには魔ま晶しよう石せきの石板がそびえており、細胞の操作結果とその画像が、光の魔術で投とう影えいされていた。

　システィーナは、それをかじりつく様に注視しながら、隣となりのルミアに声をかける。

「私は将来、魔導考古学を専せん攻こうするつもりだけど……これを見ると……ちょっと心が揺ゆらいじゃうわね……ルミアはどう？」

「私は、ほら……研究者じゃなくて、魔導官かん僚りよう志望だから」

　そして、ルミアはシスティーナだけに聞こえるように、そっと耳打ちする。

「それに……ここを見ていると……なんか、気が引けちゃって」

「……気が引ける？」

「その……人がこんな風に命を好き勝手に弄いじくって、本当にいいのかな……って」

　ルミアの素直な物言いに、システィーナは思わず息を吞のむ。

　そう、それは恐らく生徒達の誰もがあえて考えないようにしていただけで……きっと、誰にとっても図星だったことなのだろう。

　確かに、この研究所で目にしたものは、綺麗で神秘的なものだけではなかった。

　生み出されたはいいが、結局ガラス円筒の中でしか生きられなかったという魔造生命体ホムンクルスの標本を見学した時は、言い知れぬ罪悪感や後ろめたさを覚えた。思わず目を背そむけたくなるような、グロテスクな造形の命の出で来き損そこないの標本もあった。流石に現在は凍とう結けつされているらしいが、かつては人を殺すことだけを目的とした戦争用の合成魔獣キメラ兵器を作り出す研究もあったらしい。その研究内容の概がい要ようと経けい緯い、結末が展示室に展示されていた。

　生命を弄もてあそぶ行こう為いに対する背徳感。神を冒ぼう瀆とくするような、傲ごう慢まんな行為。ルミアが気が引けると言うのも無理のない話だった。

　だが、それでも生命の神秘探求は魔術の永遠のテーマの一つだ。一度その禁断の果実に触れれば、人である以上、そして魔術師である以上、どこまでも貪欲な知的好こう奇き心しんはとても押さえきれない。人が生命神秘の研究の歩を止めることは、もう永えい劫ごうにないのだろう。

　なにせ普段、魔術嫌ぎらいを標ひよう榜ぼうしているあのグレンですら、その魅み惑わくに勝てず、思わず研究に見入っているほどだ。これにはシスティーナも驚きを禁じえなかった。

「そっか……これが過ぎると外げ道どう魔術師とかいうのに堕おちていくのね……」

　極ごく上じようの神秘の数々を前に高こう揚ようする心を抑おさえ、システィーナは苦々しく呟つぶやく。

「人間である以上、知を求めるのは仕方ないと思う。でも、やりすぎないようにしなきゃね。自分が何を、何のためにやってるのか……忘れちゃだめだと思う」

「……うん、そうね。吞のまれないように気をつけないとね」

　気を落ち着けるように、システィーナは深く息を吐はく。

「でも、なんていうか……やっぱり、流石さすがに『あの研究』はここでもやってなさそうね……まぁ、当然といえば当然なんだけど」

　重苦しくなった雰囲気を変えるように、システィーナは冗じよう談だんめかして言った。

「あの研究って、何？　システィ」

「あー、うん。えっとね、死者の蘇そ生せい・復活に関する研究。かつて帝国が大々的に立ち上げた一大魔術プロジェクトがあってさ、確かそのプロジェクトの名前は……ええと──」

「……『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』」

　突とつ然ぜん、背後から第三者の声が割って入った。

　システィーナとルミアの二人がぎょっとした表情で振ふり返れば、そこには相変わらず好々爺然とした顔のバークスが立っていた。

「まさか学生さんの口からその言葉を聞けるとは……よく勉強していらっしゃる。あなたのような優ゆう秀しゆうな若者がいれば帝国の未来は明るいですな」

「いえ、そんな……たまたまです！　それにすみません、失礼なこと言っちゃって！」

　慌あわてて恐縮するシスティーナ。

　なぜシスティーナが謝るのかわからないルミアは、ふと浮かんだ疑問を口にする。

「あの……バークスさん。その『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』とは……一体、どういうことなのでしょうか？」

「はて？　どういうこと、とは？」

「いえ……死んだ人間の蘇生・復活は理論的に不可能だって授業で習ったので……」

「ふふ、マーヴェルのコスモゾーン理論からの派生論、死の絶対不可逆性ですな？」

　にっこりと笑ってバークスが応じる。

「確かに仰おつしやるとおり。生物の構成要素は肉体たる『マテリアル体』、精神たる『アストラル体』、霊れい魂こんたる『エーテル体』の三要素なのですが……死を迎むかえた生物は、その三要素が分ぶん離りし、それぞれがそれぞれの円えん環かんに還かえります。すなわち『マテリアル体』は自然の円環へ、『アストラル体』は集合無意識の第八世界……意識の海へ、『エーテル体』は輪りん廻ね転生の円環、摂せつ理りの輪へと回帰します。ゆえに──」

　バークスは少しだけ間をおき、ルミアをまっすぐ見つめながら言う。

「生物の死後、『アストラル体』が意識の海に溶とけ消え、『エーテル体』が次の命へと転生する以上、死者の蘇生は不可能──これが死の絶対不可逆性です。今のところ、この死の絶対不可逆性を覆くつがえす魔術はございません。それゆえに、この死者蘇生計画たる『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』……通つう称しよう『Reリ──」

「『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』ってのはな、要するに、さっきバークスさんが言ってた生物の三要素を別のもので置き換かえて、死者を復活させようという試みなんだよ」

　突然、なぜかグレンがバークスの言こと葉ば尻じりを奪うばうかのように割って入っていた。

「復活させたい人間の遺伝情報から採取した『ジーン・コード』を基もとに、代だい替たい肉体を錬金術的に錬成し、他者の霊魂に初期化処理を施ほどこした『アルター・エーテル』を代だい替たい霊魂とし、復活させたい人間の精神情報を『アストラル・コード』に変へん換かんして代替精神とする。そして、最終的にこの代替肉体、代替霊魂、代替精神の三要素を一つに合成し、本人を復活させる……かいつまんで話せば、そんな術式だ……」

「って、ちょっと、先生！　説明はありがたいんですけど、今、バークスさんがお話ししてるでしょ!?　横から割り込みなんて失礼です！」

「おっと、失礼。なーんか興味深い話してっから、つい……」

　むぅ～っと怒おこってみせるシスティーナを、グレンがへらへらと宥なだめる。

「あー、話の腰こし折っちゃってすんません、バークスさん……」

「いえいえ、構いませんよ。それにしても流石は学院の現役講師殿どの。説明が理路整然としていて、私が説明するより話が早かったでしょうな」

　好こう々こう爺や然と笑うバークスや、苦笑いのグレンを尻目に、ルミアは一人物思う。

　死者蘇生計画『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』。

　要するに、コピーとコピーとコピーを掛け合わせてコピー人間を作るということだ。コピーだらけで復活させる本人と同質のものがどこにも存在しない。

「でも……それって、復活って言えるんでしょうか？」

「確かにこの方法で蘇生させた人間は、厳密な意味で本人とは言えません。けれど、周囲の人間にとっては失ってしまったはずの人間が、寸分変わらない姿形と人格記き憶おくを持って戻もどってくる……そういう意味での有用性が唱えられたのです。これが成れば、偉い大だいなる英えい雄ゆうや優秀な人材が不ふ慮りよの死を迎えても、まったく同じ能力、同じ姿形を持つ者を、すぐに復活させることができる……として」

　ルミアは少し肌はだ寒ざむさを感じた。もし自分が死んだとして……自分とは違ちがう別の自分を、システィーナ達がルミアとして扱って接するとするなら。もしくはその逆は。

　想像すればするほど、それは、どこか歪いびつでおぞましいもののように思えてくる。

「あなたの不安はよくわかります。恐らくあなたが感じていることは、プロジェクトの前後を通して常に議論が重ねられたことですから。帝てい国こく国教会の司祭達ともよく討論になりました。一時はレザリア王国の聖エリサレス教会も出張ってくる有様でした」

　確かにそうだろう。命は神の生み出したものであり、生き抜ぬいた果てに死後の祝福と来世への希望を唱える新旧エリサレス教の教義を、真っ向から否定するような研究内容だ。信心深い宗教家との間に、相当の確かく執しつや混乱があっただろうことは想像に難かたくない。

「でも、ご安心を。このプロジェクトは結論と致いたしましては、失敗に終わりました。なぜなら研究が進むうちに、魔術言語『ルーン』の機能限界という絶対的な問題にぶつかってしまいました。結果、プロジェクトは呆あつ気けなく破は棄きされる運びとなったのです」

「……機能限界、ですか？」

「左様」

「それって、一体どういうことなんですか？　当時の術式構築技術が足りなくて作れなかったとか、そういうことではないんですか？」

　ルミアが不思議そうに問い返す。

「ルミア。ルーン語が、この世界で生み出された最初の魂が発した音色……『原初の音』に近く作られた言語だというのは覚えているな？」

　すると、そのルミアの疑問に応じたのはグレンだった。

「あ、はい。ルーンが『原初の音』に近い言語だからこそ、その詠えい唱しようには特とく殊しゆな発声術が必要ですし、私達が表層意識上は意味を理解できなくても、深層意識下でちゃんと意味を理解できるんでしたよね？　ただ、『原初の音』に近いと言っても、しょせん人が作った言葉だから、天使言語や竜りゆう言語と比べると、かなり杜ず撰さんだって……」

「ああ、そうだ。よく覚えてたな。で、話を戻すが、そのルーンを組み合わせて、魔術関数を作成し、その魔術関数を組み合わせて、魔術式を作るわけだが……ルーンじゃ、どこをどうやっても先の三要素を一つに合成する関数と式が構築できなかったんだ。これは術式構築技術の不足というわけじゃなく、ルーンという杜撰な魔術言語そのものが抱かかえた問題で、ルーン語のポテンシャル・スペックでは、その術式を成すことは不可能であるという証明までされちまった。これが、魔術言語ルーンの機能限界ってことだ」

　そこまで一気に説明して、グレンが肩かたを竦すくめる。

「要するに、だ。どんなに腕うでの良い刀とう剣けん鍛か冶じ師しでも、鋼はがねを材料にしては、鋼より剛ごう性せいと[image: 靭]じん性せい、共に大きく勝まさる真銀ミスリル製の盾たてを叩たたき斬きれる剣けんは作れないってことだ」

「はっはっは、なかなかお上手なたとえですな、グレン先生」

「それにもう一つ、致ち命めい的な問題があったな。むしろ、こっちの方が大問題だ」

　お褒ほめの言葉をさらりと流し、さらにグレンが淡たん々たんと言葉を続ける。

「復活に必要な三要素の一つ……霊魂体の代替品『アルター・エーテル』だが……これを作製するには、何の関係もない複数の他人から霊魂を抽ちゆう出しゆつして加工・精せい錬れんするしか手段がなかったんだ」

「え!?　それって……まさか……」

「そうだ。一人復活させようとすれば、別の誰だれかが何人か確実に死ぬ。こんなことが許されるはずがない。神ならぬ人間に、生きるべき者の取しゆ捨しや選せん択たくする権利なんてねえんだ」

「いやはや、グレン先生に良いところをすっかり持って行かれてしまいましたな。そういうわけで様々な問題が噴ふん出しゆつし、このプロジェクトは封ふう印いんされることになったのですよ」

　バークスはにこやかに笑いながら、しゃしゃり出てきたグレンの説明を補足した。

「まぁ、どこかの魔術結社が、このプロジェクトを盗ぬすみ出し、稀き代だいの天才錬れん金きん術じゆつ師しを使って、なんと完成に漕こぎ着けた……などという眉まゆ唾つばものの逸いつ話わもございますが」

「そう言えばありましたね、そんな噂うわさ。都市伝説レベルの話ですけど」

「……先生？」

　ルミアは、今の一瞬、グレンが深刻な表情で押し黙だまったことに気付いた。

「……いや、なんでもないさ」

　ぷいっと、素っ気なくそっぽを向いてしまうグレン。

　ルミアは、グレンが作り出したそんな微び妙みような空気を払ふつ拭しよくしようと、バークスに形だけでも質問を投げかけた。

「あの……これは単なる興味本位なんですけど……もし、その『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』を本当に成功させようとしたら……一体、何が必要になるんでしょうか？　その、犠ぎ牲せい者しやの問題とかは解決したとして……」

「ほう？　あの絶対不可能の烙らく印いんを押された『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』に挑いどみますか？」

「あ、いや、そういうのではなくて、本当にただの興味本位で……」

　慌てたようにルミアが手を振る。

「いいんですよ、それでも。我々はすでに魔ま術じゆつ的な常識に深く囚とらわれ、そういうことを足元から見つめなおす機会もなくなってしまっています。やはり、若い視点というのは、うらやましいものですな」

「あ、あはは……そんな……」

　照れたようなルミアを前に、バークスが口元に手を当て、少し考える。

「ふむ……そうですね……不可能と言われる『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』を成功させるには、大きく二種類の方法が考えられますな。まず一つは、固有魔術オリジナルです」

「……固有魔術オリジナル？」

「ええ、そうです。固有魔術オリジナルとはその人が持つ独自の魔術特性パーソナリテイ……魂たましいの在り方を応用した魔術です。固有魔術オリジナルは往々にして理論上不可能な術式を成しあげてしまうことがある。もし、『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』に特化した魔術特性パーソナリテイを持つ人物がいたのなら……その人物はきっと成功させることができるでしょう」

「でも、そんな人物が現れるのって、天文学的確率じゃないんですか？」

　思わずシスティーナが横よこ槍やりを入れた。

「ははは、ごもっとも。そして、もう一つは……ルーン語以上に『原初の音』に近づいた魔術言語を使用すること。例えば、竜言語や天使言語。これらの言語はルーン語よりも圧あつ倒とう的に『原初の音』に近い、とされています。達成の可能性は充じゆう分ぶんにあるでしょう」

「でも、竜言語や天使言語は、人間が魔術言語として扱あつかえるものじゃないし……」

「左様。だから、竜言語や天使言語以外で、かつ人間が扱えるルーン語以上の魔術言語があれば……まぁ、この前提がそもそもおかしいですね」

　バークスは含ふくむように、くっくと笑った。

「す、すみません。益やく体たいもないことを聞いてしまって……」

「いいんですよ。こうして若い人達と話をしていると、私も若返るような気がします。それもあなた達のような、とても美しいお嬢じようさんなら、なおさら、ね」

「そ、そんな……」

「あはは、お上手ですね、バークスさん」

　ルミアとシスティーナが照れたように、はにかんだ。

「さぁ、お話はこれくらいにして、次の部屋へ参りましょう。今日はまだまだ、あなた達にご覧になっていただきたい場所がたくさんあるのですから……」




　次から次へと目の前に現れる神秘の数々、尽つきぬ驚おどろきの連続。将来何らかの形で魔術に関かかわる道を志す魔術学院の生徒達にとって、実に有意義な一ひと時ときであった。

　時間はあっという間に流れ、研究所見学が終わった時は、もうすでに夕方。

　名残なごり惜おしい思いを抱いだきながらついた帰路、見学の興奮冷めやらぬ生徒達は悪路を踏とう破はする疲ひ労ろうも忘れてひっきりなしに魔術議論に花を咲さかせ、いつの間にか北東沿岸部の宿舎に到とう着ちやくした時には、もうすっかり日が落ちて暗くなっていた。

　自由時間の開始である。元気のある者は町へ食事を取りに行ったり、露ろ店てんを冷やかしに行ったり、疲つかれた者は宿舎の部屋へ休きゆう憩けいに戻ったりと、生徒達は幾いくつかのグループを作って思い思いに行動を開始し始めた。

　リィエルはそんな生徒達からぽつんと一人離ばなれ、何をするでもなく、宿舎の建物の前に立ち尽くしていた。その背中はいつも以上に小さく感じられた。

　そんなリィエルを見かねたルミアは、意を決してリィエルに声をかける。

「ねぇ、リィエル。私達、これから町に食事に行こうかと思うんだけど、よかったら一いつ緒しよに……」

「……やだ」

　だが、リィエルは露ろ骨こつに拒きよ絶ぜつして、いずこかへと歩き去ろうとする。

「リィエル……」

　悲しそうにその背中を見つめるルミア。

　微かすかな苛いら立だちを表情に浮かべ、その背中を睨にらみつけるシスティーナ。

　そして、そんなリィエルに、ずかずかと歩み寄る者がいた。

「おい、いい加減にしろよ、リィエル」

　グレンだった。

　流石さすがにこれ以上は看過できなかった。仲なか違たがいはともかく、リィエルがこんな調子ではルミアの護衛という至上目的にまで支障が出てしまう。場合によっては叱しかり飛ばすことも辞さない覚かく悟ごで、グレンがリィエルの肩を摑つかむ。

「いつまで一人で拗すねて──」

「うるさい！」

　だが、リィエルはグレンの手を振ふり払はらって、逃にげるように駆かけ出した。道行く人を撥はね飛ばしながら、路地裏に飛び込み、そのまま、あっという間に姿を消してしまう。

「……ちっ。あの馬ば鹿か……」

　さて、どうしたものか。グレンがリィエルの対応に頭を悩なやませていると。

「追いかけてあげてください、先生」

　ルミアがそんなグレンに声をかける。

「私達は大だい丈じよう夫ぶですから。それよりも今はリィエルです。私達が追いかけても、多分、逆効果でしょうから……今は、先生がリィエルのそばにいてあげてください」

「……すまんな」

　グレンとしても、今の情じよう緒ちよ不安定なリィエルは放ほうっておけない。

「ちょっと、リィエルと話をしてくるわ」

　そんなことを言い残して。

　グレンもリィエルを追って、駆け出した。




「はぁ──はぁ──はぁ──」

　激流のように後方へ流れていく風景の中で。

　リィエルは沸わき起こる衝しよう動どうのままに、ひたすら走りながら物思う。

　なんだろう。もやもやする。息が詰つまる。胸が苦しい。目め尻じりが熱い。

　わたしは病気にでもなったのだろうか。

　答えの出ない疑問がぐるぐると胸の中を渦うず巻まき、ちっとも晴れる気配がない。

　悲しそうな顔をしたルミア。

　怒おこったような顔をしたシスティーナ。

　彼女達にそのような目を向けられると……どうしてこんなに胸が重苦しくなって、目尻が熱くなって、不快で最悪な気分になるのだろうか。

　ひょっとして、自分は何か間ま違ちがったことをしてしまったのだろうか。

　……関係ない。あいつらのせいで、グレンはわたしのもとから去って行ったのだ。

　わたしからグレンを奪うばったやつらと一緒にいられるわけなんてない。

　悪いのはあいつら。あいつらなんだ。

　だから、わたしは、きっとあいつらが大だい嫌きらいなんだ。

　だから、あいつらと今まで一緒にいたときに感じた、心地ここち好よい感覚なんて、噓うそだ。

　だから、こんなに胸が苦しいのは気のせいだ。気のせいに決まっている。

　……でも。

「なら、なんで……こんなに苦しいの……？」

　同じことを何度も何度も繰くり返し考えながら、リィエルは駆ける。ひたすら駆ける。

　何かから逃げるように。思考の袋ふくろ小路こうじを振り切るかのように。

　ただ、ひたすらに。




　……そして。

　リィエルは走るままに、北東沿岸部観光街のさらに北ほく端たん。

　旧開発地区へと辿たどり着いていた。

　この辺りは、昔こそ観光地として開発が行われていたものの、後に諸事情により開発が放ほう棄きされ、今では人っ子一人いないゴーストタウンだ。

　ランプの灯火一つない辺りは真まっ暗くら闇やみ。

　そんな寂さびしく死んだ町を、リィエルはひたすらあてもなく歩いていく。

　やがて、リィエルはふらふらと徘はい徊かいするままに、捨てられた旧港へと辿り着いていた。

　波が打ち寄せては波は止と場ばを叩たたきつけ、水みず飛沫しぶきが空を舞まう。

　寒々しく吹ふき荒すさぶ潮風は、リィエルの肌はだを容よう赦しやなく痛めつけた。

　眼前に広がるのは、真っ暗な深しん淵えん色をたたえた海。今、この瞬しゆん間かん、どのような怪かい物ぶつが海の底から現れてもおかしくない──そんな、原初的な恐おそろしさを秘ひめた暗黒の領域。

　どうしてだろう。

　昨晩、ルミアやシスティーナと一緒に見た夜の海は、あんなに綺き麗れいだったのに。

　今では膝ひざが震ふるえんばかりに、ただただ恐ろしいだけの、魔ま物もののような海だった。

　もう、あんな綺麗な月夜の海を見ることはできないのだろうか。

　そんなことを不意に思った、その途と端たん──

「……ぅ」

　なぜか。

「……ぐすっ……ぅう……」

　リィエルは。

「なん……で……どうし……て……？」

　目尻から自然と涙なみだを溢あふれさせ、嗚お咽えつを零こぼしていた。

　大声を上げて泣きじゃくりはしない。

　だが、次から次へと、とめどなく溢れる涙は止まる気配を見せない。

　一体、なんなのだろう。この胸が押し潰つぶされそうな感覚は。

　わたしはおかしい。

　任務で、あの学院にやってきて、あの二人と一緒に過ごすようになってから、何かがおかしい。何かがズレている。前はこんな感覚、感じたこともなかったのに──

　リィエルは一人、静かに泣き続ける。

　…………。

　……そして。

　それは、突とつ然ぜんのことだった。

「……泣いているのかい？　リィエル」

　リィエルの背後から声が響ひびいた。どこかで聞いたような気がする声だった。

　それにしても、声をかけられるまで自分に接近する何者かに気付かなかったなんて……今の自分は本当にどうかしているらしい。

「──誰だれ!?」

　リィエルは素す早ばやく振り返り、その振り向きざまに身を屈かがめて地面に手を当て、即そく座ざに大剣けんを錬成し──

　刹せつ那な、轟と旋せん回かいした剣先の先に佇たたずんでいたのは、白衣型ローブを着用した青年だった。

　そして、その青年の髪かみは帝てい国こくでは珍めずらしい鮮あざやかな青色だった。

（……え？）

　自分は、この青年を……どこかで見たことある……ような？

「……だ、誰なの!?　あなたは一体、誰!?」

　だが、思い出せない。

　思い出そうとすると霧きりのように記き憶おくと思考が白く霞かすみ、青年の正体を摑ませない。

　理由のわからない焦しよう燥そうに駆られ、リィエルは震える剣先を青年に突つきつけたまま、嚙かみ付くように誰すい何かする。

「酷ひどいなぁ。僕のことを忘れるなんて……まぁ、久しぶりだから仕方ないのかな？」

「答えて！　あなたは……あなたは一体、誰!?　なんで、わたしを知ってるの!?」

「……大丈夫だよ」

　今にも逆上して飛び掛かからんとばかりに吠ほえるリィエルとは裏腹に、青年はどこまでも柔にゆう和わで穏おだやかな微び笑しようを崩くずさない。リィエルを心から信じている……そんな雰ふん囲い気きだ。

「君は、僕が誰だか知っているはずだ。よく思い出してごらん……」

「…………」

　リィエルは青年の顔を注視する。

　その目鼻。仕草。表情。やっぱり、見覚えがある。

　一体、いつだったか。どこで会ったか。

　□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□。

　……そして。

　その答えは……なぜか、不意に心の奥底から、ぶくりと泡あわのように、浮うかんだ。

「……兄さん？　まさか……兄さんなの？」

　自分で自分の呟つぶやきに驚おどろきながら、リィエルは青年を見つめる。

　すると、青年はにっこりと笑って……

「そうだよ、リィエル。久しぶりだね。……ずっと、君に会いたかった」

　そんなことを言った。




「……ち」

　薄うす霧ぎり漂ただよう夜の森、その奥、その深き暗闇の中で。

　黒尽ずくめの外がい套とうに身を包み、腕うで組ぐみをして大木に背を預けていた男──アルベルトは忌いま々いましさのあまり、思わず舌打ちを零していた。

　アルベルトがいるその場所は、北東沿岸部観光街の西、進入禁止領域の樹海。

　そこでアルベルトは遠見の魔術を多重起動マルチ・タスクしながら、ルミア達の監かん視しを行っていた。

　リィエルがルミア達から離はなれたので、そちらにも魔術の目を監視に向けたのだが……

「……そう来たか」

　敵の組織……天の智ち慧え研究会は、その隙すきを見み逃のがすつもりはないらしい。

　しかし、今回も律りち儀ぎに仕し掛かけてくるとは、連中の手の長さには心底恐れ入る。

　──グレンがリィエルの元へ駆けつけるには、もうしばらくかかる。

　──俺が動いた方がいいだろう。

　そう判断して、アルベルトが観光街へ向かって駆け出そうとするが──

「……ふん。流石さすがに手が早い。いや、俺が甘かったと言うべきか」

　即座にアルベルトは足を止め、周囲に油断なく警けい戒かいを払い始めた。

　周囲にはいつの間にか、露ろ骨こつな人ひと払ばらいの結界が張られている。しかも音遮しや断だん術式のおまけ付きだ。これでは結界内で何が起きようと、誰も気付けないだろう。

　こんな辺へん鄙ぴな場所に、無関係の人間がわざわざやってくるはずもなかろうに、仕掛け人は随ずい分ぶんと用心深い性質たちらしい。

　──そして。

「ふふっ……今こ宵よいはお一人様なのでしょうか？　アルベルト様……」

　どこか危険な熱を感じさせる妖よう艶えんな女の声が、辺りに響き渡わたった。

「なら、今夜はこの私のお相手を務めていただけません？　私、今日はどうにも身体からだが火ほ照てって仕方ありませんの……お付き合いいただけるのであれば……」

　アルベルトの後方、樹木の陰かげからそっと姿を現したその女は──

「熱く燃えるような一夜の夢、背徳的で退たい廃はい的な法ほう悦えつの一ひと時ときをご提供いたしますわ……」

「生あい憎にくだがな」

　アルベルトが洗練された無む駄だのない挙動で、振ふり向きざまに左手の指を振るう。

　すでに詠唱済みスペル・ストツクにしていた呪じゆ文もんが時間差起動デイレイ・ブートされ、黒魔【ライトニング・ピアス】の輝かがやく雷らい閃せんが、女へと真まっ直すぐ、夜よ闇やみを切り裂さいて疾しつ駆くする。

　女はそれを跳ちよう躍やくでかわし、近くの巨きよ木ぼくの枝の上にふわりと優ゆう雅がに降り立った。

「俺は貴様のような安い売女ばいたに興味はない。失うせろ」

「あん、つれないお方ですわね……それに酷いですわ。女性はもっと絹を触さわるように優やさしく扱あつかってくださいな」

「貴様が出てくるとはな。天の智慧研究会、第二団《地位》アデプタス・オーダーが一いち翼よく、外げ道どう魔ま術じゆつ師しエレノア＝シャーレット」

「あら？　私の位階、割れてしまいましたか？　軍の方々もなかなかやりますこと」
















　アルベルトの鷹たかの如ごとく鋭するどい双そう眸ぼうが見み据すえる先に佇む女──エレノアは、闇にすっと朱しゆを引くように、妖あやしい笑えみを零していた。

「貴様が出てくるという事は、またあの王女絡がらみで碌ろくでもない事を画策しているのだろうが、そこまでだ。貴様には此こ処こで即そく、退場してもらう」

「あらあら、せっかちなお方。据すえ膳ぜんの女性を前に、我を見失ってがっつく男性は嫌きらわれますわ。そう急せかさずとも……」

　エレノアがぼそりと呪文を唱え、ぱちん、と一つ指を打ち鳴らす。

　するとアルベルト周辺の地面から、何者かが次々と土肌を突き破やぶって這はい出してきては立ち上がり、アルベルトを取り囲んでいく。

　途端、腐ふ臭しゆうが、死臭が、漂い始める。

　爛ただれた肌、所々剝むき出しの骨。一目でわかる、その現れた何者かは皆みな、死人だ。

　しかも、なぜか全員女性。どういうわけかあずかり知らぬが、エレノアによって召しよう喚かんされたのは、女性のみの死者の群れだった。

　全員、女性──それがエレノアの歪ゆがんだ狂きよう気きの一角を表しているかのようだった。

「このように、私達、綺麗どころ一同、精せい一いつ杯ぱいのお持てなしをするご用意が整っておりますわ……」

「……死霊術師ネクロマンサーが」

　唾だ棄きするかのようにアルベルトが言い放ち、その眼光が鋭くエレノアを射い貫ぬいた。

「いいだろう、外道。相手をしてやる。……だが、俺は女の好みには煩うるさいぞ？」

「ふふ、アルベルト様に悦よろこんでいただけるよう、精一杯ご奉ほう仕しさせていただきますわ──いざ」

　そして、エレノアが口早に呪文を唱えていく。

　エレノアの呪文に応じて、死者の群れが一いつ斉せいにアルベルトへ押し寄せる。

「ふん、《吠えよ炎ほのお獅し子し》──」

　呼応して、アルベルトが一節のルーンで呪文を唱える。

　アルベルトの左ひだり腕うでが燃え上がり……

　深き暗くら闇やみの樹海の一角で、巨きよ大だいな火柱が上がった。




「うそ……兄さん……そんな……なんで……？」

　愕がく然ぜんと、呆ぼう然ぜんと……リィエルは目の前の男を見つめていた。

　かつて、守りたくて、そして守れなかった人が……見失っていた目標が、代わりを探していた目的が……今、そこに、目の前に、ある。

「あなたは……兄さんは……確かに……死んで……あいつに殺されて……」

「……あいつ？　あいつって誰だい？」

「…………そ、それは」

　リィエルは押おし黙だまる。そうだ。兄を殺したあいつは誰だったか。

　□□□□。

　駄だ目めだ。思い出せない。その記憶は白く染まっている。

「僕が誰に殺されたなんてどうでもいいじゃないか。君にとって重要なのは、兄である僕がこうして再び君の前に現れた……ということだろう？　違ちがうかい？」

　そうだ。名前も思い出せないあいつのことなんかどうでもいい。

「兄さん、どうして……なんで生きているの？　兄さんは確かに……」

「確かに僕は、君と共にあの組織を脱だつ走そうする計画が組織側に漏もれてしまったあの日、組織の者の手にかかった。でも、その時の君は動転して気付かなかったんだろうね。僕にまだ息があったってことを」

　そう、あの日。兄が死んだ、あの日。

　あの日は──□□□□が兄の□□□を□□□、私は□□□□□□□□□□□□□□……

　□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□。

「ぐぅ……」

　頭が痛くなってくる。記憶に妙みような空白がある。変だ。

　グレンが昔のことはあまり考えるなと口を酸すっぱくして言うし、実際、考えようとすると、なぜか頭が痛くなるから考えないようにしていたが……何か、おかしい、気がする。ほんの二年前のことのはずなのに……ここまで思い出せないものなのだろうか？

「だ、大だい丈じよう夫ぶかい？　リィエル。あの時のことは、君にとってもショッキングな事件だったんだ……気分が悪くなるようなら深く考えない方がいいよ？」

「う……ん……」

　気き遣づかわしげな兄の言葉に、リィエルは考えるのをやめた。

　いや、考えなければいけない……心のどこかでそんな警けい鐘しようが微かすかに鳴っているが、考えると頭が痛くなるのでそれを無視した。

　それに、リィエルにとっては、兄の言葉は何よりも優先すべきことだから。

「そ、それで……兄さん……どうして……ここに……？」

「そんなの決まっているじゃないか。君に会いに来たんだよ、リィエル」

　兄は穏やかな表情のまま、言葉を連ねていく。

「二年前、君は奇き跡せき的にうまく帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま道どう士し団へ亡命でき、自由を手にすることができた。でも、僕は失敗して……今でも組織の奴ど隷れいだ」

「そん……な……」

　兄の言葉に、リィエルは胸が潰つぶれてしまいそうなほどの罪悪感を覚えた。

　もし、兄の言うことが本当ならば……かつて兄を守ると誓ちかった自分は、今の今まで、一体、何をやっていたのだろうか？

「に、兄さ……ご、ごめ……ん……わたし……知ら……なくて……」

「謝らなくていいさ。君が悪いんじゃない。だけど、もし、君が僕に後ろめたさを感じてくれているというなら……」

　縋すがる様に、懇こん願がんするように、その青年は言った。

「……僕を助けてくれ、リィエル」

　その言葉に、リィエルの目が僅わずかに見開かれた。

「……助ける？」

「君も知っているだろう？　あの組織において、裏切り者がどのような扱いを受けるか……僕はもう耐たえられないんだ……僕がこうして生かされているのは、たまたま組織にとって利用価値のある能力を持っているからに過ぎない……」

「で、でも……助けるって……わたしは、どうすればいいの？」

　その能面に隠かくしきれない動どう揺ようを浮かべ、リィエルが恐おそる恐る問う。

「ルミア＝ティンジェル、だ」

「！」

　返ってきた兄の言葉に、リィエルは顔色を蒼そう白はくにして固まった。

「今、組織はとある計画を動かしている。その計画には、ルミアという少女が必要で……そして、彼女を守るグレンという魔術講師が邪じや魔まだ。排はい除じよしなければならない」

　いくらリィエルでも、今、兄が言わんとしていることがどういうことかわかる。

「僕に協力してくれ、リィエル。あれから従順に組織に尽つくして二年……組織は僕にチャンスをくれたんだ。ルミアの身み柄がらを押さえて、とある計画を成功させれば……組織は僕に自由をくれることを約束してくれたんだ」

「あぁ……ぁ……ぁ……」

　つまり、それは、グレンを、ルミア達を、裏切れということだ。

　そして恐らくそれを聞き入れれば……二度とこちら側に帰ってこれなくなるだろう。

　……なぜだろうか。

　グレンの呆あきれ顔が、ルミアの悲しそうな顔が、システィーナの怒おこり顔が脳のう裏りに浮うかぶ。

　なんで、こんなに怖こわいと感じるのだろう。

　兄のためならどんなことでもできるはずだったし、実際にかつての自分はそうやって生きていたではないか。今さら何を恐れることがある？

　たまたま、グレンは兄に少し似ていたから兄の代わりにしていただけ、ルミアは任務だったから一いつ緒しよにいただけ、システィーナに至ってはオマケに過ぎない。

　だけど。なのに。

　彼らを裏切ることを──どうして、これほどまでに怖いと感じてしまうのか。

　自分は兄のために生きていたのではなかったのか。

　それ以外のことなど、実はどうでもいいと思っていたのではなかったのか。

「う……ぁ……ぁ……わたし……は……」

　リィエルは頭を抱かかえて、兄から後ずさりしていく。

　足元が崩ほう落らくしていくような感覚。

　兄の眼めを見つめていると、まるで自分が自分でなくなっていくような……

　そして。

　そんなリィエルに、兄は悲しそうに呟つぶやいた。

「リィエル……君は、僕を守ってくれるんじゃなかったのかい？　また、僕を見捨ててどこかに行ってしまうのかい……？」

「ぁ……」

　その言葉で。

　今、リィエルの心のどこかで、何かが壊こわれたような感覚があった。

「……わ、わたしは……」

　リィエルの口から何か決定的な言葉がついて出ようとした──その時だった。

「リィエル！　その男から離はなれろっ！」

　突とつ然ぜん、辺りに鋭するどく威い嚇かくするような怒ど声せいが響ひびき渡わたり、疾しつ風ぷうのように駆かけて来た人ひと影かげが、リィエルとリィエルの兄の間に割って入る。

　その人影は、両りよう袖そでに腕うでを通さず羽織ったローブをばさりと翻ひるがえし、兄に相対した。

「……っ!?　グレン＝レーダス!?」

　リィエルの兄は驚きよう愕がくと怯おびえの混じった表情で、突然の乱入者を見み据すえた。

「ほう？　俺のことを知っているか……お前、天の智ち慧え研究会だな？」

　名前を言い当てられたグレンは眉まゆを吊つり上げ、威い圧あつするような低い声こわ色いろで、リィエルに接せつ触しよくしていた男へ問いを投げつける。

「い、いや……僕は……」

「言い訳はいらねえ。大体、そのローブはあのアホ組織の第一団《門》ポータルス・オーダーの礼服だ。俺がそのクソったれな格好を見間違えるかよ。それに……」

　グレンはその男の顔を透すかし見るように睨にらみつけた。

「件くだんの組織の構成員なら体のどっかに短たん剣けんに絡からみついた蛇へびの紋もんが刺青いれずみしてあるはずだ。とりあえずボコッてから確かく認にんさせてもらう。間違ってたら土下座でもしてやるさ」

「う……」

　グレンのその言葉に、男は顔を青ざめさせ、明らかに狼ろう狽ばいしていた。

　その余よ裕ゆうのない様子に、グレンはほぼ間違いなくクロだと確信した。

「ったく、お前ら天の智慧研究会ってのは仕事熱心に過ぎるんだよ。こんな時にまで仕し掛かけてきやがりますか。たまにはサボれよコンチクショウ。だが、うかつだったな」

　グレンがその手に持っているのは『愚ぐ者しや』のアルカナだ。

「リィエルに何を吹ふき込んでたのか知らんが、俺が駆けつける時間を与あたえたのは失敗だったぜ、外げ道どう魔術師」

　グレンはすでに、固有魔術オリジナル【愚者の世界】を起動させていた。グレンを中心に、一定効果領域内における魔術起動を完全封ふう殺さつする魔術師殺しの魔術。

　最短詠えい唱しよう節数三節、魔力容量キヤパシテイ平へい凡ぼんの三流魔術師でありながら、グレンを宮廷魔導士団のエースの一角たらしめた秘ひ儀ぎ。『愚者』の前にあらゆる魔術師は無力な赤子と化す。

　先ほどからの男の反応から察するに、この男はどうも荒あら事ごとに長たけた戦せん闘とうタイプの魔術師ではないようだが……油断は禁物だ。

「お前がどんな秘術を持っていようが、もう無む駄だだ。無力化させてもらうぜ。第一団《門》ポータルス・オーダーみてーな組織の末まつ端たんなぞ、ロクな情報を持ってねーだろうが、念のためだ。リィエル、こいつをとっ捕つかまえるぞ」

　グレンは懐ふところに『愚者』のアルカナを収め、じりじりと男との距きよ離りを詰つめ始めた。

　この時、グレンはこの戦せん況きようにおける自身の優位性を信じて疑っていなかった。

　場の魔術起動は封殺されている。そして、二対一の状じよう況きよう。

　自分とリィエルは帝国宮廷魔導士団の中でも屈くつ指しの格かく闘とう戦能力の持ち主で、しかもリィエルはすでに剣けんを錬成済み。相手に武装の類たぐいは皆かい無む。起動済みの魔導器の気配もなし。

　状況は果てしなくこちらに有利で、リィエルと共に戦えば確実に勝てる状況だ。

　だから──

「……え？」

　グレンは突然、自分の身体からだを背中から襲おそった衝しよう撃げきと、次の瞬しゆん間かん、燃え上がるように湧わき上がった灼しやく熱ねつの感覚の正体を──しばらくの間、理解することができなかった。

「げほっ……」

　喉のど奥から溢あふれる鉄の味にグレンが咽むせる。

「……リィ……エル？」

　首だけ回して振ふり返りながら、グレンは呆ほうけた表情で背後のリィエルを流し見た。

　それは、なんの冗じよう談だんか。間違いか。

「…………」

　リィエルは光灯ともさぬ虚うつろな瞳ひとみで、両手に持った大剣を深々とグレンの背中に突つき立てている。白はく刃じんはグレンの背中から右胸部にかけて完全に貫かん通つうし、グレンの右胸部からは真っ赤に染まった刀身が、冗談のように長々と生えていた。

「ごほっ……ッ!?　……がっ……な……ど、どうし……て……ッ!?」

　グレンが血を吐はきながら、今、この状況となっては益やく体たいもないことを問う。

「……お……お前……まさ、か…………ッ!?　噓うそ……だ……ろ……？」

　信じられない。

　そんな感情がありありと溢れるグレンに。

「……今まで、ありがとう」

　リィエルは返り血で濡ぬれた虚きよ無むの相そう貌ぼうを逸そらしながら、ぽつりとお礼を言って。

「でも、私は……そこにいる兄さんのために生きる」
















「……は？　……兄貴？」

　その時。

　グレンは信じられないものを見たかのように、目を見開いてリィエルを凝ぎよう視しした。

「……り、リィ……エル……お前……何を言って……ッ!?」

「……さよなら」

　決別の言葉と共に。

　リィエルはグレンを串くし刺ざしにしたままの大剣を、無造作に振り回した。

　血をまき散らしながら、グレンの身体がリィエルを中心に、ぐるん、と回転する。

「────ッ!?」

　その勢いでグレンの身体は剣からすっぽ抜ぬけ、放物線を描えがいて飛んでいく。

　その軌き跡せきをなぞるように赤い飛ひ沫まつが虚こ空くうに散さん華げしていき……

　そして、盛大な水柱を上げて、暗い海の中へと落ちた。

　グレンの身体はあっという間に荒あら波なみに吞のまれ、もう二度と浮かんでこなかった。

「……………………」

　リィエルはガラス玉のような目でグレンが沈んだ海をじっと見つめていた。

　何も語らない。その瞳はあらゆる感情を映さない。

　ただ、冷たい潮風の音が、リィエルの心を空くう虚きよに吹き抜けていた。

「……リィエル」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすリィエルに、兄が労ねぎらいの言葉をかける。

「僕のために……ありがとう。辛つらかったね、リィエル……」

「……別に。わたしは……ただ……兄さんのために…………」

　リィエルは幽ゆう霊れいのような声で、ぼそぼそと独りごちる。

「……だから……なんでもない……なんでもないこと……」

　そう、なんでもない。昔に戻もどるだけだ。

　兄のために、兄だけを守るために人を殺し、命をすり減らす。そんな昔に戻るだけ。

　もとより、それが自分の生きる理由、生き方。後こう悔かいなんてあるわけない。

　だから、この胸が押し潰つぶれてしまいそうな感覚は、噓。錯さつ覚かく。

　ルミアとシスティーナ……今、あの二人がなんだか決定的なまでに遠い場所に行ってしまったことに対する、この喪そう失しつ感も噓。錯覚。

　だから、両目からとめどなく溢れては、頰ほおを伝って流れるこの涙なみだも──きっと何かの気のせいに決まってるのだ。
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「はぁ……」

　その時、ルミアは一人、ソファーに腰こしかけながら、ため息を吐ついていた。

　ここは学院生徒達が宿しゆく泊はくする旅籠はたご本館の、ルミア、システィーナ、リィエルの三人に割り当てられた部屋内だ。

　どこかへ逃にげてしまったリィエルは当然だが、今はシスティーナの姿もない。

　システィーナは先ほど、サイネリア島観光街へ、夕食として自分達が食べる軽食を買いに行ったのである。ほどなくして戻ってくるだろう。

　本当はクラスメイト達のほとんどがそうしたように、皆みなと一いつ緒しよに観光街へ外食に行きたかったし、実際にクラスメイト達にも一緒に行かないかと誘さそわれたのだが、リィエルが帰ってくるかもしれない以上、ルミアにはそれはできない。

　そして、ルミアが行かない以上、システィーナも自動的に行かないことになる。

　システィーナはルミアを置いて、自分だけ楽しむということがどうしてもできないお人好よしなのだ。

「……システィには、なんだか悪いことしちゃったな……」

　恐おそらくシスティーナはまったく気にしてないだろうが、それでも気は引けてしまう。

「リィエル……」

　今日、突然、態度が豹ひよう変へんしてしまった少女のことを思う。

　一体、何が気に障さわったのか。それとも今までの振る舞まいは演技で、他人を拒きよ絶ぜつするあの姿がリィエルの本当の姿だったのか。

　元々、自分達とリィエルの住む世界はあまりにも違ちがいすぎる。

　ルミアにはわからないことなのかもしれない。

「だけど……」

　自分と、システィーナと、リィエルと。そしてクラスの皆との楽しかった日々。

　あの綺き麗れいな夜の海で、こんな自分達と友達であることは嫌いやじゃないと、そう言ってくれたリィエル。

　あの日々に、あの言葉に噓はなかった……そう信じたい。

　きっと、何か理由があるはずなのだ。彼女がこの生活に耐たえられなくなった、周囲を拒絶したくなった、理由があるはずなのだ。

　だから、きっと、大だい丈じよう夫ぶ。リィエルと会って、話し合って、悪かったことを直して、それでお互たがいに謝りあって……それでおしまい。

　また、あの騒さわがしくも楽しい日々が戻ってくる──ルミアはそう信じている。

「まずはリィエルと向き合わなきゃね」

　だが、それも心配はしていない。

　リィエルを探しに行ったのはグレンだ。

　グレンならば、きっとリィエルを探し出して連れ戻してきてくれる。

　だからまず考えるべきことは、リィエルと再会したときになんて声をかけるか、だ。

「うーん……」

　どんな言葉をかけたらいいんだろう。迷う。

「リィエルが怒おこった理由もわからないのに、いきなり『ごめんね』は変だし……」

　それでは謝罪ではなく単なる取り繕つくろい、ご機き嫌げん取りである。そんなことはしたくない。

　と、なると案外難しい案件に、ルミアが一人思し索さくに耽ふけっていた……その時だ。

　どがんッ！

　いきなり部屋の奥にあるバルコニーの方から鳴り渡わたった、けたたましい音に、ルミアはびっくりして肩かたを震ふるわせる。

　そして、同時に室内に感じた人の気配。

「……えっ!?」

　ルミアは反射的に、音がした方向へ振り返った。

　手て狭ぜまなバルコニーへと続いていたはずの奥の扉とびらは外から蹴け破やぶられており、その残ざん骸がいと破は片へんが室内に散らかっている。

　そして、半はん壊かいして蝶ちよう番つがいからぶらぶらと揺ゆれる扉の傍そばには──

　まるで、幽ゆう鬼きのような少女がそこにいた。

「……え？　……リィエル？」

　その姿形と背格好は間違いなくリィエルのはずなのに、ルミアにはなぜか一いつ瞬しゆん、その少女がリィエルだと認にん識しきできなかった。

「……………………」

　どうもリィエルの様子がおかしい。出会った当初から人形のような少女ではあったが、今のリィエルはそれの比ではない。別に手足はしゃんとしているのに、まるで壊こわれて手足がねじくれ曲がった操あやつり人形のような不気味さを感じさせる。

「────ッ!?」

　そして部屋内のランプの光に照らし出されるリィエルの姿を、遅おそまきながらルミアが正しく認識した時、ルミアの思考は一瞬、空白に染まった。

　血だ。リィエルの頰や手は、べったりと真っ赤な血に染まっている。

　それが一体、誰だれの血なのか──リィエルを探しに行って、リィエルに会いに行っていたのは誰だったのか──恐ろしくて考えたくもない。

　そして、リィエルがその細ほそ腕うでに携たずさえているものは──大剣。

　所々鮮せん血けつが滴したたっているが、その十字架型の大剣クロス・クレイモアはぎらぎらと不ふ吉きつに輝かがやいている。

　その剣の犠ぎ牲せい者しやは一体、誰だったのか──考えただけでも体が震える。

「……リィエル。あなた、一体、何を……？」

　だが、そのまま思考を放ほう棄きして忘ぼう我がせず、全すべての不吉な予感を押し殺し、しっかりと我に返ってそう問える分、ルミアの気き丈じようさは賞賛に値あたいするだろう。

　しかし──

　そんなルミアの気丈さも虚むなしく。

「……ごめん」

　リィエルはルミアの言葉にまったく応じることなく、ルミアに向かって大剣を構えた。

　理由はわからない。でも、今は逃げないと。

　そう直感し、ルミアが一歩足を動かしかける。

　だが、ルミアが対たい峙じした相手は、あまりにも悪かった。

　ひゅご、と風を裂さくような音と共に。

　リィエルはルミアの寸前まで、一瞬で肉にく薄はくしていた。

　たった一足で消し飛ばされた彼ひ我がの間合い。半瞬おいて霧む散さんする、その残像。

　……ルミアには、反応すらできない。できるわけもない。

「あ……」

　気付けば眼前には、大剣を大きく振ふりかぶるリィエルの姿。

（せ、先生……）

　刹せつ那な、稲いな妻ずまのように白はく刃じんが落ちてくる──落ちてくる。

（助け……）

　その三日月のような斬ざん閃せんは、ルミアの網もう膜まくへと強きよう烈れつに焼き付いて──

　ルミアの視界は、そのまま暗転した。




　がしゃん、と。

　吹ふき抜けた剣圧で、部屋の隅すみに飾かざられていた壺つぼが傾かたむき……床ゆかに落ちて割れた。








あとがき









　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、『ロクでなし魔ま術じゆつ講師の禁忌教典アカシツクレコード』第三巻、刊行の運びとなりました。

　編集者並びに出版関係者の方々、そしてこの『ロクでなし』という物語を支持・応おう援えんしてくださった読者の皆みな様さま方に無限の感謝を。どうもありがとうございます！




　さて、『ロクでなし』もなんだかんだで、第三巻。物語も少しずつ進んできました。

　ほんの一昔前までは、このグレン＝レーダスというロクでなし青年が紡つむぐ破は天てん荒こうな物語が、ここまで大事なことになろうとは夢にも思っていませんでした。

　これからグレン君がどんな物語を紡いでくれるのか、『ロクでなし』がどういう方向に進んでくれるのか、作者の私としても非常に楽しみです。

　書いていても、読んでいても楽しい話にしたい。私にとって『ロクでなし』とはそういう物語であり、この初心を忘れないためにも、今回は『ロクでなし』を執しつ筆ぴつするに至った経けい緯いを振ふり返かえってみたいと思います。




　ところで、この『ロクでなし』の主人公のグレンというキャラクター、実は私にとっては因いん縁ねんが深いというか、付き合いが長いというか、元々は私が小説書き始めの初期、習作で書いていた小説の『脇わき役やく』でした。

　マイパソコンもなく、当然、タッチタイピングなんてまるでできず、ルーズリーフにシャーペンでがりがりと小説を書いては、バインダーにファイリングしてまとめていた頃ころの話です。そして、大学ノートに誰だれも見もしない、つーか、見せられないキャラクター設定や魔ま法ほう設定などの妄もう想そうを、延々と書き連ねては悦えつに浸ひたっていた頃の話です。

　しかし、不思議なもの。時間が経過するにつれ、次第に我が記き憶おくから、その小説と設定資料集の存在は薄うすれていき、ついには闇やみに葬ほうむられて……誰も知らない禁断の黒き歴史書と化しました。グレンというキャラクターの存在も、すっかり忘れ去ってしまいました。

　時が経ち、大学を卒業し、就職し、日々の忙いそがしさに追われながらもデビューを夢見て、仕事の合間を縫ぬって小説執筆を続け……そんな私が『ロクでなし』を執筆してみようと思い至ったのは、その失われた過去の黒歴史との邂かい逅こうがきっかけでした……。




「うげッ!?」

　ある時、仕事が終わって会社から家に帰ってきた私は、私の自室の机の上に、ある物が乗っていることに気付き、思わず変な声を上げてしまいました。

　な、なんと、あの我が記憶から完全に抹まつ消しようされたはずの、あの黒き禁断の書が、山と積み重なっているのです。

「ぎゃああああああああああああああ──ッ!?　なんじゃあ、こりゃあッ!?」

「あ、羊。あなた、確かプロデビュー目指して、小説書いているんでしょ？」

　脂あぶら汗あせを流してガクブルする私に、母が得意げに言いました。

「そういうことだったら、昔、あなたが書いてた小説、何かの役に立つかもしれないでしょ？　倉庫から探しておいたから」

　よ、余計なことを──ッ!?

「あの……ひょっとして……中身……見ました？」

「あはは、大だい丈じよう夫ぶよ、見てない見てない……くぷぷ（笑いを堪こらえている）」

　ひぃいいいい!?　絶対見ちゃったよ、お母様!?

　だが、厚意は厚意なので、怒おこるに怒れないし、そもそも怒る筋合いもない。

　それに、まぁ、確かに昔作った話が、何かのヒントになるかもしれない。

　そう思って、その黒の書──昔の小説と設定資料集に目を通してみることに。

　だが──

「こ　れ　は　ひ　ど　い（吐と血けつ）」

　世にこの手の話はよく聞きますが、それは私も例外ではありませんでした。

　まず、魔法設定を書き連ねた大学ノートの表紙に『魔導書』とかマジックペンで書いてありやがり、それだけでＳＡＮ値をごっそり削けずってくれました。やるな、昔の私。

「くっそ……く、くじけそうだ……（ぺらっ、チラッ）」

　──【神しん業ぎ】：第一級神性言語魔法の総そう称しよう。神位に至る存在のみが使用できる。特定の対象を相手取る術が多く、例えば『蠅はえの王』ベルゼブブに有効な『ルラ・ベルゼ・バスルター』や、堕だ天使ルシフィルに大ダメージを与あたえる『レーテル・ルシファール』などの呪じゆ文もんが──

「いっそ殺せッ!?（べしーん！）」

　思わずノートを床ゆかに叩たたきつけてしまう私。

　うへぇ……み、見てはいけないものを見てしまった……。

　つい最近、この手の黒歴史暴ばく露ろスレを見ながら「ぷっ、これはひどい。ま、俺おれは違ちがうけどな」などと、本気で思っていた自分を百万回くらい殴なぐってやりたい。

　……ん？　待てよ？

　つーか、私が本格的に小説を書き始めたのは大学入学とほぼ同時期だから……つまり、この『黒の書』達が執筆された頃の、私の年ねん齢れいは──だぁああああッ!?　これ、厨ちゆう二に病びようどころの話じゃねぇぞぉおおおおおお──ッ!?

　こんなところでもＳＡＮ値チェック、盛大にファンブル。

　本気で『死霊秘法ネクロノミコン』並みにヤバイかもしれん、この本……

　とまぁ、そんなこんなで、ＳＡＮ値をガリガリ削りながら、昔の設定資料集や小説を読み進めていったのですが……まぁ、これがひどい。厨二設定はともかく、ストーリーラインは滅め茶ちや苦く茶ちや、キャラクターはブレまくり、伏ふく線せんは適当、空気も読まずお寒いギャグを連発し、ご都合主義と超ちよう展開のオンパレード（これは今もそんなに変わらないかもしれませんが）で、とても読むに耐たえない内容でした。

「はぁ……昔の俺って、こんなに下手へただったのか……」

　ため息をつきながらも、昔の私に対してちょっと羨うらやましさも覚えていました。

　何しろ、この黒本、レベルは底値ですが、発想が自由でした。下手に小説書き慣れて、半はん端ぱに技術が上がった現在では絶対に出てこない発想や設定が随ずい所しよに盛り込まれていました。それでも流石さすがに剣けんと魔法のガチファンタジー世界に、ゲームセンターと格かく闘とうゲームの筐きよう体たいが登場するのは許容できませんが。つーか、ホント何を考えていたんだ、当時の私。

　とにかく、この黒本を書いた頃の私は、小説を書く技量はさておき、小説を書くのが楽しくてしかたなかったんだな、と文面から感じました。

「楽しんで、小説を書く……か」

　その頃の私は、どこがどう捻ねじじ曲がってそうなったのかは知りませんが、超シリアス＆鬱うつ展開の話ばかり書いていました。ギャグなんて、もっての他の作風です。正直、話の重苦しさに、書くことを苦痛と感じる時もありました。

「それに、厨二病、厨二病言っても、今、自分がやってることだって、厨二病の延長線上だしなぁ……」

　小説を書く技量が上がると共に、無意識にそういう設定や展開をバカにして、避さけていたのかもしれません。その頃に書いていた小説が、やたら重苦しい鬱系な話ばかりで、書くことが苦痛になることすらあったのも、ひょっとしたらそれが原因だったのかもしれません。それでも流石に剣と魔法のガチファンタジー世界に、エンジン式のチェーン・ソーを登場させ、あまつさえ、それを使ってシリアスなシーンで殺陣たてをさせるような展開は許容できませんが。つーか、どうなってるんだ、この世界。

「ま、そうだな、こういう頭空っぽにして楽しんで書けるような話も、いいかもなぁ」

　そんな風に苦笑いをしながら、その黒本を読み返していると、ふと、とある脇役キャラクターが私の目に留まりました。

　そのキャラクターは、普ふ段だんはいい加減でやる気ゼロのロクでなしのくせに、いざという時には、やってくれる……そんなキャラで、名前をグレン＝レーダスと言いました。

　そのグレン君は二刀流の剣けん士しで、主人公や他のキャラクター達が、その場で思いついたような必殺技や最強魔法や超ちよう能のう力りよくを連発する中、唯ゆい一いつ、技も魔法も能力もなく、二本の剣による格闘戦だけで渋しぶく戦う、頼たよりにはなるけど最強にはほど遠い……そんなキャラクターでした。周りや敵が強力な技や魔法や能力を連発するので、このグレン君はどうにも地味で、敵と戦うといつもボロボロで、ギリギリです。どうしてこのキャラだけ、こんな不ふ遇ぐうな扱あつかいだったのか、今となっては想像もつきませんが……

「なんだこいつ。スレイヤーズの劣れつ化かレプリカなこの黒本の主人公より、こいつの方がよっぽどキャラ立ってんじゃん」

　優しさとお人好しさだけがとりえの主人公を書くことに飽あきていたこともあります。なにより、こいつを主人公にすれば、楽しく話が書ける……そんな予感がありました。

　そこで、私はこのグレン＝レーダスというキャラクターを、次回作の主人公に抜ばつ擢てきすることにしました。

　後は某ぼう所しよで触ふれたとおりです。この破天荒な男を教師にしたらとんでもないことになりそう、ファンタジーで教師と言ったら、やっぱり魔法学園でしょう、と、どんどん『ロクでなし』の物語が出来上がっていきました。

　執筆自体はグレン君が、がんがん動いてくれて、物もの凄すごく楽しかったです。久々、書き上げてスカっとした作品になりました。

　このように『ロクでなし魔術講師と禁忌教典』という物語は、私のデビュー作となった、私にとっての金きん字じ塔とう的作品であるのみならず、私に小説を書く面白さを再確認させてくれた作品でもあります。

　私にとって小説を書くということは、まず何よりも楽しいことだということ。

　そして、自分が楽しい上に、作品が面白くあるよう努力すること。

　小手先の技術や、流行に惑まどわされず、常にそれを忘れぬよう、これからも楽しんで小説を書いていきたいと思います。

　こんな私の作品にお付き合いしていただける方、これからもどうかよろしくお願いします。





羊太郎
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